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　息を切らしながら、少女が闇やみ夜よを駆かけていた。

　十代半ばだが、発育のいい肢し体たいは充じゆう分ぶんに扇せん情じよう的で、男の目を惹ひくに足りた。顔立ちもまだ幼さを残してはいるが、その典てん雅がな美び貌ぼうはほぼ完成し、もう女として花開きつつある。

　しかし、当の本人には自分の美貌も体も、全すべてがおぞましい、穢けがれたものにしか思えなかった。

　男好きのする、ただ下げ劣れつな性欲しか喚かん起きしない淫いん猥わいな体。

　そうに決まってる。そうとしか思えない。

　そうでなければ……実の父親が、押おし倒たおしてくるはずがない。

　元々、仲のいい親子なわけではなかった。

　酒乱で、気まぐれで暴力も振ふるう父親に愛想を尽つかし、母親は家を出た。他ほかに男を作ったらしく、邪じや魔まな自分は置いていかれた。そのことで、母親に対する愛情も失うせた。

　父親に多少同情しないわけではなかったが、定職にもつかず、相変わらず酒に溺おぼれる姿を見ていれば、かすかに残っていた親子の情も消え失せた。

　そして今日──冷たい床ゆかに組くみ敷しかれて、獣じゆう欲よくに滾たぎる父の目を見たとき、無感情は憎ぞう悪おに変わった。

　酒の勢いかもしれない。

　妻の面おも影かげを娘むすめに見たのかもしれない。

　父もまた、疲つかれ果てていたのかもしれない。

　どうでもよかった。

　発作的に傍そばにあったナイフで、その脇わき腹ばらを刺さしていた。

　呻うめく父が自分に覆おおいかぶさってくるのを撥はね除のけ、着の身着のままで家を飛び出した。家に愛着もないし、いつ自立するかずっと考えていたから、後こう悔かいはない。

　でも、体はずっと小刻みに震ふるえていた。

　父を刺した血ち塗ぬられたナイフも、そのせいで放したいのに手放せない。

　生まれ育った街を後にし、山林地帯に辿たどり着ついたところで、立ち止まる余よ裕ゆうができた。

　まだ震えは止まらない。それでも何とかナイフを手放そうと、空いた手でしっかり柄つかを掴つかむ指を一本一本剥はがしていく。

　そのとき、背後で複数の足音がした。

「……誰だれ!?」

　恐きよう怖ふを感じ振り向くと、粗そ暴ぼうそうな男達が、値ね踏ぶみするように自分を見つめていた。

　先頭の一人が口笛を吹ふき、舌なめずりをしながら評価を口にした。

「こりゃあ上玉だな……売り飛ばすより、傍に置いた方が楽しめそうだ」

　周囲の男達が、揃そろって頷うなずく。

　松明たいまつを掲かかげた彼らの視線は、父によってはだけた豊かな胸元に注がれている。

　反射的に胸元を押さえようとしたとき、後ろから羽は交がい絞じめにされた。もう四方から取り囲まれている。

　最近粗暴な野や盗とうが出しゆつ没ぼつしているという噂うわさを聞いていたが、最悪なタイミングで出くわしてしまったらしい。

「やめて…………！」

　懇こん願がんするが、それすらも男達にとっては欲情をそそる材料でしかなかった。

　頭目とおぼしき男の毛深い手が、自分の胸に伸のびる。

　唇くちびるを噛かみ締しめ、涙なみだを浮うかべながら顔を背ける。それだけが、ささやかな抵てい抗こうだった。

　誰も助けてくれない。

　絶望の中でこの世の真理を悟さとったとき、男の一人が前まえ触ぶれなく地に突つっ伏ぷした。

「誰だ!?」

　そう声を上げた松明係の男もまた、鋭するどい打だ撃げき音の後に即そく座ざに地に倒れる。

「消えろ」

　無む慈じ悲ひな声が響ひびき、灯あかりが消え混乱に満ちた林の中で、男達は次々に倒れていった。

　自分を捕つかまえていた男も倒れ、最後に残った頭目もまた、見えざる襲しゆう撃げき者に屠ほふられる。

　しなやかで長い脚あしが、背後から思いきり頭目の股こ間かんを蹴けり上げた。悶もん絶ぜつすると同時に、それこそ首の骨をへし折る勢いで回し蹴りが叩たたき込まれ、頭目は昏こん倒とうした。

　他の男達も、皆同じ目にあったのだろう。

　警告も命いのち乞ごいの暇いとまも与あたえられず、ただ無慈悲に急所を打うち抜ぬかれ足あし蹴げにされる。

　不意打ちとはいえ、襲撃者の足技は磨みがきぬかれた恐おそろしいものだった。

　ようやく救い主を見る余裕はできたが、夜の闇と相手の衣服が黒いせいで、姿はよく見えない。背格好からするとおそらく自分とそう変わらない年頃──男には違ちがいないだろう。

　だから、ナイフを向けた。

　信用などできない。目的なんて決まってる。両手でナイフを握にぎり締め、切っ先を向けた。

　刺す、そう意志を込めて見つめるが、相手は動じない。やがて、男とは思えない白くて繊せん細さいな手が、そっと自分の手に触ふれた。

　そのとき、初めて自分の両手が、体が震えていることに気づいた。

　急速に張はり詰つめたものが解け、ナイフを地に落とし、そのまま少年の胸によりかかる。白く薄うすい胸が支えてくれ、倒れはしない。

「ご、ごめんなさい…………」

　思わず謝ったが、身を離はなすことはできなかった。震えも止まらない。

　少年の右腰こしの辺りで、カシュッと何かが開く音がした。その右手に、カードのようなものが閃ひらめいた気がするが、暗くてよく見えない。

　次の瞬しゆん間かん、黒い布が自分と彼を覆っていた。

　温かい。

　そのぬくもりは心地ここちよかったが、まだ足りない。まだ震えが止まらない。

　少年も対応に苦く慮りよしたのか、首を傾かしげ、さらに頭を掻かいている。

　しばらくすると、彼はぎこちない手つきで自分の頭を撫なで始めた。触れているのは男には違いない。なのに撫でられていると…………震えが止まった。

　だから彼の胸に顔をうずめて、身を預けて、ぬくもりに身を浸ひたしてしまった。

　どれくらいそうしていたかわからない。ほんの数分かもしれないし、長い時間だったかもしれない。

「ありが、とう…………」

　名残なごり惜おしかったが、身を離して目を合わせないように、救い主に礼を述べる。

　この身を救われ、ぬくもりも与えてくれた。

　でも、もう頼たよれない。

　これからは、一人で生きていかなくてはならない。誰にもよりかからずに、一人で。

「さよなら」

　未練が残らないように、足早にその場を去る。

　少年からすれば、ただの気まぐれだったのだろう。彼がこの先の人生で、今日のことを思い出すことなんて、きっとない。

　でも、うれしかった。

　そして少年は、背後から、餞せん別べつにも似た無愛想な言葉を投げかけた。

「元気でな」

　走りながら、頷いた。自分も、もうこの日のことを思い出すことはないだろう。

　こんなかすかな奇き跡せきだけを糧かてに、こんな気まぐれな善意だけを拠より所どころに生きていく気はない。思い出は記き憶おくの底に沈しずめ、ただ切り開かれた道を行くだけ。

　この日、琉る妃き・リディアーノは自分の足でその人生を歩き始めた。

　彼女がよりかかれる相手と出会い、その全てを捧ささげるのは、まだ先の話だ。
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「今帰ったぞ！」

　玄げん関かんから響く無む駄だに元気のいい声にも、寝ね起おきの超ちよう低てい血けつ圧あつ貴族、ルイヤ＝オフェル・クロスはまったく反応を示さない。

　穏おだやかな昼下がり、人々が最も活動的と言えるこの時間こそが、彼の目覚めの時。

　今し方ベッドから抜け出したばかりの彼は、いつものように焦しよう点てんの定まらない瞳ひとみのまま、半はん裸らで居間のソファーに座り込んでいる。

「戻もどったと言うておろうが！　出で迎むかえはどうした、闇黒卿ダークロードよ？」

　バンと、居間に踏ふみ込こみ、小生意気なクソガキことプリエラ＝シェヴィート・マムラハーは、まだ膨ふくらみかけの域にも達していない胸を張る。

　両手に持つ紙かみ袋ぶくろから察するに、ほぼ午前中全てを睡すい眠みんに費やすルイヤを尻しり目めに買い物に出かけていたようだが、未いまだ意識が眠ねむりと覚かく醒せいの狭はざ間まを漂ただよう白はく皙せきの貴族は、何の反応も見せない。

「相変わらず寝起きは目が死んでおるな。シャキッとしろ、シャキッと！」

　両手を腰に当て、プリエラは堂々たる態度で怠たい惰だな貴族を糾きゆう弾だんする。

　実際の力関係はどうあれ、プラチナブロンドの髪かみをはためかす少女は、すでに王者の風格を漂わせていた。

　ルイヤは軽く溜ため息いきを吐つき、地の底から響くような、おそろしくしゃがれた不ふ機き嫌げんな声で言う。

「静かにしろ、クソガキ」

「だ～れがクソガキだ！　私は王女だぞ、エラいんだぞ!?　もっと口のきき方に気をつけろ！」

「お帰りなさいませ、クソガキ王女様」

「うむ、苦しゅうない」

　満足げにプリエラは頷く。王女がつけば、基本問題無いらしい。

　ルイヤと暮らし始めてから約一か月、すでに街にも馴な染じみ、この館やかたでも我が物顔で振る舞まうようになった。この辺りが貴族を統べる「王族」の図太さなのかもしれない。

　しかしルイヤからすれば、今まで従順な下しも僕べとの二人暮らしだった分、元気のよすぎる少女の存在は少々持て余し気味だ。

　なおもギャーギャー喚わめく彼女を無視していると、寝起きの対応を心得た下しも僕べの声が聞こえた。

「ただいま戻りました」

　プリエラと違い、ルイヤの忠実な下しも僕べ、琉る妃き・リディアーノは慇いん懃ぎんに頭を下げる。

　艶つややかな黒髪と豊かな胸元が目を惹ひく下しも僕べもまた、主と共に少女の快活さを持て余していた。

「…………コーヒー」

「かしこまりました。少々お待ち下さい」

　琉妃は台所に下がり、コーヒーを淹いれる前に買ってきた品を生なま物ものから冷蔵庫にしまっていく。

　家電は広義の閉鎖技術バウンドテクノロジーに含ふくまれる高級品だが、さすがに貴族たるルイヤは購こう入にゆうも使用にも問題は無い。

　専業主婦さながらの手つきで品を片づけていく琉妃を遠目に見ていると、視界にまたプリエラが飛び込んできた。

　眼前で見せつけるような仁王立ちをしているが、ルイヤには意図がイマイチわからない。

「……何だ？」

「気づかぬか？　新しい服を買ったのだ！」

　確かに、プリエラの服は今まで見たことがない物に変わっている。街で買ってきた物をそのまま着て帰ってきたらしい。そもそも、今日の買い物はそのためのものだった。

　今彼女が着ているのは、ピンクを基調とした色合いに、王女らしくフリルやリボンを多用したドレス。活発な少女に合わせ、それほどかしこまった衣装ではないが、生来の美び貌ぼうを引き立たせるには充じゆう分ぶんすぎた。

　年ねん齢れいに拘かかわらず、街行く者は皆みな振ふり返かえり、将来が楽しみ──いや、今でも結構イケる……と思ってもおかしくない可か憐れんな少女がそこにいる。

　が、ルイヤはまったく興味を示さず、唇くちびるの端はしを引きつらせて愛想笑いにも達しない微び妙みような表情を浮かべた。

「何だその態度は!?　グッと来ぬか？」

「全然」

「ムムム…………」

　結構自信があったらしく、少女は可愛かわいげに唇を尖とがらせる。

　肩かたを震ふるわせて次なる手を考える少女の頭に、琉妃が手を置いてたしなめる。

「新しい服を見せたいのはわかるけど、ルイヤ様は子供には興味ないわよ。ほら、下がりなさい」

　プリエラを押おしのけ、琉妃はルイヤにコーヒーを手て渡わたす。芳ほう醇じゆんな香かおりが周囲に溢あふれ、ルイヤはプリエラのことなど歯し牙がにもかけず、優ゆう雅がな手つきで漆しつ黒こくの液体を口に運ぶ。

　ようやく思考能力を取り戻し始めたルイヤの傍そばで、プリエラはなおも不機嫌そうに手足をバタつかせる。

「うぅぅ～～せっかく買ったのに…………」

「買ってもらった、でしょ？　まずはお礼を言いなさい」

「貴族が王族である私に奉ほう仕しするのは、当然のことなのだ！」

「黙だまりなさい。庇ひ護ごを受けている身でしょう？」

「ううぅぅぅ～～でも、この女おな子ごのことは気にしているではないか！　この前も、ちょっと髪切っただけなのに気づいたし…………」

　と、プリエラが愚ぐ痴ちる。

　確かに、ルイヤは琉妃の細かな変化も見み逃のがさない。ごく自然に変化について指し摘てきし、話題にあげる。

「下しも僕べのことを気にしない主がどこにいる？　前にも言ったように、お前の今の位置は使い魔まより下だ。何な故ぜ俺おれがイチイチ気にかけなきゃならない？」

「私は王女だぞ、エラいんだぞ!?」

「俺とお前の関係は契けい約やくによって成り立っている。お前、役に立っているのか？」

　カフェインの効用が寝起きの青年を、冷れい徹てつな貴族へ引き戻す。

　ルイヤは常備している腰のカードケースに手を伸のばし、そこから一枚のカードを抜ぬき出した。

　プリエラにかざされたそれは、彼女とルイヤを繋つなぐ絆きずなであり、主従契約の証あかしのカード──ナンバー《聖統なる女王フエイテツドクイーン》。

　ブランクカードが一枚埋うまり、デッキの完成がまた少し近づいたのはいいのだが──

「相変わらず、効果がイマイチわからん。単体で使用しても何も起こらないから、おそらくは札技コンボで意味を為なす補助カードなんだろうが、現状では一切効果が不明だ。ゲットしたカードは能力については自動的に理解できるはずなんだが…………まさか、『何も無い』が効果とかじゃないよな？」

　役立たずの視線を向けられ、さすがにプリエラもちょっと目を泳がし、苦しい様子で言い返す。

「それはその……あれだ、えっと……皿洗いの手伝いをするとき、洗せん剤ざいの量が少なくて済むとか……そんな感じなのだ！」

「意味なっ。いたずらにデッキの完成を急いでも意味が無いから、慎しん重ちように選んでいたが……無駄だったかな。琉妃とは大おお違ちがいだ」

　と肩を竦すくめ、コーヒーを啜すするルイヤ。

　いよいよ立場のなくなったプリエラは、頬ほおを膨らまして琉妃を指差す。

「こ、こんな女のどこがいいのだ。あれか、やはり胸か!?　所しよ詮せん男はおっぱいか？　されど男はおっぱいか!?　バインバインでたゆんたゆんでぷるるんか!?」

　激情を叩たたきつけるように、少女は床ゆかを拳こぶしで叩く。

　かなりの数の男が同調するだろうが、眼前の青年は異議を唱えた。

「なわけないだろう？　囲った女の胸が、たまたまでかかっただけだ」

　冷静に言い返すルイヤだが、プリエラは意外にも的確な指摘を返した。

「たまたまってお前……この大きさは、いくら何でも見たらわかるだろう？　最も早はや大きいのが好きでないと、許容できないレベルであろう？　どう見たって、ゲットする前に気づくではないか。確実に『巨きよ』ではなく、『爆ばく』の領域ではないか。滅ほろんだ世界の測定法でいくと、『Ｉ』とか『Ｊ』とかそのへんではないか。かつて世界に存在したという、おっぱい星人なる種族でなければ、ちょっとヒイてしまう感じであろう？」

「うるさい、黙れ。ゲットって言うな。ゲットって。あと『爆』とかも言うな。胸で女を選ぶ趣しゆ味みは無い。そしておっぱい星人やつらは普ふ通つうに生き残っているだろう……今でも」

「やはりアレか、もう力いっぱい鷲わし掴づかみにしてみたい感じなのか!?」

「誰だれがするか。そんなことをしたら、特とく殊しゆな趣味の女でもない限り、痛いだけだろうが」

　細やかな配はい慮りよを含む発言に、プリエラは興味深げに頷うなずき、傍かたわらにいる渦か中ちゆうの「爆」、もとい琉妃のブラウスの布地を引っ張って尋たずねる。

「じゃああれか、やさしくされたらいい感じなのか？　気持ちいいのか？」

　素そ朴ぼくな疑問をぶつける幼おさな子ごそのものの口調に、つい琉妃も真ま面じ目めに返してしまった。

「そうね、突つき抜ける快感…………とかじゃなくて、じわじわ来るっていうか…………何ていうかこう……頭の中がもやもやするっていうか……その、ふわふわになる感じかしら？」

「ほう、そうなのか……よし、闇黒卿ダークロードよ、私も揉もんでくれ！　私もふわふわになってみたいのだ」

　興味がそちらへ移り、少女は未知の快楽をルイヤに縋すがる。

　思いっきり顔を引きつらせたルイヤは、苦々しげにプリエラを諭さとす。

「……あと四、五年して男ができたらソイツに頼たのめ」

「ヤダ、今がいい！　今ふわふわになりたい！　早く大人になりたい!!」

「胸を揉まれた程度で大人になれたら、だ～～れも苦労しない。そもそも、揉むほどないだろう？」

　ルイヤはその闇色の瞳ひとみを、ささやかという表現すら過大に思える発展途と上じようの胸元に注ぐ。

　これはプリエラも自覚しているらしく、悲しげに頷いた。

「確かにそうだな……だが、私とていずれはあのぐらい…………」

　将来への希望を込めて、少女は琉妃の胸元を見上げ──また悲しげな表情で、首を横に振ふる。

「ダメだ……いくら頑がん張ばっても、あの大きさは無理なのだ。ていうか、あそこまで大きくなりたくないのだ。邪じや魔まになりそうだし、肩かた凝こりそうだし、服とかも探すの大変そうなのだ。私だって、色々かわいい服とか下着とか着てみたいし……それに、私は母様のように、バランスのとれた体型になりたいのだ」

「それはそれは。自分の限界を悟さとるのは、成長した証だ。少しだけ大人になったな」

「えへへ、そっかぁ？」

　満まん更ざらでもないらしく、プリエラは子供っぽく笑顔を零こぼす。横の琉妃が仏頂面なのは言うまでもない。

「でもある程度は胸も大きくなりたいのだ。けど、最近触さわるとちょっと痛くて、何だかゴリゴリする」

「……その辺りのことは、琉妃に相談しろ。おい琉妃、ガキに余計なことを吹ふき込むな。服なんざ好きに買って構わんが、くだらんことで俺をわずらわせるな」

「はい……ほら、これ以上ルイヤ様を困らせないの。買った服もちゃんと部屋の棚たなにしまいなさい」

「うううぅぅぅ～～まだ全然見せてないのに………………」

　しゅんと肩を落とし、プリエラは結構な量の衣服を抱かかえて、二階に備えられた自室へ向かう。

　ルイヤは我関せずとコーヒーを啜っているが、琉妃はその小さくて寂さみしげな背に思うところがあるのか、主にささやかな諫かん言げんをした。

「あの…………あの娘こ、何で戻もどって一番にルイヤ様に見せに来たと思います？」

「知らん」

「…………でしょうね。まあ、私も子供の頃ころはそんな余よ裕ゆう無かったから、完全に理解はできませんけれど」

「この前の月光男爵ムーンバロンとの『全すべて』を賭かけた“〝決闘デユエル”〟で、あのクズの全財産は俺の物になった。ある意味では全てあのガキの物と言えなくもないから、少なくともその分は好きに使えばいい。服屋の二、三軒げんぐらいは従業員ごと軽く買える」

「…………そういうことじゃなくて」

　言いたいことのありそうな顔だが、琉妃はそれ以上何も言わなかった。

　あの小生意気な少女に対することは、そのまま自分にも跳はね返る。

　追つい及きゆうすれば、辛つらくなるだけ。

　契約で繋がる関係に、情は禁物。

　まして、貴族の主と平民たる自分の間には。

　だから、

「おかわり」

　と主が突き出したカップを無表情で受け取り、琉妃はいつものように家事に励はげむことで心を殺した。





　その日の夜よ更ふけ、琉妃は寝ね間ま着きのネグリジェ姿でルイヤの部屋を訪れていた。

　夜、主が「先に部屋にいる」と口にする──それが夜よ伽とぎの合図。

　体調さえ問題が無ければ、琉妃から拒こばむことはない。

　いつものように自室から持ち出した枕まくらを抱え、ドアをノックしようとすると──

　傍そばに興きよう味み津しん々しんな目つきで見つめる少女が一人。

「……子供は寝る時間よ。ルイヤ様にも言われているでしょう？　早く部屋に行きなさい」

　大人の余裕を見せ、琉妃はプリエラをたしなめる。

　ある意味臨戦態勢の琉妃と違ちがい、こちらはいかにも子供らしいパジャマ姿だ。

「久しぶりに、闇黒卿ダークロードの部屋で寝るのだな。三、四日連続で通ったら一日空けるのが基本ペースだが、今回は珍めずらしく三日間ぐらい空いていた」

「な、何正確に数えてるのかしら…………？」

　自分でもよく把は握あくしていない部分を突かれ、ちょっと琉妃は狼ろう狽ばいした。

　恐おそるべきは王族の観察力。

「でもお前、どうしてわざわざ枕を持っていくのだ？　置きっぱなしにすればいいではないか？」

「いや、それはルイヤ様が嫌いやがるから…………」

「そもそも、何でいつも一いつ緒しよに寝ないのだ？　私はいつも母かあ様さまと一緒に寝てたぞ？　闇黒卿ダークロードだって、お前と寝るの、好きなんだろ？」

「ま、まあ…………」

　絶対に深くは理解していないだろうが、幼い瞳はやたらと核かく心しんを突く。

　純じゆん粋すいな問いかけに、琉妃もつい本音を漏もらしてしまう。

「その……私は、別に……するしない関係無く寝てもいい……というか、寝たいけど、ルイヤ様はそういうのイヤみたいだし…………」

　琉妃は両手の指を絡からませながら、ぼやく。

　不満というほどではないが、お呼びがかかるときだけ──という現状に満足しきっているわけではない。

「ほう、そうなのか……じゃああれか、闇黒卿ダークロードはその日の気分でお前と寝たくなって、寝たいときだけ呼ぶのか？」

「…………そう、ね」

　他意の無い純粋な言葉。

　それゆえに、それは刃やいばのような真実で琉妃の心を刺さす。

「そうなのか……気まぐれなのだな、アイツ」

「………………」

「よおし、では、今日は私が替かわってやろう。私がアイツと寝てやるのだ」

　あくまでも同衾だけを求め、プリエラはドアのノブに手をかけた。

「ちょ、ちょっと待ちなさい！　何する気よ!?」

「何って、アイツと寝るのだ」

「十年早いわよ！　ほら、早く部屋に戻りなさい！」

「よいではないか、よいではないか！　私だって独り寝が寂さびしい夜もあるのだ！」

「……誤解を招くような言い方するんじゃないの。単に一人で寝るのが寂しいだけでしょう!?」

「だって、アイツの肌はだスベスベしてて、胸にスリスリしながら寝たら、すごく気持ちよさそうなのだ！」

「それは実際気持ちいい……っていうか、私もいつもそうやって寝てる……って、何言わせるのよ!?」

「うるさい、お前ばっかりズルイのだ!!」

　売り言葉に買い言葉、夜の館で世にもくだらない女の戦いが始まる。

　一いつ触しよく即そく発はつのいがみ合う女達、そのとき部屋のドアが開き、不ふ機き嫌げんきわまりない顔のルイヤが顔を出した。

「……こんな時間に人の部屋の前で、何をやっている？」

「も、申し訳ありません…………」

　深々と琉妃が頭を下げると、腰こしの後ろに手を回され、抱だき寄よせられた。

「あ…………」

　主はもう半はん裸らで、寝ね間ま着き用のややゆったりしたシルクのズボンを穿はいているだけだ。自分を閨ねやに呼ぶ呼ばないを問わず、寝るときはいつもこの格好だ。

「いつから俺を待たせる身分になった……？　イヤなのか？」

「そんなこと…………」

　主の声は、耳元でした。そのまま耳じ孔こうに舌が差し込まれ、手はそれぞれ胸元と尻しりに伸のびる。胸元に伸びた手は、繊せん細さいな指先で可か憐れんな突とつ起きを軽く引ひっ掻かき、尻に伸びた手は大だい胆たんにネグリジェの裾すそから忍しのび込み、肉づきのいい尻の肉を強く掴つかむ。

「あ………………」

　主の手て練れんと耳孔に囁ささやかれる言葉が、琉妃の思考を溶とかしていく。

「手間をかけさせるな。焦じらされるのは好みじゃない」

「……は、い…………あの、ここじゃ…………」

「わかってる」

　それ以上は求めず、ルイヤは琉妃の手を引いて自室のベッドへと進む。

　それに続く形で、意い気き揚よう々ようとプリエラも部屋に入り──その直後にルイヤに蹴けっ飛とばされて追い出された。

　バタンと拒きよ絶ぜつするように閉められたドアを、少女は全力で叩たたく。

「コラ、待て、ソイツだけズルイぞ、私も入れろ!!」

　大声で抗こう議ぎするが、受け入れられるはずもない。

　無む駄だな行こう為いと悟った後、プリエラはドアにピッタリと耳をくっつけて中の様子を探る。

　が、何かが聞こえる前にドアが開き、ルイヤが顔だけを出して今度こそ一切の反論を許さない冷れい徹てつな表情で見下ろす。

「寝ろ」

「…………はい」

　男の業を背負う凄せい烈れつな表情には、頷うなずくしかなかった。

　無む慈じ悲ひに閉まるドアを前に、少女はいよいよ強きよう硬こう手段に出ることを決めた。





　翌日、ルイヤは自室兼けん寝しん室しつ兼書しよ斎さいで、絵筆を握にぎっていた。

　読書や夜歩きと並ぶ数少ない趣しゆ味みの一つで、日中はこうして絵を描かいていることも多い。

　貴族の身分ではあるが、アトリエなどという大げさな物は持たず、ただ画架イーゼルに支えられたキャンバスだけが、ささやかな憩いこいの場だ。

　一応油絵に分類されるのだろうが、当の本人は画風や技法などには一切こだわらず、ただ気の向くままに絵筆を走らせている。

　黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねをかけて作業に没ぼつ頭とうしていると、背後から大分聞き慣れてきた子ガ供キの声が聞こえた。

「ほう、絵を描いておるのか」

「邪じや魔まするなよ。今いいところなんだ」

　背後から覗のぞくプリエラに興味を示さず、ルイヤは物もの憂うげに言う。

　プリエラは興味深そうに完成間近の絵を見つめていたが、描かれている物に首を傾かしげた。

「……お前、何描いてるのだ？」

「風景画だ。領地の一角を思い浮うかべてみた」

「それが、か？」

　プリエラがますます首を傾げたのも無理はない。

　確かに街の風景の輪りん郭かくは保っているが……色しき彩さいが暗すぎる。ほぼ暗色しか使わず、しかも現実の風景とはまったく異なる退たい廃はい的な景観。おどろおどろしい情念のようなものが、キャンバスからにじみ出ている。

　彼の称しよう号ごうにふさわしく、闇あん黒こくで塗ぬり込こめられた毒々しい抽ちゆう象しよう的な光景がそこにあった。

　単純な風景画というよりは、心象風景を現実の風景と重ねて描いた──という感じなのだろう。

　上手い下手以前に、描いている人間の精神状態が心配でならない、ひどく歪ゆがんだ絵だ。

「お前…………描いてて楽しいのか、それ？」

「ああ。ヒマ潰つぶしぐらいにはなる。俺にはよくわからんが、一部では結構人気があるらしくて、画商からは時々高値で買われる」

「……げーじゅつとはよくわからんものだな…………」

　数あま多たの画家達が歩んだ果てない苦く悩のうの道に、今幼き少女が迷い込む。

　が、悩なやんだのは一いつ瞬しゆん、妙みよう案あんを思いついた少女は、はしゃいだ口調でルイヤに告げた。

「私をモデルにしてみたらどうだ!?　きっとよい絵が描けるぞ！」

「断る」

「よいではないか、よいではないか」

　うら若き王女は媚こびを含ふくんだ声で囁き、ルイヤの白く細い首に両りよう腕うでを巻きつけてくる。

「……面めん倒どう臭くさいガキだな」

　どこか遠い目でぼやき、ルイヤはじゃれつくプリエラを無視して描びよう画がに没頭する。

「どうして描いてくれないのだ？　やはりあれか、裸はだかでなくてはならぬのか？　それはちょっと恥はずかしいのだ…………」

　両手の指をもじもじと組み合わせるプリエラ。

　いじらしくてかわいらしいが、ルイヤは深い溜ため息いきを吐ついて諭さとす。

「お前は絵画を何だと思っている？　女体の美を否定する気はないが、そもそも人物画は苦手だ。うまく描けたためしがない」

「そうなのか……では、私で練習するがよい！　よ～し待っていろ、すぐ準備してくる！」

　プリエラはルイヤから離はなれ足早に部屋を出ていく。

　ようやくガキの相手から解放され、心の底から「戻もどってこなけりゃいいのに」と思いながら、ルイヤは静かに趣味を嗜たしなむ。

　が、穏おだやかな時は姫ひめ君ぎみの迅じん速そくな帰き還かんであっさり打うち砕くだかれた。

「待たせたな、さあ描くがよい!!」

　背後から響ひびく元気な声に、ルイヤは本能的な忌き避ひ感を抱いだいた。

　もの凄すごく嫌な予感がする。

　若干硬かたい動作で振ふり向むくと──琉妃の物を拝借したのか、明らかにサイズの合っていない、フリル調の白いエプロンをつけたプリエラがいた。

　そこまではいい。

　問題は──エプロン以外、何も着ていないこと。

　ルイヤは絵筆を床ゆかに落とし、ひどく虚きよ無む的な口調で呟つぶやく。

「……何をやっている、お前？」

「見てわからぬか？　裸エプロンなのだ!!　さすがにグッとくるであろう!?」

　くるわけねーし。

　まだ蕾つぼみとすら呼べぬ貧相な体のうえに、ぶかぶかのエプロンのせいで単に服のサイズを選び間ま違ちがえたかわいそうな子供にしか見えない。

　ルイヤにとって唯ゆい一いつの救いは、サイズの合っていないエプロンが、少女の隠かくすべき部分を全て隠していてくれたことだけ。一風変わったワンピース姿と言っても、何とか通用する。

「……えーと…………ダメだ、どこから突つっ込んでいいのかわからん」

　茫ぼう洋ようと天てん井じようを仰あおいでいると、反応に不満なプリエラが喚わめき出す。

「何だその態度は!?　これ、男のロマンというやつではないのか!?　かつての世界では、全ての男を魅み了りようしたと伝え聞くぞ!?　むしろ裸よりも『そーさくいよく』をそそるであろう？」



    

  
    
      「……いや、俺は別にどうでもいいし。というか、そんな世界だから滅ほろびたのかもな。むしろ滅びてしまえ、そんな世界。あと、お前がしても全っ然色気無いし」

「そんな馬ば鹿かな……!!」

　かなり勝算があったらしく、少女は愕がく然ぜんと床に膝ひざをつく。

「モデルにしてみたくならんのか？　それとも、やはり裸でなくば…………」

「それ以上言ったら蹴り飛ばすぞ」

「だって、喜ぶと思って…………大だい丈じよう夫ぶだ、ちゃんとぱんつも穿はいていない！」

「……穿けよ」

　何かもう、投げやりな口調になってきた。どこか遠くへ行きたい。

　多少女の扱あつかいは慣れているつもりだが、眼前の少女は毎度毎度悪い意味で予想を裏切る。

「お前には眼福かもしれんが、ぱんつを見られたら恥ずかしいしな。あ、お前信用してないな!?　裸エプロンと言うておるのに、私が穿いているとでも思うか!?」

「……お前の羞しゆう恥ちの基準については、色々と疑いを持っている」

「ムムムっ、ならば、私がそのような姑こ息そくな手段を使わぬ女であることを証明してやろう!!」

　王族の誇ほこりを懸かけ、プリエラがクルリとルイヤに背を向ける。

　その未成熟な青すぎる果実が彼の瞳ひとみに触ふれる前に、プリエラの両りよう肩かたを掴つかんで動きを止める者がいた。

　プリエラがその邪じや魔ま者ものを見上げると──背後に琉妃がいた。

　両手が濡ぬれているのは、洗い物の途と中ちゆう、背後から襲おそいかかったプリエラにエプロンを強ごう奪だつされたため。

　今度は何をするつもりかと嘆たん息そくしながら追ってきたら、この始末だ。

　張はり詰つめた氷を思わせる無表情のまま、彼女は主に問う。

「ルイヤ様……いかがなさいますか？」

「今すぐ部屋から出して服を着せてこい。ついでに、尻しりを二、三発引っぱたいておけ」

「かしこまりました」

　丁てい寧ねいに一礼し、忠実な下しも僕べはプリエラを小こ脇わきに抱かかえて部屋を出て行く。

　その無む駄だの無い動きと一切の情を排はいした表情に、さすがのプリエラも恐きよう怖ふを覚え、手足をバタつかせて抵てい抗こうする。

「や、やめろ…………何をする!?　何をする何をする何をする～～～～!!」

　部屋から出ても声は尾おを引いていたが、ルイヤの耳にピシャッ、ピシャッ、と激しい打だ撃げき音が響きだすと共にやんだ。

　それから数分後、描画の一区切りを迎むかえたルイヤが居間を訪れると、服を着たプリエラが尻を突き出した格好で蹲うずくまり、すすり泣いていた。心なしか、尻の大きさが若干増している。

「…………うぅぅぅ～～もうお嫁よめにいけないのだ!!　母様にもこんなことされたことないのに…………」

「言わせてもらえば、いきなり裸エプロンかます女の方が、はるかに嫁の貰もらい手てがつかんと思うがな。少なくとも、俺はそんな女絶対にイヤだ」

　同情など欠片かけらも見せず、ルイヤはソファーに腰こし掛かける。状じよう況きようから察するに、二、三発と言わずにかなり叩たたかれたようだが、いい薬だ。

「うぅぅぅぅ～～いいかげんにしろよ、お前達！」

　プリエラは涙なみだを拭ぬぐって立ち上がり、ビシッとルイヤ達を指差す。

「琉妃、コーヒー」

「はい、どうぞ」

「……無視するなぁ～～!!」

　少女の懇こん願がんにも似た叫さけびを無視し、白はく皙せきの貴族は無表情でコーヒーを啜すすり、忠実な下しも僕べはその傍そばにかしずく。

「この前といい、二人して人の尻をいいように弄もてあそびよってからに…………！」

　また目尻に涙を浮かべるプリエラ。

　琉妃も、この前という表現に柳りゆう眉びを寄せる。

「ルイヤ様……弄ばれたんですか、あの娘このお尻？」

「……何な故ぜ真に受ける？　するわけないだろうが」

「嘘うそつけ!!　この前、私の尻を足で…………!!」

「足で!?　私だってそんなプレイされたことないのに…………」

　日々の夜よ伽とぎを思い返し、琉妃は若干ルイヤから距きよ離りを取る。

「……だから、何故素直に受け取る？　あんなガキ、そもそも俺の中の女のカテゴリーからは外れている」

「……ですよね」

　ほっと一安心する琉妃。

　が、決定的な言葉を叩きつけられ、プリエラはいよいよ本気で怒おこり出した。

「うぅぅぅぅぅ～～もう怒ったぞ！　家出だ、家出してやる!!」

「それはそれは」

　とルイヤ。

　やるならご自由に、というオーラが全身から滲にじみ出ている。

　あっさり突き放され、少女は玄げん関かんに向かいつつも涙声でのたまう。

「捜さがすなよ……？　絶対捜すなよ!?」

「わかったわかった」

　テキトーに手を振られてあしらわれ、いよいよ引けなくなった少女は、泣きながら館を出て行く。

「うぅぅぅぅ～～覚えてろよ～～～～!!」

　王女というより小悪党な捨てゼリフを残し、少女は風と共に去った。

　残された貴族と下しも僕べはさしたる感かん慨がいを持っていないようだが、琉妃の方はどこか達観したような口調でポツリと呟く。

「ずいぶんと順応性が高いですね、あの娘こ」

「どうしてそう思う？」

「……あくまで『家出』ですから。戻もどるべき家があるのが前提、戻ってくるのが前提です。あの娘、もう自分の家はここだと思っているようですね」

「らしいな」

　下しも僕べの声に秘められた感情を読み取り、ルイヤは無難に話を合わせる。

「それに、本気の家出がしたければ、誰だれにも何も言わずに消えます。まあ、準備する時間が無い場合もありますけれど」

「……お前がそうだったように、か？」

　琉妃は押おし黙だまった。

　自分の出しゆつ奔ぽんは──家出とは言えない。

　覚かく悟ごはしていた。

　もう──二度と戻らない。

「あのクソガキは、すぐ戻ってくるだろうがな。あれはもう確実に夕飯までには何事も無かったかのように戻ってくる類たぐいの家出だ」

「……ですね」

　肩かたを竦すくめ、琉妃は家事に戻った。くだらない感傷に身を浸ひたす暇ひまなど無い。

　彼女には仕えるべき相手と、戻る家がある。

　そして時は流れ──夕食時。

　食事の支度を終えた琉妃は、居間のソファーに仏頂面で腰掛ける主に声をかけた。

「……戻ってきませんね、あの娘こ」

「……だな」

　しばらく、場を沈ちん黙もくが満たした。

「今日の夕飯、何だ？」

「子羊のローストと、サラダですが」

「重いメニューだな……あまり腹が空いていないし、肉という気分でもないんだが」

「いつもそうでしょう？」

　すでに主の嗜し好こうを知り尽つくした琉妃は、冷静に指し摘てきする。

　主は食に対する欲求がきわめて乏とぼしく、極論すればコーヒーだけ飲んでいれば満足する類の人間だ。放ほうっておけば、冗じよう談だん抜ぬきで二、三日食事無しで過ごしかねない。

　自分が仕えるようになってからも、昼まで寝ねているため基本的に一日二食──その食事自体も、正直言って、作り甲が斐いが無い。味覚は正常だと思うが、美食趣しゆ味みはまったくなく、少食のうえにいつも無表情で黙もく々もくと食べているだけだ。

「ルイヤ様と違ちがって、あの娘は肉や魚を食べたがるので。育ち盛りだから当然ですけれど」

「……そのへんをぶらついて、少し腹を空かせてくる」

　物もの憂うげに立ち上がったルイヤに、琉妃は勝手知ったる表情で素っ気無く言う。

「早めに連れ帰ってくださいね。料理の冷めないうちに」

「………………」

　ルイヤは片手を上げ、気だるげな表情で玄関へ向かった。





　プリエラは人ひと気けの無い裏通りを歩いていた。

　まだ日は暮れたばかり、夜の醍だい醐ご味みはこれからだという時間帯なのに、人通りは無く〈黒こく宵しよう街がい〉の名に相応ふさわしい静せい寂じやくが彼女を取り囲む。

　普ふ段だんの勝ち気な表情は失うせ、子供らしい心細そうな表情は、どこか哀あい愁しゆうが漂ただよう。

　時折、何かを確かめるように振ふり向むくが、誰もいない。

　すでに幾いく度ども繰くり返かえした行こう為いを、彼女は根気よく続けた。

　数歩ごとに足を止め、振り返る。相変わらず後ろには誰もいない……だが、唸うなり声ごえが聞こえた。獰どう猛もうな獣じゆう性せいを感じさせる獣けものの唸り──野犬でもいるのだろうか？　声の大きさからして、かなり大型な気がする。

（………………）

　さすがに青ざめ、プリエラは駆かけ出した。幼いながらも旅慣れた身、人ならぬ獣の恐おそろしさは知っている。

　が、疾しつ走そうはほんの数秒で行き止まった。

　ぽふっ、とぶつかった黒い壁かべ。

　見上げると、いつ見てもゾッとするほど白い肌はだの青年が立っていた。

「……何をやっている、お前？」

　つまらなそうに言うルイヤ。

　プリエラは瞳いっぱいに涙を溜ため、無言のままポカポカ彼を叩く。

「……何だ？」

「遅おそいっ！　どうしてもっと早く捜しに来ぬ!?」

「…………ウザッ」

　半泣きのままポカポカ殴なぐりつけてくる少女に、ルイヤは心の底から気だるげな声を漏もらした。

　ガキだ。

　もうホント、ガキとしか言いようがないぐらいガキだ。

「お前が捜すなと言っただろうが？　何を泣いている？　前に、もう泣かないとか言ってなかったか？」

「だって…………」

　プリエラはバツが悪そうにそっぽを向く。王族の肩かた書がきはどこへやら、もう完全にふて腐くされた子供だ。

「くだらんことで俺をわずらわせるな。どうせ本気でもないくせに」

「………………」

「何で戻ってこなかった？」

「……夕食時どきには帰ろうと思ってたのだが、遠くまで来すぎて、道に迷ったのだ…………ここは一体どこなのだ!?」

「………………クソガキ」

　何かもう、叱しかる気も失せてきた。

　ガキだ。これ以上ないぐらいガキだ。

「でもお前、どうして私の場所がわかったのだ？　結構時間かかったろ？　私のことが心配で、一いつ生しよう懸けん命めい捜したのか!?」

「……そんなわけあるか。犬ほどじゃないが、鼻が利く使い魔まがいてな」

　ルイヤが指を鳴らすと、かすかな唸りをあげながら、獣が近づいてくる。さっきの脅きよう威いを思い出し、プリエラはルイヤの背後に回っておそるおそるそれを見た。

　彼女の探たん索さくに貢こう献けんした獣は、見事な毛並みの漆しつ黒こくの獅し子しだった。

　貴族の駆る使い魔にしてルイヤの忠実な奴隷パシリ──獅子王レグルス。

　道に残る王女の残のこり香がを追い、彼は主をこの場へ誘いざなったのだ。

「おおっ、かわいい猫ねこちゃんだのう！」

　初めてレグルスの全ぜん貌ぼうを見たプリエラは、臆おくすることなく駆け寄ってその体に触ふれる。雄お々おしい鬣たてがみを撫なで、小さな手で喉のど元もとをさすっていく。

「おおよしよし、いい子いい子…………」

　仔こ猫ねこをあやすような口調に、レグルスも普段ではありえない、それこそ猫撫で声に近い穏おだやかな声を漏らす。

「何和んでんだ、お前？」

　間かん髪はつ入れずに、ルイヤはレグルスの脇わき腹ばらを蹴けり飛ばした。

　何か癇かんに障る。

「こらっ、何するのだ!?　こんなかわいい猫ちゃんに…………」

　プリエラは保護者のような顔をして、レグルスの頭を抱だき締しめる。母親のような貫かん禄ろくだが、抱だいているのは仔猫ではなく成熟した雄おすの獅子だ。

「まったく、困ったご主人だのう……お前も今まで大変だっただろう？」

　鬣を撫でながら、問いかけるプリエラ。

　レグルスは頷うなずくような動作を見せ、低く唸る。

　人間の言葉に直すと、



　そうなんスよ、ごあ主の人ひ様と、マジ使い魔使い荒あらいんスよ。王女さんからも言ってやってくんないスか？



　……というところだろう。

　理解しているのかいないのか、プリエラはうんうんと頷きながら、ルイヤに問う。

「闇黒卿ダークロードよ、この猫ちゃん、名前は何というのだ？」

「レグルスだ。猫の一種には違いないだろうが、人の使い魔を仔猫扱あつかいするな」

「お前の使い魔ならば、私にとってもペット同然ではないか。よ～し、今日からお前をレグレグと呼ぼう！」

　元気よく叫さけぶプリエラに呼応し、レグルスも吼ほえる。

　そしてまた、その脇腹にルイヤの蹴りが飛ぶ。苦く悶もんに顔を歪ゆがめる獅子の額に、グリグリとご主人様の靴くつ底ぞこが擦こすりつけられた。

「だから、何で速そつ攻こうで懐なついてる……？　俺のときは無む駄だに手間かけさせただろうが。琉妃にもしばらく懐かなかったくせに」

　いや、だってこの娘こマジオーラあるんスよ…………と言いたげなレグルスの視線にも、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな貴族は動じない。刃は向むかえば蹴る、これまでもそうやって躾しつけてきた。

「コラ、また私のレグレグをいじめたな!?　お前には動物を愛する心がないのか!?」

「動物じゃない。正確には閉鎖技術バウンドテクノロジーによる幻げん獣じゆう『概がい念ねん』実体化の産物。正式名めい称しようは、特定服従遺伝子内包型生物群」

「何だ、それ？　どう見ても、ただの猫ちゃんではないか？」

　ルイヤの言葉を無視し、プリエラはレグルスの見事な毛並みに頬ほおをすり寄せる。

「おお、かわいいのう…………やはり猫はいいのだ。お前とて、このふかふかなかわいさはわかるであろう？」

「……まあ、感かん触しよくは悪くなかったな。鳴き声も耳障りじゃなかった」

　ルイヤの脳裏に、かつて猫と戯たわむれた記き憶おくがよぎる。レグルスよりもはるかに小さい、可か憐れんな仔猫。いかなる意図か、あの昏くらい昏い牢ろう獄ごくで食事以外で与あたえられた、数少ない施ほどこし。

　姿は見えなかったが、多少はあの牢獄での暮らしを紛まぎらわせてはくれた気がする。

　頭を撫でればかわいい声で鳴いたし、一いつ緒しよに眠ねむれば、熟じゆく睡すいできた。

「そら見ろ。ならば、どうして猫ちゃんにやさしくできぬ？　あ、わかった、ひっかかれたのか？」

「夕飯に出された」

　事も無げに言うルイヤに、プリエラの表情が硬こう直ちよくした。

　レグルスもまた、主の昏い過去に低く唸うなる。

「味は悪くなかったが、給仕の奴やつに材料を言われた瞬しゆん間かん、吐はき出してたな。しかし、何で吐き出したんだ…………？」

　ルイヤは腕うで組ぐみをしながら、真しん剣けんに考え込む。

　本当にわからない。

　今思い返しても、別に何の感かん慨がいも湧わかないのに。

　だが、無感情な彼とは裏腹に、プリエラの顔は青ざめている。

　それを目に留めたルイヤは、話題を変えて少女の心を釣つり上げた。

「……まあ、今日の夕飯は猫じゃなくて元から食用の子羊のローストだがな。琉妃が多少気合いを入れて作ったようだ」

　食欲を刺し激げきされ、ピクッと育ち盛りの少女の眉が跳はね上がる。ルイヤと目を合わせないようにしながら、満まん更ざらでもない様子で呟つぶやく。

「た、食べてやってもよいぞ？」

「イヤなら別にいい。飢うえて朽くちろ」

　すたこら早歩きで去っていくルイヤ。

　あっさり屈くつ服ぷくし、プリエラは涙なみだ目めで彼に縋すがりつく。

　最初からそうすりゃいいのに。

「わかったのだ、帰るのだ、心配かけてすまなかったのだぁ!!」

「別に心配などしていない。手間をかけさせるな、クソガキ」

　相変わらず冷たいルイヤ。

　プリエラは唇くちびるを尖とがらせながら、従順な獅子に安らぎを求め、馬に跨またがる要領でレグルスの背に乗る。

　乗られたレグルスは、また蹴られんじゃねーかと若干体をビクつかせたが、主が無反応なのを見て、プリエラを振り落とさぬようゆっくりと歩を進め出した。

　紆う余よ曲きよく折せつの果て、子連れの貴族と使い魔は、ようやく家路につく。

　しばらく無言の時が流れたが、ルイヤは傍かたわらの少女が、ポケットに入れた自分の手を凝ぎよう視ししていることに気づいた。

「……何だ？」

「別に」

　プイとそっぽを向くプリエラ。

　ルイヤはさして興味もなさそうに尋たずねた。

「お前、どうしてこんなことした？」

　プリエラは押おし黙だまった。やがて、ちょっとふて腐れたように零こぼす。

「だって……お前、琉妃アイツとばっかり仲良いのだ」

「別に仲良くない」

「でも、昨日もニャンニャンしたのであろう？」

「どこで覚えた、そんな表現？」

　と、さすがのルイヤも顔を引きつらせる。傍らのマセガキ王女は、たまに予想しえない飛び道具をぶっ放す。

「年とし頃ごろの男女は、夜二人きりになると、ニャンニャンするものだと聞いたのだ。お前達は違ちがうのか？」

「否定はせんが、次その表現を使ったら蹴り飛ばすぞ」

「じゃあチョメチョメ。そう言うとも聞いた」

「…………ニャンニャンでお願いします」

　どこか疲つかれたようにルイヤは呟いた。性教育に悩なやむ世の子持ち男性の気持ちが、ほんの少しだけわかってきた気がする。

「しかし、ニャンニャンとは一体ニャンなのだ？　私もニャンニャンしてみたいニャ。猫好きだし」

　とルイヤのシャツを引っ張ってねだるプリエラ。瞳ひとみは興きよう味み津しん々しんだ。

「……あと四、五年は待て」

「そこをニャンとか」

「…………口調がおかしくなっているぞ」

　何だか、頭痛までしてきた。子育てが大変だという真理が、今重くのしかかってくる。

「闇黒卿ダークロードよ、レグレグを貸してくれ。今日から私の遊び相手だ！」

「使わないときはカードの中だ。ナンバーには特に利用制限は無いが、用も無いのに解き放つ気はない」

「よいではないか、よいではないか」

「………………」

　もう、何も言えなかった。

　とりあえず、早くうちに帰りたい。

「ガキはガキとつるめ。学校でも行ったらどうだ？　基本的な読み書きはできるようだが、お前はまず常識を学べ」

「ふっ、私を誰だれだと思っている？　いずれ世界の頂点に君臨する者だぞ？　下々の者と机を並べるなどありえん。私が学ぶべきは、てーおう学なのだ！」

「平民の暮らしが理解できん王なんざ、ただの役立たずだろうが。どうせ家にいてもヒマなんだから、行ってこい」

「……わかった、考えておこう」

　満更でもない様子で、プリエラが腕組みする。

　手間のかかる王女様を横目で見ながら、ルイヤは歩を進める。

　後は坂を上れば自宅だ。

　気の利く下しも僕べが、温かい三人分の食事を用意し、待っていることだろう。

　もっとも、最初は家いえ出で娘むすめを叱しかり飛とばすことから始まるだろうが。

　また繰くり広ひろげられる無駄な女の戦いに思いを馳はせ、白はく皙せきの貴族は小さく苦笑した。



    

  
    
      　第二章　鏡と夢む幻げん






　広大な寝しん室しつにふさわしい天てん蓋がい付きの豪ごう奢しやな寝台に、小こ柄がらな少年が横たわっていた。

　その華きや奢しやな体格は、部屋の広さや絢けん爛らん豪ごう華かな寝台に比べ、消え入りそうなほど儚はかない。

　だが女性と見み紛まごうほどの可憐で気品溢あふれる容よう貌ぼうと、その顔の左半分を覆おおう仮面に刻まれた紋もん章しようが、彼がこの部屋の主にふさわしい存在であることを証明する。

　京きよう夜や＝メス・マドグリフ──十九歳という実じつ年ねん齢れい以上に若く、いや幼く見えるその少年の肉体は、今一糸まとわぬ裸ら体たいで寝台に仰あお向むけになっていた。

　独ひとり寝ねにはあまりに大きすぎる寝台だが、隣となりで眠るべき伴はん侶りよはちゃんとそこにいる。

　京夜の下半身を覆う薄うす地じの毛布──それは人の形に盛り上がり、その下に潜ひそむ女体の存在を如によ実じつに浮うかび上がらせる。

　毛布越ごしでもはっきりわかるスレンダーで魅み惑わく的な肢し体たい──頭の位置はちょうど京夜の股こ間かんと重なり、その下の肉体はかすかにくねりながら、少年の脚あしに絡からみついている。

　夜の寝所で、時折響ひびくのは少年の切なく低い喘あえぎと、ジュル、チュパッという何かを啜すすり、呑のみ込む音だけ。

「あ、あ、エリ、ザ…………」

　快楽の吐と息いきを零しながら、侯こう爵しやくたる少年は切なげに妻の名を呼ぶ。小さな両手はシーツを必死で掴つかみ、何かに耐たえるように奥歯を噛かみ締しめる。

　少年の白い肌はだは紅潮し、その幼い肉体が淫いん靡びな色しき彩さいに染まっていく。

　時折、少年の下半身がビクッと跳ね上がるが、毛布の下の女体は意に介かいさず一心不乱に夫への奉ほう仕しを続ける。

　濡ぬれた舌が熱いこわばりに絡みつき、丹たん念ねんに溶とかす。

　口内全体でやさしく昂たかぶるものを包み込み、激しい動きの中でも奉仕の精神を忘れず、赤い唇は上下でそっと猛たけるものを甘あま噛がみする。

　唾だ液えきの絡まる音が大きくなり、京夜の股間の位置にある頭は、激しく上下に動く。

「ボク、もう…………あっ………………！」

　途と端たん、京夜の下半身がこれまでにないほど大きく跳ねた。対照的に女性は微び動どうだにせず、その脈動を受け止める。吐き出されたものにも動じず、夫の全すべてを受け止めるべく、その舌は動き続ける。

　比ひ喩ゆではなく、ビクンビクンと京夜の下半身が弛し緩かんし、やがてゆっくりと寝台に沈しずんでいく。

　京夜は恍こう惚こつとしながらもどこか虚きよ無む的な表情を浮かべ、天てん井じようを仰ぐ。

　夜の寝所が一つの終わりを迎むかえ、静せい謐ひつが部屋を支配した。

「あ、ちょっ、ちょっとエリザ…………」

　むず痒がゆそうな表情を浮かべ、京夜が身をよじる。

　先ほどの快楽の吐息とはまた別の苦鳴を聞き、ようやく毛布の下の女性は夫から離はなれた。

　チュポン、と何かを吸い取るような音の後に、艶あでやかな美貌を晒さらす。

　まだ快感の覚めやらぬ中、京夜は自分への奉仕に励はげんでいた妻の顔に目をやる。

　エリザ＝ダーム・マドグリフ──その妖よう艶えんな美女は、年下の夫に艶然と微笑ほほえみかけた。

　アップに束ねた髪かみは成熟した貴婦人の魅み力りよくをさらに上げ、彼女に年齢以上の色気を持たせる。若さと円熟した色気、二つの矛む盾じゆんした要素を満たす裸体が身につけるのは、薔ば薇らの紋もん様ようを凝こらした赤いガーターベルトだけ。

　夫の趣しゆ味みではなく、あくまで彼女の嗜し好こうによる扇せん情じよう的な衣装は、熱く京夜の目に灼やきつく。

　傍はたから見れば姉あねさん女によう房ぼうどころか、せいぜい姉弟きようだいにしか見えない二人。

　だが実際の年齢差は二歳ほど、夫婦としてはまったく問題はない。今こうしているように、二人は何の問題もないごくごく当たり前の──いや、かなり良好な仲の夫婦だ。



    

  
    
      　エリザは微笑みを崩くずさぬまま、口中に溜たまっているものをゆっくりと飲み干す。

　夫に見えるように、喉のど元もとも見せて嚥えん下かの動きも示した。

　彼女はそのまましなやかな手で夫の肌を撫なで回しながら、顔を近づけていく。途と中ちゆう、その紅あかい唇くちびるの端はしに光る白はく濁だくした雫しずくを舌で舐なめ取り、悪戯いたずらっぽく笑った。

「くすぐったかったかしら？　でも、出した後ちゃんとキレイにするのは妻の務めでしょう？」

　それはちょっと違うんじゃ……と言いたげな京夜だが、言葉には出せなかった。

　なおも下半身に蟠わだかまる快楽は、彼の思考を桃もも色いろに染める。

「いっぱい出たわね…………」

　子供をあやすように、エリザはそっと年下の夫を胸元に抱だき寄よせる。

　京夜はまだ蕩とろけた表情で、エリザの形のいい乳ち房ぶさに顔を埋うずめた。

「ガマンなんてしなくていいのよ？　私のお口、気持ちよかった？」

　京夜は小さく頷うなずき、妻の乳房の先せん端たんをついばむ。

　舌も使わず、ただ無心に吸いつく夫の頭を、エリザは慈じ母ぼの表情でやさしく撫でる。

　いずれは子供が生まれ、こんなふうに乳をやることもあるだろう。

　夫婦なのだから、おかしくはない。たとえ、夫が可か憐れんな少年そのものであっても。

「でも……されてばかりはダメよ？　ちゃ～んと、私も愉たのしませてくれなくちゃ……ね？」

　夫の頭を撫でながら、エリザは言う。その手はまた毛布の下へ滑すべり込む。夫のものを愛いとおしそうに包み込むと、美少年は眉まゆを寄せて妻を見上げる。

「あ、エリザ…………」

「あら、かわいい顔。今度は私にもシテくれる？」

「うん、でも…………」

　頷きつつも、京夜は逡しゆん巡じゆんしていた。

　それはエリザも同様だった。

　夫のためらいを共有し、その華奢な体を抱き締める。

「そうね…………見られながらは、恥はずかしいものね。出てらっしゃいな」

　急速に部屋の温度が下がった。

　男女の熱に満ちていた寝室に、張はり詰つめた殺気が満ちていく。

　エリザの視線は、寝台の脇わきにある大鏡に注がれていた。

　女性としては長身であるエリザの全身をも容易に映し出すそれは、部屋の装そう飾しよくと同時に、時として愛し合う男女がその姿を確認する手段にもなり得うる。

　基本的に二人が暮らす城内の内装は全てエリザの管かん轄かつのため、この鏡もまた彼女の趣味だ。

　しかし、今彼女の瞳ひとみに映る鏡には、本来そこにいるはずのもう一人の自分──すなわち、鏡像はいなかった。

　鏡の中に佇たたずんでいるのは、華か美びな装飾を施ほどこしたシャツを着た優やさ男おとこ。

　いかにも軽けい薄はくな軟なん派ぱ者といった印象で、美男子ではあるがあまりいい印象は持てない。エリザの好みとしては、対極に位置する。

　もっとも、本人は自分の容貌を自負しているのか、ウェーブのかかった髪を掻かき上げ、優ゆう雅がに笑う。

「これはこれは鮮血の侯爵夫人ブラツデイマーシヨネス……お取り込み中でしたでしょうか？」

　左胸に手を当て、鏡の中の貴公子は慇いん懃ぎん無礼に一礼した。

　対するエリザは貴族の威い厳げんを崩さず、夫をより強く抱き締める。

　彼の体で自分の裸体を隠かくす……というよりは、むしろ夫の肉体を晒さないため、といった方が正しいかもしれない。侯爵夫婦は互たがいを庇かばうようにして抱き合い、鏡の中の若者から、愛しい伴侶の裸体を隠す。

「こんな夜よ更ふけに、それも夫婦の寝室によくもぬけぬけと顔を出せたものね。貴族の風上にもおけないわ」

　吐はき捨すてるような口調のエリザ。

　鏡の中の若者は肩かたを竦すくめた。

「これはご無礼を。しかし、普ふ通つうに訪問しても門もん前ぜん払ばらいが目に見えていましたので。非礼は詫わびましょう。では、あらためて名乗りを。僕ぼくは──」

「鏡子爵ミラーヴアイカウント、だよね？」

　妻に抱き締められたまま、鏡に映る若者に背を向けたまま、京夜は言った。

　鏡の中の若者は柳りゆう眉びを寄せ、感かん嘆たんを隠さず語る。

「これはこれは……さすがは死侯爵デスマークイス。お察しの通り、僕は鏡子爵ミラーヴアイカウントの称しよう号ごうを持つ者、エスペリオ＝レイ・リベルタと申します」

「有名だよ、君達。典型的な堕だ落らくした貴族。誇ほこりを失った享きよう楽らく主義者。特に王党派からは忌いみ嫌きらわれ、放ほう蕩とうがすぎたせいで、一部からは粛しゆく清せい対象として目めの仇かたきにされてたよね？」

「……我々は、思うがまま生きているだけですよ。貴族とは、それを許された存在でしょう？」

「あなたと議論する気はないわ。用件を言いなさい」

　エリザが毅き然ぜんと割って入り、鋭するどい口調で問い質ただす。

　エスペリオは肩を竦め、話を切り出す。

「用件……というよりは、お願いですね。これから先、〈黒こく宵しよう街がい〉で起こることに不ふ干かん渉しようを貫つらぬいて頂きたい」

「この私が、どうしてあんなちっぽけな街に興味を払はらう必要があって？　頼たのむ相手を間ま違ちがえているんじゃなくて？」

　不ふ機き嫌げんなエリザ──対照的に、京夜は楽しげに言う。

「〈黒こく宵しよう街がい〉、すなわちルイヤとプリエラでんかに何をする気なのかな？　己の楽しみしか追求しない君達には、反乱分子の掃そう討とうや王族の保護などどうでもいいはずだけど？」

「さあ、どうでしょう？　兎とにも角にも、僕はただ伝えにきただけです。それでは、この辺で。目の保養になりました♪」

　最後の一言はおどけた調子で言うと、鏡の中のエスペリオは姿を消した。

　後に残るのは、ただなめらかな鏡面だけ。

　映し出されるのも、抱き合う夫婦の姿だけだ。

「失礼な輩やからね…………もしかして、あなたがイッちゃうところも見られたりしたかしら？」

「いや、姿を現したのはもう少し後……というか、多分裸はだかは見られてないね。よかった、さすがに君の裸ら体たいを他の男に晒したくはない」

「あら、私だってあなた以外の男に見られるのはイヤよ？」

　ちょっと拗すねたようにエリザが京夜の薄うすい胸板を指先で擦さする。彼女がこんな甘あまえた動作をするのは、この少年の前だけだ。

「それはそれは……光栄だね。しかし、鏡が〈領地フイーフ〉の貴族か…………住すみ処かは鏡の世界、かな？」

「たかだか子し爵しやくに、そこまでの力はありはしないわよ。今のも、鏡に潜ひそんでいた……というよりは、ただ自分の姿をあの鏡に映し出した、というところね。所しよ詮せんは目くらましよ。あなたとは大違い。でも、これ以上覗のぞかれるのは困るわね。とりあえず、今日のところはどかしましょう」

　パチンとエリザが指を鳴らす。

　すると、即そく座ざに寝しん室しつのドアが開き、エプロンドレス姿の可憐な双ふた子ごが部屋に入る。

「お呼びですか、奥おく様さま？」

　ミナとルーシー、共にエリザに仕える従順な下しも僕べは声を揃そろえて言い──全裸の主人夫妻を目の当たりにした。

　隠すべきところが晒さらされていないのが唯ゆい一いつの救いだが、ルーシーは赤面して硬こう直ちよく。

　一方、ミナはいつもの無表情を崩さず、冷静に任務を問う。

「いかがなさいました、奥様？」

「そこの鏡、ちょっと部屋の外に出してくれるかしら？　終わったら退さがっていいわ」

「かしこまりました」

　固まって動かない姉を尻しり目めに、ミナは大鏡を引きずって部屋の外へ引っ張っていく。

　終わった後は、固まったままのルーシーの手を取って外へ引っ張り出し、寝室はまた京夜とエリザの二人だけとなった。

「働き者だね、あの二人。というか、あの対応の早さ、まさか部屋の傍そばで聞き耳立ててるとか、そーゆー設定はないよね？」

「さあ、どうかしら？」

　悪戯っぽく笑い、エリザは夫をそっと組くみ敷しいた。まだ夜は長い。さっきも夫を愉しませただけ……満足には程遠い。

「続き……しましょうか？」

「……お手て柔やわらかに」





〈黒こく宵しよう街がい〉は、その名にふさわしい宵よいの時を迎むかえていた。

　そしてその宵はおろか、全すべての闇やみを統べる称号を持つ若き領主は、とにかく無む駄だに活発な王女を迎え入れてからは、久方ぶりとなる下しも僕べとの二人きりの時間に身を置いていた。

　琉る妃きはキッチンで洗い物をし、ルイヤはというと、くつろいだ姿勢でソファーに腰こし掛かけ、眼鏡姿で読書に励はげんでいる。

　ここ最近は、とにかく活発で夜が更ふけてもひたすら元気な姫ひめ君ぎみに掻き回されていたが、今日のプリエラは、夕食が終わるとすぐに自室に戻もどり、そのまま寝ねてしまった。

「しかしあの娘こ…………うまくやっていけるのでしょうか？　今日だって…………」

　洗い物を終えた琉妃は、エプロンで手を拭ふきながら、学校から帰宅直後のプリエラを思い出し主に問う。

　夕方、「今帰ったぞ！」といつもの調子で帰宅したプリエラの四し肢しには、真新しい痣あざや傷がいくつかついていた。どう見ても、誰だれかとケンカしてきたとしか思えない。

　事情を訊きくと、生徒の中の年長者数名が、ひ弱そうな少年をいじめていたので割り込んで懲こらしめたのだという。琉妃は呆あきれ半分で聞いていたが、ルイヤは無表情で、

「勝ったのか？」

　とだけ訊いた。プリエラは胸を張り、

「この私が、あのような徒党を組むしか能のない下げ賤せんな輩に負けると思うか？　さすがに多勢に無勢だが、烏う合ごうの衆しゆうは頭さえ潰つぶせば脆もろい。一番体の大きい奴やつのみに狙ねらいを定め、最後は馬乗りになって殴なぐりつけたら、奴らも退散したわ！」

　王女様は、地味にケンカ慣れしていた。無論反はん撃げきも喰くらっただろうが、年とし端はもいかぬ少女は一歩も引かず、鮮せん烈れつな学校デビューを飾かざったらしい。

「ならいい。やるからには勝て」

　と、ルイヤは中々野性的な教育方針を告げるだけで、別に咎とがめることもなかった。

　誇らしげなプリエラだったが、さすがに疲つかれたらしく、食事を終えるとすぐ眠ねむってしまった。

　ささやかな勝利を夢の中で反はん芻すうしているのか、先ほど琉妃が部屋を覗いたときも、満足げな笑みを浮うかべて寝入っていた。

「一日目からケンカとは……先が思いやられません？」

「母親みたいなことを言うな。柄がらでもない」

「……誰が。騒さわぎを起こされるのが面めん倒どうなだけです」

「学校には、俺のことを気にせずに躾しつけるよう言ってある。放ほうっておけばいい。大体、ガキがくだらんことでケンカをするのは自然の摂せつ理りだ」

「私は違いましたよ？　もっとうまくやります。男相手は得意でしたね……ちょっと甘い声を出したら、すぐに急所が無防備に。中には、見せつけてきた男もいましたね。その後どうなるかも知らずに」

　冷たく笑う琉妃。

　男おとこ嫌ぎらい──というわけではないが、時に男が曝さらけ出だす下げ劣れつな性欲に対しては常に冷ややかだ。

「お前のはケンカではなくて、過か剰じよう防衛の範はん疇ちゆうに入る気がするな」

「弱点を責めるのは、戦術の基本でしょう？」

「確かにな。お前自身も急所は弱いし、攻せめられるといい声で鳴く」

「……よく真顔で言えますわね、そういうこと」

「真ま面じ目めに言っているからな」

　とルイヤは素っ気無く返した。

　琉妃は主の発言に心中で同意しつつも、やはり素直に頷うなずけず、彼から視線を逸そらした。

　気を紛まぎらわすように、主がプリエラを学校に送り込んだ本当の狙いに思いを馳はせる。主の行こう為いは、多分これまで同年代の子供と触ふれ合っていなかった少女を慮おもんぱかってのことだろう。

　そもそも、〈黒こく宵しよう街がい〉における「学校」の出資は、ほぼルイヤが行っている。

　統一された教育制度などないこの世界では、年少者に対する教育はほぼ個々の領地の貴族に一任されている。

　中には、それこそ他の領地からも学徒が集う、学問の都と呼べる水準の高いレベルの教育を行う領地もあるが、反対におよそ教育と呼べるものが行われていない、領民のほとんど無識字者──という領地も少なくはない。

　貴族は継けい承しようの瞬しゆん間かんに識字能力を始めとした、一いつ般ぱん的な教養を知識として受うけ継つぐ。

　それゆえに、多くの者が「教育」というものに実感を持てないのだ。さらには、平民に下手に知ち恵えをつけると、思い通りに動かなくなるという差別的な思想もあるだろう。

　だが、ルイヤは「教育」というものに対して、多少の必要性は感じているらしい。

　それが時に垣かい間ま見みせる過か酷こくな少年時代の記き憶おくによるものかは不明だが、教養のある者に「教師」として給金を払い、一応学校の体裁を整えた教育施し設せつを設立している。

　授業時間は大体朝から夕方まで、専業でない教師の都合に合わせ開校ペースは不定期だが、ここ数日は連続して行われるようだ。生徒の年ねん齢れい層は下は五、六歳から上は十代前半まで、無料ということもあり、よほど労働力不足の家でない限り、〈黒こく宵しよう街がい〉の子供なら一度は学校へ赴おもむく。

　プリエラにとっても、同年代の子供と触れ合う機会になるには違いない。

「……発想が父親ですね。柄にもないことを」

「くだらんことを言うな」

　主の声は、目の前でした。

　いつの間にかキッチンに来ていた彼は、眼鏡を外し、そのままそっと生意気な下しも僕べを抱だきすくめる。

　力の入っていない、その気になればすぐに抜ぬけ出せるはずの抱ほう擁よう。

　なのに、琉妃はビクッと体を震ふるわせ、それこそ借りてきた猫ねこのようにおとなしくなる。

「あ、あの…………」

「久しぶりに静かな夜だな」

　詩を吟ぎんずるように言い、ルイヤは琉妃のブラウスの首回りをずらし、露ろ出しゆつした肩かたに軽く唇くちびるを当てる。口づけはすぐに吸いつきに変わり、また琉妃の身が震えた。

　唇だけでなく、ルイヤの繊せん細さいな両手は、もう下しも僕べの肢し体たいを縦じゆう横おう無む尽じんに這はい回っている。

　左手は尻しりに触しよく手しゆを伸のばし、右手は軽く乳ち房ぶさに触れていた。舌も口から這い出し、丁てい寧ねいに琉妃の白い喉のど元もとを舐なめ回している。

「久しぶりだな、こういうの」

　愉たのしげな主の声に、琉妃は小さく頷く。

　夜よ伽とぎは変わらず行っているが、プリエラが来て以降、ベッド以外での営みは少なくなった。以前は夜しないかわりに昼間──場所も今のようにキッチンだったり、居間のソファーだったり、単に床ゆかの上で…………ということもあったが、ここ最近はご無ぶ沙さ汰ただ。

「ル、ルイヤ様、あの…………ここで？」

「イヤか？」

　いつものように問いかけつつも、すでにその手はブラウスのボタンを外し、下しも僕べの豊かな乳房を露出させていた。白いブラジャーも外され、ブルンとたわわな果実がこぼれる。

　エプロンは外さず、そのまま──白い布地は二つのふくらみに挟はさまれ、細くその形を変えている。なまじ全裸よりも恥はずかしいのか、琉妃は主から顔を背け、小さく呟つぶやく。

「こういうの、お好きなんですか…………やっぱり、男のロマン…………？」

「必要な部分を脱ぬがしただけだ。大体、裸エプロンだの、キッチンプレイだのは実用的じゃない。刃は物ものや火を扱あつかっているときに、そんな格好をさせてお前の体に傷がついたらどうする？　後ろからいきなり…………というのも危ない。これが一番だ」

　言い聞かせるように主は言う。

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんな主は、時折こういうところだけ配はい慮りよする。

　もしかしたら、ずっと狙われていたのだろうか──水仕事が終わり、何の気き兼がねもなく自分を味わえる、このときを。

「……そんなこと、考えてらしたんですか？　結局、お好き、なん、です、ね…………」

「お前こそ、洗い物をしている途と中ちゆう、無駄にムチムチした尻が揺ゆれていたぞ。あれは誘さそっていたのか？」

「ち、違ちがいます…………！」

「ムチムチは否定しないわけか」

　気にしているだけに、琉妃は少々憤ふん慨がいし、唇を尖とがらせる。

「何だ、気を悪くしたのか？　半分はほめてやってるのに」

「ちっともそう聞こえません！　大体、いつもズルイ、です」

「何が？」

「…………だって」

　琉妃の顔に、歳とし相応のかすかにあどけなさを残した表情が浮かぶ。

　どこかプリエラにも似た、理り屈くつに合わない小さな反はん抗こう。

　ルイヤは気分を害した様子もなく、琉妃を抱き寄せて耳元で囁ささやく。

「いきなりが不満か？　なら、場所も場所だし、日ひ頃ごろの労ねぎらいも込めて、丁寧に頼たのんでみるか」

「てい……ねい？」

「いただきます」

　ねっとりした甘かん美びな囁きに、琉妃の顔が真っ赤に染まる。唇を震わせながら、

「ど、どどどどどこが丁寧ですか!?　そんな言い方…………！」

「この上なく丁寧で完かん璧ぺきな表現だろう？　食材への感謝と、残さず食べるという意思表示を込めた、シンプルながらも最上の礼を示す言葉だ」

「そ、そんなこと…………」

　否定しつつも、受け入れている自分がいた。手をもじもじさせて主から目を逸らすと、興きよう醒ざめしたように彼は言ってくる。

「ノリの悪い奴だな。ご主人様おれが言っているんだから、お前が言う言葉は一つだろう？」

　促うながされ、琉妃は羞しゆう恥ちに頬ほおを染めたまま、主から身を離はなす。

　たわわな乳房を見せつけるように差し出し、小声で言う。

「…………召めし上あがれ」

「うわ、本気で言いやがった」

　口元と腹を押おさえ、笑いをこらえるルイヤ。それでも抑おさえきれず、ププッと笑い声が手から零こぼれ落ちる。

「…………!!」

　それこそ湯気が立たち昇のぼりそうなほど頬を真っ赤に染め、琉妃は主に掴つかみかかる──が、その手はルイヤにあっさり掴まれ、彼は心の底から愉しげに言う。

「わかった、ちゃんと食べる」

「………………」

　真しん剣けんな瞳ひとみに、琉妃はそれ以上何も言えない。ただ、主に胸を差し出す。

　エプロンの布地を挟んだままの乳房──それを見つめるどこか陶とう然ぜんとした眼まな差ざしは、描びよう画がのとき、キャンバスに向けるそれに近かった。

　大きさだけでなく形にも自信はあるが、主の闇やみ色いろの瞳に見つめられると、どうしようもなく羞恥心が湧わく。

「あ………………」

　主の手が、触れた。白い柔やわ肉にくを、そっとすくい上げるように。

　主の唇が近づく。吐と息いきが先せん端たんにあたり、色素の薄うすい可か憐れんな突とつ起きがかすかに震える。

　ツン、と主の鼻先が突起の先端に当たった。そのまま、軽く擦こすられる。

　白い指はまだ動きを示さず、敏びん感かんな突起を避さけて白い肉を這い回るだけ。

　唇も、かすかに尖り始めた突起をついばむことはなく、それ以外の部分にただ軽い口づけを続けていく。

「ルイヤ、様…………」

　じれったい呻うめきは、懇こん願がんに似ていた。

　焦じらしているのか、それともただ触れているだけで満足なのか、主は穏おだやかな表情で乳房に頬ずりしているだけだ。

　それでも、ようやく唇が乳房の先端に触れた。そっと可憐な先端をついばむが、まだ快楽を掘ほり起おこすには遠い。

　耐たえ切れず、無礼と思いつつも琉妃は主の頭を胸に押しつけるように、強く抱き締しめた。

　それこそ窒ちつ息そくするような圧あつ迫ぱく感かんから逃のがれるためか、ついに主は強く乳を吸う。

　琉妃は身をよじり、主の拘こう束そくを解く。だがルイヤは身を離さず、そのまま下しも僕べの乳房を貪むさぼっていく。

　甘かん味みを嗜たしなまない主にとっては、それがデザート代わりだったのかもしれない。

　徐じよ々じよに顔を蕩とろけさせて、力が抜けていく下しも僕べの腰こしを右手で支え、左手で重量感のある乳房の感触を楽しみ、口は薄いバラ色の果実を頬張る。

　舌した鼓つづみを打つ音がキッチンにこだまし、白い乳房は瞬またたく間まに薄い口づけの痕あとに侵しん食しよくされていく。

　散々揉もみしだかれて、吸い尽つくされて、余すことなく貪られる。



    

  
    
      　終わるまで、どれくらい時間が経ったかわからない。

　ようやくルイヤの唇が乳房から離れても、唾だ液えきの糸がまだ二人を繋つないでいた。

　琉妃は力なく彼の胸に倒たおれ込み、細く途と切ぎれ途切れに息を漏もらす。

　体に力が入らない。主に支えられないと、立っていられない。

　もう準備は、充じゆう分ぶんだ。

　このまま──ここで？

　それとも、ソファー…………もしかしたら、ベッドに運ばれて。

　できれば、間を置かずここがよかった。

　背中が痛むことを配慮して、多分、床に組くみ敷しかれることはない。主はそういうところには気を回してくれる。

　じゃあ…………立ったまま？

　流しに手を突ついて、ちょうどいい高さに尻を突き出して、そのまま──

　甘美な妄もう想そうは、実現されずに停てい滞たいした。

　主は微び動どうだにせず、ただ自分を抱だき締めている。

（………………？）

　不思議そうに首を傾かしげ、琉妃は体を預けたままルイヤを見上げる。

　主は、自分の顔を見ていなかった。柳りゆう眉びを寄せ、その白はく皙せきの容よう貌ぼうにかすかな翳かげりを漂ただよわせている。

「妙みような匂においだ」

　下しも僕べを抱き締めながら、主は少し険しい声で呟く。

　まだ琉妃には状じよう況きようが呑のみ込めない。混こん濁だくする思考の中で、ただ耳元で囁かれる声だけが澄すんだ音色で届く。

「少し出てくる。このところ、夜歩きもしていなかったしな」

「え…………？」

　そんな、という哀あい願がんのこもった声が出ていた。確かに、ここのところ主は夜歩きをしていない。プリエラがついてきたがるからだ。さすがに子連れで夜歩きをする気は無く、夜よ更ふけに小生意気な王女とくだらないことで戦やり合う気もないので、行かないことで事を収めていた。

「じゃ、あ、私、も…………」

　甘く絡からんだ声。

　本当は、行かないで──と言いたかったのかもしれない。でも、そんなことを口に出さないだけの理性は残っていた。

　しかし主は許さない。

「今のお前は使い物にならん。そのまま俺の部屋で待っていろ。戻もどったらかわいがってやる」

　下しも僕べの耳たぶに歯を当て、主は諭さとすように言う。こうなると、てこでも動かない。

　琉妃自身、主が正しいと思っているから、言い返せない。

　渋しぶ々しぶ頷うなずき、乱れた服を整えながら主から身を離す。火ほ照てりは治まらないが、それはもう我が慢まんするしかない。

「行ってくる」

　下しも僕べの額に口づけし、ルイヤは館を後にした。

　いつものように領地へ繋がる坂道を下おり、己の領地へ赴おもむく。

　一人での夜歩きは、ずいぶんと久しぶりだった。

　とはいえ、琉妃と出会うまでも孤こ独どくだったわけではない。傍かたわらには、ずっと京夜がいた。彼が姿を消し、琉妃と出会うまでの空白の期間でさえも、一人ではなかった。

　その称号なを名乗る限り、貴族は常にその重みを意識し、次代に引ひき継ついでいった先達の存在を背負う。

　ゆえに、ルイヤはいつだって昏くらい牢ろう獄ごくから彼を救い出した先代おとこと共に在ある。

　貴族として、領地に不ふ穏おんな気配を感じ取った彼は、両手をポケットに入れ、夜道を闊かつ歩ぽする。

　キッチンで琉妃を喘あえがせているとき、奇き妙みような匂いが鼻を突いた。

　あるかなしかのごくわずかな芳ほう香こうは、領地に入るとほんの少し強さを増した。

　同時に、仄ほの暗ぐらい街灯が灯ともる見慣れた夜景が、薄く揺ゆらめいていることに気づいた。

「霧きり…………？」

　それ自体は、珍めずらしいことではない。その名にふさわしい、漆しつ黒こくの夜を迎むかえる領地は、時折濃のう霧むに襲おそわれ、より深い昏こん迷めいに彩いろどられる。

　かつての世界で栄えた、「霧の街」と呼ばれる古都にも劣おとらぬ霞かすみの夜には、人々も出歩こうとはしない。

　揺らめく街の中で、ただ一人純然たる白い肌はだと漆黒の服を纏まとった青年だけがその姿を浮うかび上がらせる。

　歩を進めるたび、ルイヤの顔は険しさを増した。

　視界を歪ゆがめる濃霧は、かすかに色彩を帯びていた。

　薄い薄い琥こ珀はく色いろ──それを、先ほどから鼻を突く香かおりと関係づけないわけにはいかなかった。

　思考に干かん渉しようするこの香り──それは間ま違ちがいなく、酒の芳香だった。

　酒さけ臭くさいというような表現にはほど遠い、穏やかで上品な芳香が周囲に立ち込めている。匂いの元はこの薄い琥珀色の霧──だが、何のために？

　明らかに自然ではない、人工的な霧。

　だがいかにしてこの奇き怪かいな霧を撒まき散ちらした？

　そもそも、街を侵食したところで、高台にあるルイヤの館には届くわけもない。

　今夜は無風、風向きにも恵めぐまれてはいないのに。

　とすれば、原因は一つ──香りは漂ってきたのではなく、意図的にルイヤの元へ届けられた。

「妙な誘さそいだな。酒はやらんというのに」

　それが、館で嗅かぎ取った香りを異変と断じた理由だった。

　酒類は館には無いし、どんなに泥でい酔すいした輩やからでも、領主たる自分の家の近くをふらつくことなどありえない。

　だからこそ街に降り立ち、この怪かい異いに出会っている。

　出所を探りながら歩いていると、路地に人ひと影かげが見えた。

　体の線をはっきり出した、紫むらさきのカクテルドレスを着た女性。ドレスは肩かたを大きく露ろ出しゆつさせるタイプで、胸元も必要以上に晒さらしている。均整のとれた肉体はそれなりに色っぽいが、漂う気配はどこか頽たい廃はい的だった。

「あらン、いい男♪」

　媚こびを隠かくそうともせず、女は近づいてきた。

　ルイヤは少し顔をしかめ、その女の職業に思いを馳はせた。

　こんな夜更けに、露出の高い格好で街に佇たたずむ──該がい当とうする職業は一つだけ。

「遊んでかない？」

　甘い吐と息いきを吐はきながら、女は両りよう腕うでをルイヤの首に絡ませてきた。男慣れし、媚びと色気を充分に含ふくんだその動作は、紛まごうことなき娼プ婦ロの手しゆ練れん。

「金で女を買う気はない。今日は持ち歩いていないしな」

　ルイヤは素っ気無く言う。昔から女に不自由はしていないが、特に商売女は放っておいてもやってくる。それも、商売抜ぬきで、だ。

　まして領主たるこの身では、媚びてくる女は数多い。

　琉妃がいれば女よけの役目を果たしてくれるが、今日はフリーの身だ。

　だから、寄ってこられてもしょうがない──そう思っていた。

　だが、首に手を回したままの女に、違い和わ感かんを覚えた。

　見れば、まだかなり若い。

　化け粧しようはしているが、十九の自分よりもなお若い。嬌きよう艶えんな色気を漂わせつつも、かすかな幼さがそこには残る。うすく笑みを浮かべる愛らしいショートカットの少女は、臆おくせず唇くちびるをルイヤに近づけてきた。

「お金なんていーわよ。愉たのしませてくれれば、ね」

　薄うすく舌した舐なめずりをする女。

　よくよく考えれば、この街で自分にこんななれなれしい態度をとる女などいない。

　ならば。

「貴族か？」

「だったらどうする？　抱だいてくれるかしら？」

　ルイヤの瞳ひとみに殺気が宿る。

　それを敏びん感かんに察知し、少女は彼から離はなれる。舞まうように軽やかに距きよ離りを取った少女に対し、ルイヤは右腰こしのカードケースを外し、その表面に刻まれる傾かたむいた逆十字に鎖くさりをあしらった紋もん章しようを晒す。

「闇黒卿ダークロード──ルイヤ＝オフェル・クロス」

「夢幻子爵レヴエリーヴアイカウンテス──レム＝ハズット・リベルタ」

　驕きよう慢まんに小首を傾げ、少女は言った。ルイヤと違い、紋章は晒さずまだ自身の王威の封具インペリアルギフトも秘したままだ。

「俺を誘った理由は何だ？」

「べぇ～つに？　ちょっと顔が見たかったから…………とかじゃダメ？」

「ふざけてるのか？」

　ルイヤの右腰で、カードケースが展開した。もう臨戦態勢に入っている。

「うわっ、いっきなりそれ？　やめてよね、そういうのキョーミないのよ、アタシ達」

　はすっぱな口調で、けだるくレムは言った。

　やる気と呼べるものは皆かい無む、何に対しても気まぐれで投げやりで享きよう楽らく的──それが目の前の貴族の全てだった。

　ルイヤを呼び寄せたのも、本当に気まぐれ──誘ったのも一時の快楽を得るためだけ──そんな気がしてきた。

「この好きになれん匂いの霧も、お前の仕業か？　うちの領れん民ちゆうが二日酔よいで寝ね込こんだらどうする？」

「いーんじゃない？　迎え酒でもしちゃえば？」

　どこまでも不ふ真ま面じ目めにうら若き貴族は言う。

　ルイヤはまともに相手をするのを諦あきらめ、カードを繰くる。

　カードケースから引き出すのは二枚──デッキの中ちゆう核かくであり自身の称号を冠かんするナンバーＩ《闇黒卿ダークロード》と、多た彩さいな攻こう撃げきを可能にするナンバーＸＩ《暴力フオース》。

「へぇ…………それが有名な《禁忌の断章アスルデツキ》？　けど、どうするのよ、あなたの『蹴けり』で、この形の無い霧が消せるわけ？」

　レムは、すでにルイヤの得意技を知っていた。貴族の間では知しれ渡わたっているから、おかしくはない。

　いかなる状況においても、闇黒卿ダークロードの称号なを持つ青年はその足技で全てを薙なぎ払はらってきた。

　だが彼女の言う通り、形無きものにどうやってその蹴りが届く？

「寝言は寝て言え」

　嘲あざけるように言い、ルイヤは新たなカードをカードケースから引き抜いた。

　その繊せん細さいな指先が引き抜いたのは、黒い書物の絵え柄がらのカード。

　古いにしえの法典を思わせる重厚な書物は、その秘められた理知を以もつて札技コンボに新たな色彩を加える。

　──ナンバーＸIV──《制御ルール》──

「三連札技シエルシエツト・コンボ」

《闇黒卿ダークロード》《暴力フオース》《制御ルール》──三つのカードにより、ルイヤの左ひだり脚あしは漆黒の革かわ紐ひもを纏った凶きよう器きと化す。

　放たれるのは、無論彼の代名詞たる蹴り。

　だが、形無き霧をいかにして打うち砕くだく？

　レムは嘲ちよう笑しようを浮かべ、ルイヤは──そのまま虚こ空くうに中段の回し蹴りを放つ。

「氣砲式断罪カドウルゲイター」

　刹せつ那な、レムの顔面を強きよう烈れつな疾しつ風ぷうが叩たたいた。

　純じゆん粋すいな打だ撃げきとは異なる衝しよう撃げき、だが確実にルイヤの脚から生み出された不可視の衝撃が闇やみ夜よに放たれる！

「拡散ピズル！」

　夜空に散る星々の如ごとく、ルイヤの放つ見えざる衝撃が霧を薙ぎ払う。

　疾風が濃霧を駆く逐ちくし、瞬またたく間まに街の外観を本来のものへ塗ぬり替かえていく。

「何よ……これ!?」

「それは拡散する打撃。俺の蹴りは、間合いを選ばん」

　ルイヤの右手に、《制御ルール》のカードが閃ひらめく。

　打撃の最大の弱点──それは、いかなる強烈無比な一撃も、対象に触ふれなければ意味をなさぬこと。

　だが、札技コンボに《制御ルール》が加わるとき、その制約は解かれる。

《制御ルール》はその名の通り《闇黒卿ダークロード》と《暴力フオース》の札技コンボに介かい入にゆうし、その性質をルイヤの望む方向へ「制せい御ぎよ」する。

　打撃の威い力りよくは彼の脚から解き放たれ、古き古き時代に名を残す秘伝技術「遠当て」に近い形となり、離れた対象への攻撃を可能とするのだ。

「へぇ……やるじゃない？」

「その顔に叩き込まれたくなかったら、とっとと魂こん胆たんを吐け」

「だから言ってるじゃない、別に理由なんてないわよ。楽しめれば、ただそれでいい。そういうものじゃないの、貴族って？」

「どうだかな」

　言うと同時に、ルイヤは地を駆かけた。そのままレムに蹴りかかり、その驕慢な顔を打ち抜く。

「ざ～んねん」

　蹴り上げた顔は、即そく座ざに四散し、形を失った。

　それこそ、霧のように。

　弄いらうように、背後から声が届く。

「ム・ダ・よ。アタシの称号な、忘れたの？」

　振ふり向むいたとき、またあの薄い琥こ珀はく色いろの霧きりが漂ただよっていた。

　街灯に照らされ、霧の中で仄ほの暗ぐらく揺ゆれる無数の人影。

　闇の中でかすかにゆらめく光点に眩げん惑わくされ、ルイヤは標的を見失った。

　没ぼつ個こ性せい的な雑ざつ踏とうにゆらめく人影は、誰だれのものでもないのかもしれない。ただ人影としか形容できない存在が、広い街路を覆おおいつくしていく。

「幻げん想そう……それがお前の《領地フイーフ》か」

「そうよ。あなたはもう逃にげられない」

　視線の先に、レムが立っていた。ルイヤが見つけたのではなく、あくまでも彼女自身の意志で姿を現した。だから視界にいる。もし彼女が本気でこの立ち込める霧の幻想に身を浸ひたせば──捉とらえられるのか？

「気は変わった？　あなたも一いつ杯ぱいどう？　遊んでかない？」

　レムは片手に携たずさえた小さなボトルを顔の前で振る。中に入っているのは、立ち込める霧を濃のう縮しゆくしたような琥珀色──酒の種類は、ブランデーの類たぐいだろうか？

　だがルイヤの目を惹ひいたのは、そのボトルに貼はられたラベルだ。その酒の名とおぼしき文字、そして枕まくらを抱だき締しめる翼つばさの生えた悪あく魔まの意い匠しよう。女性型のそれは、夢魔サキユバスを象かたどっていた。

「《悪夢の魔酒ナイトメアキヤツプ》──それがお前の王威の封具インペリアルギフトか。中々シャレたセンスをしている」

「でしょ？　よく言われるわ」

　レムはガラスの栓せんを抜き、ボトルの中の酒を一口飲む。続いて、ボトルを軽く振ると、一いつ瞬しゆんで気化した液体が辺りに舞い散り、また霧が濃こくなっていく。

「お酒って素敵よ。どんな人間にも夢を見せてくれる。幻まぼろしを現実と感じさせてくれる。悲しいことも忘れられる」

「だが癒いやされることはない。そして、現実も変わらない」

　達観しきった言葉に、レムは不快感を覚え眉まゆ根ねを寄せた。

「もう一つ──俺は酒をやらん。くだらん幻覚を見せるのが、お前の趣しゆ味みか？」

「あら……くだらない？　なら見せてあげる」

　レムが指を鳴らすと、琥珀色の霧は晴れた。

　かわりに、霧の中に時折姿を見せていた雑踏が、はっきりとルイヤの瞳に映し出される。

「………………？」

　ルイヤは耳を疑った。

　荘そう厳ごんな幻想曲フアンタジアが響ひびいてくる。創つくり手ての思いつくまま、ただ音おん符ぷを華か麗れいに奔はしらせる曲の調べが、辺りに響く。

　楽器も歌い手もありはしない。

　どこから響くかもわからない。

　彼を囲むのは、ただ誰とも知れぬ道往ゆく人々。

　それなのに、ひどく近くでその曲は聞こえてくる。

　曲調は変わり、やがて静かな夜想曲ノクターンへと変わっていく。

〈黒こく宵しよう街がい〉の夜にふさわしい、清せい楚そで穏おだやかなピアノ独奏は、聞き手の胸を打つものがあった。

　どこか追つい憶おくを喚かん起きする調べに、一瞬ルイヤの思考は現実から離れ、彼ひ岸がんに飛ぶ。

　だがすぐに己を取とり戻もどし、彼は首を激しく左右に振る。

「……まやかしだ。消えろ」

「そうかしら？　もし見分けがつかない幻覚があったとしたなら、それはもう現実と変わりないんじゃない？　見破らなければ、夢と思わなければ、それはあなたにとっての現実。世界の全てが夢見る中で、たった一人だけ目覚めているとすれば、それは現実と呼べるのかしら？　誰にも決められないわよね、そんなこと？」

　声は後ろからした。

　振り向くが、レムはいない。かわりに、また新たな曲が耳じ朶だを打つ。

　そして、ゆらめく人ひと影かげがリズムを刻み出す。

　奏でられる曲調に従い、彼らが舞まうのは夜会パーテイで催もよおされるスローワルツ。

　皆みな正装をまとい、男女一組でリズムを刻んでいく。

「どこだ……どこにいる!?」

　四方を見回すが、レムの姿は無い。ルイヤは駆け出し、まずこの場から距きよ離りを取ることを選んだ。

　だが、どこへ行っても幻想の夜会は続いていた。

　仄暗く光度に乏とぼしいはずの街灯が、行く先々でスポットライトの如ごとく己を照らす。

　周囲には、常に踊おどり合う男女。

　区別することができない、没個性的な顔にも、いつしか慣れ始めていた。

　声をかけても、誰も反応しない。目に焼きつく男女は鮮せん明めいだが、実感がない。

　全ては幻──見慣れているはずの街すら、知らぬ姿に変わったように思えた。

　どこか疲つかれたように足を止め、ルイヤはあらためて周囲を見回した。

　舞ぶ踏とうに興じる彼らは、皆ルイヤを見ようとしない。正装に着き替がえた男女の中で、一人残らずペアを組む彼らの中で、彼だけが異質だった。

　夜会で一人取り残される、壁かべの染みと称しようせられる孤こ独どくな存在──それが今のルイヤだ。

　きらめく舞踏会の中で、ただ一人漆しつ黒こくの青年だけが別個の存在として佇たたずんでいる。

　まやかしの中の唯ゆい一いつの現実──いや、もうその考えこそが誤っているのか。

　この世界の中で……自分こそが偽いつわりではないのか？

　内に生じる疑問を打ち消し、彼は無数のカードを右手に閃かせる。

　己が偽りになったのならば、もう一度現実を取り戻す。

「中々ガマン強いのね。大たい抵ていの連中は、これだけで参っちゃうのに」

　背後から、レムの声がした。ルイヤは動かない。

「貴族すら幻想に取り込めるのは、さすがと言っておこう。だがいくら積み重ねても、まやかしでは、俺は狂くるわない」

「みたいね。もっと怖こわい幻ゆ想めを見せてもいいけど、そういうのは効かなそうだし。でもね、アタシの幻想の怖さは……そういうのじゃないのよ？」

　ルイヤが振り向く。

　悪戯いたずらっぽく笑うレム。

　いつしか霧は晴れ、幻想は消えていた。

　対たい峙じする二人の貴族を、緊きん張ちようの糸が繋つなぐ。

「あなた、全部が幻だと思ってた？」

「…………？」

「踊る男女が全すべてまやかし……そう思ってた？」

「どういうことだ？」

「うまいウソのつき方しってる？　なるべく現実的なものをつくこと。そして、多少は真実を織り交ぜること。一から創りあげるより、その方が楽だしあなたも取り込みやすい」

　そのとき、ルイヤはレムの背後にいる無数の人影を認識した。

　うっすらと見覚えのある顔は、名前の無い幻想の住人などではなく、確固たる実体を持った領民だった。

　彼らは忽こつ然ぜんと現れたわけではない。

　元からその場に佇んでいたところを、ルイヤがようやく認識しただけ。

　おそらく、彼が気づく前から彼らは周辺にいた。

　没個性的な人影の中に身を隠かくし、幻想の住人を演じていた。

　ルイヤは彼らを現実と気づかず、彼らもまた領主と認識しない。

　幻げん霧むの中、現実と虚きよ構こうは混こん濁だくし、同じ地を踏ふみながら、ずれた認識が交こう錯さくする。

「少し借りてくわね。人手がほしいのよ♪」

「待て！」

　ルイヤは駆ける……が、レムは遠ざかっていく。あるいは、その距離すらレムの幻霧で現実とは異なったものだったのかもしれない。

　数十人に届く領民を引きつれ、レムは階段を駆け上がるように宙に跳とぶ。

　そのまま夜空の果てへ旅立たんとする彼女を止めるべく、ルイヤは腰こしのカードケースに手を伸のばす。

「それじゃあね。機会があれば、また会いましょう♪」

　ルイヤは愕がく然ぜんと空を見上げた。

　レムの背後に聳そびえるのは、夜空に浮うかぶ巨きよ大だいで豪ごう壮そうな城。

　月の光を遮さえぎり、星の光を遮り、それが生み出す巨大な影かげが、夜の街の闇やみをいっそう濃く染め上げる。

　ルイヤの頭上を、〈黒こく宵しよう街がい〉の上空を、広大な「城」が覆っていた。

　城の持つ軍事的側面を排はいし、過か剰じようとも言える装そう飾しよくに彩いろどられ、広大な居住空間を優先させた白はく亜あの居城。

　ありえない、そう思ったとき、重厚な城門が開き、レムと領民を迎むかえ入れていく。

　みるみるうちに人々は城の奥おくへ呑のみ込まれ、姿を消す。

　最後に残ったレムが、悪戯っぽく高みからルイヤに微笑ほほえみかけた。

　足場の無い虚こ空くうに佇む貴族に対し、ルイヤは札技コンボを繰くる。

　右手に閃ひらめくのは、《闇黒卿ダークロード》《暴力フオース》《暗ワ黒ー星ム》──三枚のカードが織り成す三連札技シエルシエツト・コンボは、全てを呑み込む漆黒の一いち撃げきを夜空に放つ。

「虚獄式断罪ワームゲイター」

　漆黒の革かわ紐ひもが描えがく二重螺ら旋せんの鎧よろいを纏まとった左ひだり脚あしが、《暗ワ黒ー星ム》から飛び出た人の頭ほどの球体を蹴けり上げる。全てを呑み込むマイクロブラックホールたるその一撃は、地を睥へい睨げいする女貴族を消しよう滅めつさせんと天上を駆かけ上がった。

　笑みを浮かべるレムの顔に、《暗ワ黒ー星ム》が直撃する。

　そして、彼女は消えた。

　だがルイヤの顔は晴れない。その消失は、《暗ワ黒ー星ム》に呑み込まれたのではなく、激げき突とつの直前に自らの意志で消えた──そう気づいたからだ。

　彼女の背後にあった城もまた、いつの間にか消えた。

　同時に〈黒こく宵しよう街がい〉の霧は晴れ、いつものように人が行き交う夜に戻っていく。

　平然と流れゆく時の中で、ただ若き領主だけが幻想の余よ韻いんを湛たたえ、現実の中に呆ぼう然ぜんと取り残されていた。



    

  
    
      　第三章　甘く熱い夜






「中々面白いことになってしまったね」

　ホットミルクを口に運びながら、死侯爵デスマークイス、京きよう夜や＝メス・マドグリフは優ゆう雅がにうそぶく。

　居間で我が物顔に振ふる舞う彼を無視し、ルイヤは窓際に立ち外を眺ながめている。

「ボクは鏡子爵ミラーヴアイカウントと会い、キミは夢幻子爵レヴエリーヴアイカウンテスと遭そう遇ぐうした。偶ぐう然ぜんとは思えない。何よりあの二人は──」

「兄妹きようだい、だろう？　俺おれも噂うわさぐらいは聞いていた」

　京夜が頷うなずく。

　鏡と夢幻──「幻げん惑わく」という点で重なるものを持つ二つの〈領地フイーフ〉は、その相性を示すかの如ごとく、ある兄妹に封ほうぜられていた。

　特権階級である貴族の中でも無法者で知られ、同族の間でも時に粛しゆく清せい論が交わされる放ほう蕩とう者もの。

　反逆者たるルイヤとはまた別の意味で、貴族の鼻つまみ者と言える。

「ここのところなりを潜ひそめていたようだが、派手に動き出したようだ」

「厄やつ介かい事を運んできてくれたものだ。しかし兄妹揃そろって貴族とは珍めずらしいな」

「ただの偶然だよ。確かに兄妹ならば、遺伝や育った環かん境きようによって、ある程度パーソナリティが似通ったものになるのかもしれないが、だからといって二人共貴族になれるとは限らない。いくら似ていたとしても、一つの称しよう号ごうにつき貴族は一人だけだ。そして、あの二人は互たがいに違ちがう貴族から称号を引ひき継ついだ。単なる偶然さ。もっとも、その偶然を運命と誤解して、自分達を特別視しているのかもしれないが」

　侯こう爵しやくたる京夜は、所しよ詮せんは勘かん違ちがいと優雅に肩かたを竦すくめる。見かけはただのお坊ぼつちゃんだが、貴族論を語らせると中々うるさい。

「ところでお前、真っ昼間から、『ル～イヤくん、あ～そびましょ』と玄げん関かん前で叫さけぶのはやめろ。近きん所じよ迷めい惑わくだ」

「いないじゃない、ご近所さんなんて。しかも、三回言うまで無視したし」

「うるさい、黙だまれ。人の安あん眠みんを妨ぼう害がいしてくれたな…………」

　昨夜からロクに睡すい眠みんをとっていないルイヤには、さすがに多少疲ひ労ろうの色が窺うかがえた。

　夢幻子爵レヴエリーヴアイカウンテスとの遭遇後、異変の確認のために街を駆け巡めぐった若き領主が自宅に戻ったのは昼前、午前中をほぼ睡眠にあてる彼には、かなりの重労働だ。

　帰宅後眠ねむりにつこうとした矢先、京夜の訪問にあい結局眠れていない。

　今も、正直ベッドにいたいのが本音だ。

「しかし奴やつら……何を考えている…………？」

　昨夜の一件の後、〈黒こく宵しよう街がい〉からは約三十人の数の人間が消えていた。

　一いつ軒けん一軒の家を回って確認したが、皆みなその日は所用で夜に外出していた。

　そして失しつ踪そう者に共通するのは──男性。年ねん齢れいに幅はばはあるが、ある程度頑がん強きようで健康である点は皆同じだ。

「人手がほしいと言っていたそうだが、どういうことだろうね？」

「それも気になるが……それよりもあの城だ」

　柳りゆう眉びを寄せ、ルイヤは昨夜最後に見た「城」に思いを馳はせる。

「それも結局幻霧による幻まぼろしなんじゃないの？　領民が連れ去られたことは事実だろうけど、君の話を聞くに、どうも現実感に乏とぼしい」

「否定はできない。だが、違い和わ感かんがあった。所詮は俺の直感だが、昨日見た城は、現実のものに思えた。もちろん、実際に空に浮かんでいるわけがない。それでも、どこかに必ず存在する」

　確信を込めた親友の言葉に、京夜もとりあえず幻の線は捨て、新たな説を述べる。

「君が最後に見た光景が現実とすると、夢幻子爵レヴエリーヴアイカウンテスの居城はまず異空間にあるはずだ。城が位置するのは、君の領地の上空。しかしながら、その実体はこの空間と外れた位相の異空間に存在する。ゆえに見えない、触ふれられない。その姿が認識できるのは、空間が繋がり、出入りするごくわずかな時間だけ、か…………」

　言ってはみたものの、京夜は腑ふに落おちない様子だった。

　高位貴族である彼の居城も、ほぼ同じような形で存在しているわけだが、それゆえに新たな疑問が湧わく。

「空間に関する技術は、閉鎖技術バウンドテクノロジーでも上位に当たる。侯爵以上にしか解放されていないはずだ。子爵兄妹に居城があったとしても、それが異空間にあるはずがない。そもそも、彼らは元々先代から受け継いだ領地を放ほう逐ちくされた身──居城などあるはずがない」

「俺もその話は聞いている。かなり珍しいケースだが、領民の反乱が成功したらしいな。他の貴族の援えん助じよがあったとも聞くが……平民が貴族に牙きばを剥むくとは、よほど悪政を敷しいていたようだ」

「その通り。領民に手を貸したのは王党派の貴族だが、領地拡大の野心よりも、義ぎ侠きよう心しんが先に立ったと聞いている。いずれにせよ、彼らは貴族の名めい誉よを汚けがす存在だ。王党派としても、ボク個人としても、野放しにはできない」

「好きに動けばいい。俺もそうする」

　そう切り捨て、ルイヤは京夜の向かい側のソファーに腰こし掛かける。

「コー…………」

　ヒー、と続ける前に、湯気を立てた漆しつ黒こくの液体がリビングテーブルに置かれた。

　淹いれたのは、もちろん琉る妃きだ。

　彼女は無言のまま一礼し、近くの窓の拭ふき掃そう除じに励はげむ。

「………………？」

　怪け訝げんな顔をするルイヤ。

　弄いらうように京夜が言う。

「ご機き嫌げんナナメだね。怒おこらせるようなこと、何かしたの？」

「さあな。下しも僕べの機嫌などどうでもいい」

「とか言って、結構気に入ってるくせに」

「性欲処理にはもってこいだからな」

「そうだね、だからキミは平民しか抱だかない」

　共に長く旅をした身、ルイヤの嗜し好こうを知り尽つくした京夜は楽しげに言う。

　掃除に勤いそしむ琉妃も、多少気になるのか、無表情のまま聞き耳を立てているようだ。

「避ひ妊にんだの面めん倒どうなことを考えなくて済むからな。後あと腐くされもない」

「それに、まず『恋れん愛あい』には発展しなくて済む。向こうが恋こい焦こがれたとしても、掟おきてを理由に突つき放はなせるし、大たい抵ていの相手は諦あきらめてくれる。キミが求めるのは、あくまで体だけの関係──相手が貴族だとそうはいかない。身分が同じ以上、下手したら『恋』してしまう。もちろん、相手の女性の方が、だけどね」

「………………」

「だから抱くのは平民限定。ずいぶんと食い散らかしたよねぇ」

「お互い割り切っている。抱く前にもちゃんと伝えた」

「でも、ある程度線引きはしてたよね。年下に興味は無いし、処女は抱かない。やはり、初めての相手は本当に自分が好きな相手とするべき──というキミの配はい慮りよかな？」

　あくまでからかいの姿勢を崩くずさない京夜。

　ルイヤは真ま面じ目めに付き合おうとせず、小こ馬ば鹿かにしたような口調で言い返す。

「だから、面倒がゴメンなだけだ。大体、世の男共は女の処女性に幻げん想そうを見すぎだ。こっちは単なる性欲処理なのに、向こうから灯あかりを消せだの言われても、冷めるだけだ」

「消してくださらなかったじゃないですか」

　ボソッと二人から離はなれた位置で琉妃が呟つぶやく。

　ルイヤはその白はく皙せきの表情を硬こう直ちよく化させ、京夜は笑みを深くする。

　しばらく沈ちん黙もくが流れたが、ルイヤは気を取り直してさらに持論を述べる。

「大体、慣れてない女はとにかく面倒だ。やさしくしてだの、痛くしないでだの…………」

「やさしかったけど…………でも、イキナリ何回も…………それに、一週間ぐらいは……『早く慣れた方がいいだろう？』とか言って、毎晩…………」

　皮肉めいた口調ながらも、ほんのりと顔を紅あかく染めながら琉妃は言い、居間を出て行く。

　残された男二人は、先ほどよりもさらに重い沈黙に支配された。

　やがて、京夜がひどく大人びた顔で揚々と呟く。

「がっついちゃったの？」

　揶や揄ゆするのではなく、むしろ男にしかわからない深い共感を秘めた声だった。

　ルイヤは立ち上がり、窓の外を見ながら、どこか遠い目で呟く。

　今も充じゆう分ぶん若いが、それよりもなお若かった、十八のあの夜。

「……かもな」

「溜たまってたの？」

　男にしかわからない苦しみを分かち合うように、京夜は静かに問う。

　心なしか、口調も包み込むようなやさしさがこもっていた。

「…………かもな」

　深い憂うれいを込め、白皙の貴族は若かりし日に──といっても今も充分若いうえに一年ほど前の出来事だが──思いを馳せる。

“〝決闘デユエル”〟の果てに京と夜もを斃たおし、孤こ独どくだったあのとき。

「あるよ、そういうとき」

　京夜は深く深く頷いた。

　男とは所詮──物悲しい生き物なのか。

「………………かもな」

　苦しさと切なさと空むなしさを深い部分で分かち合う二人。

　傷を癒いやすように、京夜が言う。

「ボクにもあったよ、そんな時期。結けつ婚こん当初はそりゃあもう…………」

「それ以上言ったら殺すぞ」

　いつもの口調に戻もどり、ルイヤは無機質な声音で言う。

　友人夫婦の仲など、心の底からどうでもいい。

「キミってさ、ボクがエリザとのラブラブエピソード話すたびに不ふ機き嫌げんになるよね。嫉しつ妬となのかな、それは？」

「そんなわけあるか。他人のノロケを聞かされて喜ぶ男がどこにいる？　お前みたいな輩やからが、さも幸せを分け合うような上から目線で人に結婚を勧すすめてくるのだろうな」

「キミも結婚したら？」

　のほほんと笑顔で語る京夜。

　家庭を持つ喜びを噛かみ締しめる少年に、ルイヤは深く溜ため息いきを吐つく。

「お前、もう帰れ。あの城の件で何かわかったら、ミナかルーシーを使いに寄こせばいい」

「え～何それ。急に冷たくなったね。ボクとのことは、遊びだったの？」

「死ねばいいのに」

　いつものように苦々しげに返すが、帰ってもらいたいのは本当だった。

　京夜個人に問題があるのではなく、もうそろそろ……彼女が戻ってくる時間だ。

「何、これから用事？　それとも、誰だれか来客？　ならおいとま…………」

　付き合いの長い友人の微び細さいな変化を感じ取り、京夜も立ち上がる。

　だが、すでに遅おそかった。

　四六時中元気な姫ひめ君ぎみが、帰き還かんしてしまった。

「今帰ったぞ～～！」

　玄げん関かん先さきで元気に告げ、そのまま小走りで居間に向かって駆かけてくる。

　ルイヤの顔に一いつ瞬しゆん昏くらい翳かげが差し、京夜もまた彼には似合わない、どこか虚きよ無む的な表情を浮うかべた。

「何だ、お客か？」

　居間に入った瞬しゆん間かん、プリエラの顔は硬直した。

　楽しかったであろう学校生活の名残なごりを留とどめた笑顔が、無表情に変わっていく。

　視線の先にいるのは、京夜。

　死侯爵デスマークイスの称号なを持つ彼を、プリエラは知っている。

　忘れようとしても、永遠に忘れられない。

　彼女の母を手にかけたのは、そこにいる純白の衣装に身を包む貴族なのだから。

「これは殿でん下か。お邪じや魔ましております」

　京夜は丁重に一礼した。その表情には、プリエラの母を殺あやめた悔かい恨こんなどない。

　彼はただ、厳かに粛しゆく々しゆくと己の役目を果たしただけ。

　むしろ、彼のもたらした死は、月を司つかさどる貴族に弄もてあそばれた女性にとっては、救いだったのかもしれない。

　それでも──その幼い娘むすめが、プリエラが、割り切れるはずなどない。

　誰よりもそれを理解しているから、ルイヤは京夜を遠ざけたかった。

　プリエラに会わせたくは──なかった。

「お元気そうですね。最近は学校に行かれているそうで。市し井せいの生活を知るのも大切なことですよ」

　京夜はどこまでも平静で、丁てい寧ねいな対応だった。王党派の重じゆう鎮ちんたる彼は、おそらく全すべての王族に対しこのような態度をとる。

　見つめ合う死侯爵デスマークイスと王族──しばしの沈黙の後のち、プリエラが口火を切った。

「……久しぶり、だな。その節は……世話になった」

「………………」

　京夜は語らない。内心はどうあれ、いつもの軽口を叩たたいて王女の母の死を汚すようなまねは、死侯爵デスマークイスの称号なに恥はじる。

「大義であった、とでもいえばいいのかな…………母かあ様さまだって、あれでよかったんだ…………もう戻れなくて、人だって殺してて、あのまま生きてたって………………」

　自分を納得させるためだけの、消え入りそうな小さな声。

　京夜は軽く目を閉じ、厳かに言う。

「ご無理はなさらずに。それでお気が済むのであれば、ボクにも同じ仕打ちをして頂いて結構ですよ？」

　京夜はテーブルに愛用のステッキを置いた。少年の体に似合わぬサイズのその内側に、母を斬きった刃やいばが潜ひそんでいることは知っている。

　斬るならばご自由に、そう言わんばかりに京夜は両手を広げた。

　傍そばで見ているルイヤは、これがある種の茶番であることはわかっている。

　たとえプリエラが京夜の細い首を断っても、その心臓を貫つらぬいても──彼は死なない。

　同時に、京夜がその不死身性からくる自負でこんな申し出をしているわけではないことも、わかっている。

　言葉どおり、たとえ偽いつわりの死でも、少女の心が晴れるなら、甘あまんじてそれを受け入れる──それが紛まごうことなき京夜の本心だ。

　だが、プリエラはそれを否定する。

　強がりと言われても、偽ぎ善ぜんと言われても、何も生み出さない復ふく讐しゆうを望みはしない。

「別に、お前を恨うらんでなどいない。遊びに来たのなら、ゆるりとしていけ」

　無愛想な言葉に、京夜は微び笑しようを浮かべ、一礼した。

「ありがたきお言葉、痛み入ります。よろしければ、今度はボクの城へ。妻も、会いたがっております」

「妻……？　お、お主…………結婚しておるのか!?」

「ええ」

　あっさり頷うなずく京夜。

　プリエラはルイヤに視線で真偽を問うが、こちらもあっさり頷いた。

「本当だ」

「いや、でも、あやつは…………」

「俺と同い年だ。ちなみに、嫁よめは年上。そして嫁はちゃんと年齢通りの見た目だ」

「はあぁぁぁぁぁぁ!?」

　あまりにもアンバランスな夫婦を想像し、少女は頭を抱かかえる。

　そんなカップル、アリなのか!?

「疑われるのはご自由ですが、ルイヤもプロポーズの現場にいましたよ？　結けつ婚こん式しきにも友人代表として出席していましたし。ね、ルイヤ？」

「…………まあ」

　つまらなそうにルイヤが頷く。

　プリエラはいよいよ常識が崩ほう壊かいし、貴族界の不条理に思いを馳はせる。

「何だそれ…………あれか、ニャンニャンとかもしているわけか!?」

「ええ、見た目は子供、性欲大人ですから」

「あらためて聞くと、お前は本当に最悪の存在だな……死ねばいいのに」

　教育に悪いと言わんばかりに、ルイヤが語調を強めた。無理もない。

「貴族の結婚って、簡単にできるものなのだな…………」

「そうでもない。年ねん齢れいはさておき、派は閥ばつが絡からむとややこしい。爵しやく位いの違ちがいはあまり問題にならないが、呼こ称しようは面めん倒どうになる。侯爵の夫と結婚すれば『侯爵夫人』だが、だからと言って妻の爵位が『侯爵』になるわけじゃない。ソイツ個人は『女伯はく爵しやく』かもしれんし、『女男爵』かもしれないしな」

「しかしながら、ボクら夫婦は元々同じ王党派の上に、共に侯爵。まさに貴族界のベストカップルと言えるね」

　と、誇ほこらしげに京夜が言う。もちろんルイヤは苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたような顔をしているが、プリエラは感心したように頷いている。

「なるほどな…………やはり、愛に年齢は関係ないのだな!?」

「何な故ぜ今の話でそんな結論が出る……そして、何故俺を見て言う？」

「よいではないか、よいではないか」

　だんだん男の機き嫌げんをとることに慣れてきた少女に不安を覚えつつ、ルイヤは彼女の頭にそっと手を乗のせる。

「……何だ？」

「外から帰ったら、まず手洗いうがいをしろ」

「……わかっておる」

　どこか怒おこったように言い、プリエラは一いつ旦たん居間から出ていった。

「……いい育て方をしてるね。将来が楽しみだ」

「俺は何もしちゃいない。アイツが勝手にああ伸のびているだけだ」

「そういうことにしておこう。そろそろ帰るよ。城の件は、調べておく。エリザなら、その方面にも顔が利くだろうしね」

「俺は俺で動く。王党派の意向はどうでもいいが、有益な情報があればくれてやる」

　互たがいに軽く頷き合い、京夜は館やかたを後にした。





　豪ごう華か絢けん爛らんという表現を通とおり越こし、すでにけばけばしいとさえいえるほどの調度品が、その部屋には溢あふれかえっていた。

　その値段も質も全てが一級で、たとえ貴族といえどそうたやすくは揃そろえられない品々。

　なのに、それら全てはその輝かがやきがどこかくすんで見え、本来の価値を発揮していなかった。

　何故ならば、ただそこに置かれているだけだからだ。

　何も考えず、ただ無む秩ちつ序じよに部屋に放置されるそれらは、部屋の主の物欲を満たすためだけに購こう入にゆうされ、時には正当な持ち主から強ごう奪だつされた。

　だが手にした途と端たん興味は薄うすれ、後はただ置物になるだけ。

　ほんの少しでも物の価値がわかる人間なら、そのあまりの身勝手さと無意味さに、彼らを断罪し──報復の憂うき目めに遭あう。

　人でも物でも、好きなように狩かり、喰くらい、使い捨てる。

　貴族の負の側面を具現化した兄妹は、追われる身となってもなお享楽で在あり続ける。

「狩ってくるのは、あれぐらいでよかったかしら、お兄様？」

「そうだな……充じゆう分ぶんだろう。足りなければ、また適当に見み繕つくろえばいい」

　豪ごう華かなソファーに横たわりながら、鏡子爵ミラーヴアイカウントエスペリオ＝レイ・リベルタは欠伸あくびまじりにぼやく。

　全身から怠たい惰だの気配が滲にじみ出ており、あらゆることにやる気が感じられない。

　ひょっとしたら、呼吸をすることすら厭いとうている──そんな印象を受ける。かといって、死ぬことすら面倒──あくまでも愉たのしく、好きなようにいたい──彼らの行動基本原理はそれだけだ。

「闇黒卿ダークロードに会ったわ。中々いい男ね。惚ほれちゃいそう♪」

　ソファーの傍の床ゆかに女座りで佇たたずんでいるのは、夢幻子爵レヴエリーヴアイカウンテスレム＝ハズット・リベルタ。

　すでに一いつ杯ぱいひっかけているのか、その頬ほおはほんのりと紅い。

　肩かたを出したカクテルドレスは、乳ち房ぶさのほぼ半分を曝さらけ出だし、兄以上に頽たい廃はい的な雰ふん囲い気きをかもし出している。

「おや……それって、僕ぼくよりも素敵ということかな、レム？」

「あら、嫉しつ妬とかしらお兄様？」

　胸元に伸びる実の兄の手に視線を寄せつつ、レムは艶つやっぽく言う。

　咎とがめもしないし、驚おどろきもしない。この二人にとっては日常茶飯事だ。

　意識せず二人の唇くちびるは近づき、背徳的な色気が上質の酒の香かおりと共に室内にこもりだす。

　それを、二人の貴族とは一線を画す理知的で澄すんだ声が制した。

「君達の関係性に口を挟はさむ気は無いが、仕事はしてもらえないかな？」

　いつの間にかドアの傍に佇んでいたその人物を、二人ははっと仰あおぎ見みた。

　たとえ爵位や立場は上の貴族であっても我関せず、あくまで我を押し通す放ほう蕩とう者ものの二人が、酔よいが醒さめたように生き真ま面じ目めな表情に変わった。

「ここは私の城だ。貸している以上、寝るなとは言わないが、やることはやってもらわないと困る。君達とて、ここを放ほうり出されれば、それなりに困る身だろう？」

「……わかっていますよ」

　エスペリオが憎にく々にくしげに、それでも眼前の相手に直接反意をぶつけず、述べる。

「わかってますわ～。やることはやる──それでよろしいのよね？」

　レムもまた、兄同様どこかひねくれた口調で言う。

　兄きよう妹だい揃そろって、自分達以外の誰だれかに従うことに納得できない──そんな、子供じみた自尊心が全身から滲み出ている。

　平民ならば、この歳としで何を──と一いつ蹴しゆうされるところだが、彼らは貴族だ。そして、これまで他の貴族の追つい及きゆうからも逃にげおおせてきた。

　だが、さすがに眼前の存在は相手が悪い。

　ここは、従うしかなかった。

「気の短い方ではないが、君達と違って、無む駄だに時間を浪ろう費ひするのは我が慢まんならない性た質ちでね。とっととつれてきてくれ」

　元々期待はしてないが、言われたことぐらいさっさとやれ──そんな嘲あざけりめいた口調で告げ、城主たる人物は去った。

　残された二人は、相手の気配が去るや否や、共に唇を歪ゆがめる。

「ずいぶんと上からものを言うね」

「利用しているつもりでしょうけど、されているのはどちらかしら？」

　兄妹は、まったく同じことを考えながら笑い合う。

　自分達に命令できるのは、自分だけ──そうやって生きてきた。

「だが、今機嫌を損ねるのは少々分が悪い。とりあえずは、仕事をしようか」

「そうね……どうやる？」

「僕が行こう。レムが気になったという貴族、見てみたくなった」

「あら…………やっぱり嫉妬？」

　少女のあどけなさと熟女の驕きよう慢まんさを備え、レムが艶えん然ぜんと笑う。

　エスペリオもまた苦笑めいた笑みを零こぼす。

　傲ごう慢まんこのうえない兄妹の唇が、少しずつ近づいていく。





「何が不服だ？」

　愛用のシングルベッドに腰こし掛かけながら、ルイヤは琉妃にそう尋たずねてきた。

　時刻はすでに夜──人も街も寝ね静しずまる時間だが、ある意味主の真の目覚めはここからだ。

　若き領主は午前中を眠ねむりに費やし、昼よりも夜に出歩くことが多い。

　その純白の肌はだは日の光に当たるにはあまりに儚はかなく、その漆しつ黒こくの服は夜の闇やみに溶とけ込みつつも、確固たる輪りん郭かくを浮うかび上がらせる。

　昨日に続き、主は夜歩きをする気だった。

　今日は下しも僕べたる自分も引き連れる気らしく、声をかけてきた。

　だが気になる点があるようで、自室に呼び寄せられ、今に至る。

「……別に不服はありません。私はルイヤ様の下しも僕べですし、命令があれば従います」

　目も合わせずに言うと、主はどこか苛いら立だった様子で琉妃の腰こしを引き寄せ、体を自身の膝ひざの上に乗せた。

　時折プリエラがやるように、主の体を椅い子す代わりにして、座った格好だ。

「下手な嘘うそだな。俺の何が気に障った？」

「障ったところで、私に言う権利はありませんから。お好きになさればよろしいです」

　耳元で囁ささやかれると、さすがに心がざわめき立つが、それでも何とか平静を保って言い返す。

「昨日のことか……？　お前をおいていったのが不服か？」

「いえ……そうされて、当然だと思います」

　主の判断は間ま違ちがっていない。あのとき、自分はただの「女」だった。火ほ照てる体を抱かかえたまま、彼の傍そばに立つことなど許されない。足を引っ張るだけだ。

「じゃあ、何だ？　不満があるなら言え」

「………………」

「命令だ」

　反発を許さぬ鋭するどい言葉。

　琉妃はしばし逡しゆん巡じゆんしたが、逆らえるわけもない。口を開き、心中を曝け出す。

「昨日……戻もどられませんでしたよね」

「…………？」

　主は首を傾かしげた。何を言われているのか、理解できていないらしい。

「私は……すぐに戻ってこられると思ってました。ルイヤ様も……そうですわよね？　私に寝しん室しつにいろ、とおっしゃったんだから……少なくとも、夜の内には…………戻るおつもりでしたよね？」

「………………」

　さっさと片づけて、戻って──続きをする。主はそう考えていたはずだ。

　だが、敵の出現で予定が変わった。

　しかし、そんなことは別に意外でもない。主が不ふ穏おんな気配を感じて外に出た以上、不測の事態に巻き込まれることは承知している。

　昨日から自分の胸に突つき刺ささっているのは、もっと別の事実だ。

「朝まで、帰ってこられなくて…………知らせもなくて…………」

「………………」

「わかってます、俺が負けるわけが、とか、死ぬわけが、とか……おっしゃりたいんですよね？　それはその通りだろうし……ルイヤ様のせいでもないし…………わかってます」

　だが、主が帰宅したとき、理性とは裏腹に叫さけんでいた。

「どこに行ってらしたんですか!?」

　その辺りの小こ娘むすめと変わらない声をあげて、主に縋すがっていた。疲ひ労ろうのせいか、適当にあしらわれたが…………自分は待っていた。

　主と共に眠るはずのベッドの中で、一人きりで。

　必ず帰ってくることは、わかっていた。主が自分を蔑ないがしろにしたわけではないことも、充分わかっている。

　それでも、一晩は長い。

　思い返せば、主が何の連れん絡らくもなしに家を空けたことは無かった。

　結局は何事も無く帰ってきたのだから、それでいいのかもしれない。でも、何かが胸に突き刺さり、心を掻かき乱した。

　プリエラにも劣おとる、子供じみた反はん抗こう。

　主には──わからないだろう。横目で窺うかがっても、その白はく皙せきの表情には何の変化もない。

　貴族たる彼にとって、平民から身を案じられる──そんなことは理解の外なのだろう。

　わかっているはずなのに、そんなことは覚かく悟ごしていたはずなのに。

　いつの間にか、彼の胸の中で眠ることに……肌を重ねなくても、一つ屋根の下ですごすことに……慣れきってしまっていた。

　拳こぶしを固く握にぎり、琉妃は俯うつむく。

　ルイヤはそんな下しも僕べを無表情で見つめ、軽く頭を掻いていたが──やがて、少しおどけた口調で囁く。

「……結局、俺の帰りが遅おそかったことが不服か。まあ、中ちゆう途と半はん端ぱに弄いじったからな。火照る体が辛つらくて、仕方が無いから自分で～～とか？」

「な、何を…………！」

　琉妃の頬が真っ赤に染まり、主から視線を逸そらす。

　かたくなだった心は、主の指し摘てきであっさり崩くずれた。

　ルイヤはそれを見み逃のがさず、より強く琉妃を抱だき寄よせ、耳元で囁く。

「お前……図星だな？」

「そ、そんな、そんなこと…………！」

「別に咎めているわけじゃない。そんなことで怒おこっていたら、世の男共は皆みな罪人だ。それに、俺に責任があるとも言えるしな。待てよ、俺は寝室で待っていろと言ったよな……ということは、ここで…………」

　主の視線が服と同じ漆黒のシーツに落ちる。

　琉妃はますます頬を赤らめ、唇を噛かみ締しめながら、うなだれる。だが、主は追及を緩ゆるめない。

「しかし、女は一体どうやるものなんだ？　男と違ちがって、選せん択たく肢しが多い気がするな」

「な、何を言って……！」

「単なる好こう奇き心しんだ。そういえば、領地の裏通りに、色々と大人向けの物を扱あつかってる店があったな。やはりああいう感じのオモチャを…………」

「そんなもの使うわけ…………！」

「じゃあ、やっぱりこっちか？」



    

  
    
      　カプッ。

　主が自分の右の人差し指を、唇くちびるで軽く噛む。途と端たん、その指が昨夜行った行こう為いが思い出され、火を噴ふくように顔が真っ赤に染まる。

「なるほど、利き手派か」

　利き手じゃない派もあるらしい。

　興味深そうなルイヤ。

　一方、琉妃は羞しゆう恥ちに必死に耐たえ、両手を握り締める。

「もう…………許して、下、さ、い…………」

「だから、咎とがめていないと言っている。そもそも咎めるようなものでもないしな。で、何を思い浮かべている？」

「え…………？」

「いや、そういうときは、想像するものなんだろう？　やはりあれか、理想の男性像というか、こう……筋骨隆りゆう々りゆうの逞たくましい男に…………」

「そんなこと、ありません！　私は、私は…………」

「私は？」

　真ま面じ目めに聞き返され、琉妃は言葉に詰つまる。だが、主が絶対に沈ちん黙もくを許さないのはわかっているから、答えるしかない。

「……ルイヤ、様、を…………」

「俺がどうした？」

「ルイヤ様に…………されている、とき、を………………」

「俺にどうされているときを？」

「抱だかれてる、とき、を………………思い浮かべ、て、ます………………」

　もう、主の顔は見られず、涙なみだ声ごえに近い調子で琉妃は言う。

　羞恥にわななく下しも僕べの耳元に、ルイヤはやさしく囁く。

「一人で処理するときも、俺のことを、か。かわいい奴やつだな」

「………………」

　主は本心から言っているようだが、何の慰なぐさめにもならない。

　そして、彼はさらに核かく心しんに切り込む。

「しかし、想像だけで足りるものかな？　待てよ、場所がこの部屋なわけだしな…………まさか、俺の服とか…………使ってないよな？」

　問いかけは本気ではなく、あくまでからかいの一いつ環かんだったのだろう。

　が、琉妃はビクッと体を震ふるわせ、先ほどとは真逆の──青ざめた表情へと変わる。

「……図星か。あれだな、下着泥どろ棒ぼうをされた女の気分が、少しだけわかった気がする」

「し、下着なんて……そんな、そんなこと…………！」

「じゃあ、シャツとかか？」

「………………」

　使ったらしい。

　ルイヤはその光景を想像しようとするが、イマイチうまくいかない。

「う～ん…………女の趣しゆ味みはよくわからんな…………」

「ふ、深く考えないでください!!　それに、別にルイヤ様体たい臭しゆうとか全然ないし、洗せん濯たくした後のやつだから、特に何も感じなかったし、ちゃんと後でもう一回洗ったし…………」

「……そういう問題か？　具体的に、どう使うんだ？」

　なまじ純じゆん粋すいに訊きいてくるから、余計に性た質ちが悪い。

　琉妃は体を小刻みに震わせながら、小声で言う。

「だから、その…………抱き、しめ、て…………ルイヤ様の代わりに………………」

「意外に寂さびしがり屋やだな。ガキがぬいぐるみを抱き締めるような感じか……ずいぶんとかわいげのあることをするな」

「………………」

　もう限界だった。

　これ以上の羞恥には耐えられない。

　すぐにでも逃にげ出したかったが、ルイヤはなおも許さず最も気になる点を問い質ただす。

「……で？　どっちがいいんだ？」

「どっちって…………」

「男では、たまに生身の女より自家発電の方がいいとかぬかす奴もいるが、お前はどうなんだ？　まあもしそうなら地味にショックだが、それはそれでしょうがないな。俺は下しも僕べ一人満足させられない、ヘタレ貴族だったのか」

　愉たのしげにしみじみと言うルイヤ。

　対照的に、琉妃の表情は冷めていく。

　これまで気の毒なほど変わっていた顔色が元に戻もどり、全身にもいつもの張りが戻っていた。

「そんなの……決まっているじゃないですか。あんなの…………空むなしいだけ」

　そう、空しいだけ。

　どれだけ克こく明めいに主との夜を思い出しても、所しよ詮せんはまやかしだ。

　偽いつわりの絶頂の後に残るのは、孤こ独どくな現実だけ。

「……お疲つかれでしょうから、今日はこのまま休まれたらいかがですか？　夜歩きなら、私一人でします。無理はしませんし、何かあればちゃんと報告しますから…………」

　小声で告げ、琉妃は立ち上がった。

　一礼し、そのまま去ろうとしたとき、後ろから抱きすくめられ、ベッドに身を投げ出される。

「え…………？」

　見上げれば、主が見つめている。その闇色の瞳ひとみは、彼女だけを視界に捉とらえていた。

　繊せん細さいな右手は腰こしのカードケースに伸のびており、《獅子王レグルス》のカードを引ひき抜ぬく。

　カードを軽く振ふると、夜の寝しん室しつに漆しつ黒こくの獅し子しが忽こつ然ぜんとその身を躍おどらせる。

「あの…………」

「俺のかわりに領地に下りろ。酒の匂いや異変を感じたら、吼ほえて知らせろ。敵が貴族ならば、訊きたいことがあるから殺すな。腕うでの一、二本は齧かじっていい。あとはお前の判断で動け」

　絶対の命令に、百ひやく獣じゆうの王は忠実な番犬の如ごとく尾おを振って頷うなずく。

　すぐに部屋から出て行き、領地に向かって疾しつ走そうする使い魔まを、琉妃はぼんやりと見つめる。

　その顔は主の白い繊せん手しゆに包み込まれ、また彼の闇色の瞳と目が合う。

「二日分抱く」

「…………」

「それでこの件は終わりだ。これからもそうする。連れん絡らくがあろうが無かろうが、戻ると言えば必ず戻る。戻ったら、家を空けた分抱けばいい」

「………………」

　多分、それが主にとっての精せい一いつ杯ぱい。貴族と平民、主と下しも僕べの間で交わされる情交の限界。

　でも、素直に受け入れられずに、少し拗すねたように言ってしまう。

「別に無理されなくても…………飽あきません、か？　一人の女を、そんなにいっぱい……」

「お前以外の女を二回以上抱いたことないから、よくわからん」

　真顔で言われ、琉妃はもじもじと両手を絡からめ合わせる。

「よ、よくそういうこと言えますね………………」

「事実だしな。今のところ、飽きはきていない」

「わ、私にこだわらなくても、ハーレムでも作られたらいかがです？　声をかければいくらでも寄ってくるだろうし…………その、男性って、常にそういう願望が……おありなんじゃないですか？」

「全然。わずらわしいだけだ。お前一人をじっくり味わう方がずっといい」

　主は淡たん々たんと素直な事実を紡つむいでいく。それが下しも僕べにどんな影えい響きようを与あたえるか、考えもせず。

「え、ええと、その…………でも、その、たまには、他のタイプも、とか…………」

「くどいぞ。何をくだらんことを言っている？　お前を抱いているときはお前のことしか考えないし、考えたくもない。お前を抱けば性欲はなくなるし、ほしくなったらまた抱けばいい。イヤなのか？」

　琉妃は顔を真っ赤に染めたまま、そっぽを向く。でも、どこか満足したように──小さく首を振り、降こう伏ふくした。

　同時に、主が額に口づけてきた。

　それを始まりとして、それこそ舐なめ回す勢いで顔中に口づけていく。

　唇は首筋に移り、ブラウスのボタンを外しながら、激しく吸いついてくる。

「あんまりキスマークつけないで、くだ、さい…………この前、買い物のとき八百屋にからかわれたし、プリエラあのこにも訊かれたし…………」

「だったら、たまには貴族らしく『おふれ』でも出すか？　俺の下しも僕べにかわいがってやった痕あとが残っていても、温かい目で見守ってやって、口には出すな、とか」

「余計に恥はずかしいです…………！」

「じゃあどうすればいい？　俺しか見ないところに～～とか、そういうベタなことを言えばいいのか？」

「それならいいです…………それなら…………」

　消え入りそうな小さな声に、主は妥だ協きようしてくれた。

　首筋から唇くちびるを離はなし、ブラジャーを剥はぎ取る。だが、乳ち房ぶさには執しゆう着ちやくしない。そこはもう、昨日たっぷりと貪むさぼったからだろう。

　今から始まるのは、昨日の続き。

　うつぶせにさせられると、琉妃は主の意を汲くみ取って尻しりを掲かかげた。すぐに肌はだに密着したタイトスカートが捲まくり上げられ、蜜みつの詰まった肉が露ろ出しゆつする。

　尻を覆おおうのは、ほとんど紐ひもに近い黒く細い布だけ。

　太ももを覆うレースのストッキングと合わせて、男の欲情をそそる淫いん靡びな光景。

　胸と同じように、主はそこもかわいがってくれた。

　白く豊満な肉に歯を立て、舌を這はわせ、口づけていく。繊細な指先は陶とう器きを愛めでるように尻をさすりながら、儚はかない布地越ごしに、女の根源である場所をそっとなぞる。

　下半身が主の寵ちよう愛あいを受ける中、琉妃はシーツに顔をうずめる。

「早、く…………」

　哀あい願がんに呼応し、尻が揺ゆれた。

　主はすぐに応じてくれた。

　ショーツを剥ぎ取ることすらもどかしいのか、主は紐に近い布をずらして、そのまま一気に侵しん入にゆうしてきた。

「いい………………」

　素直に、そう口にした。こらえても、より激しく貫つらぬかれ、言わされるだけ。ちっぽけな忍にん耐たいなど、すぐに崩くずされる。

　主との交わりでの唯ゆい一いつ絶対の掟おきては、素直になること。

　イヤならばそう言い、望むなら応じ、快楽は受け入れる。

　しっかりと尻の肉を掴つかみ、主は本格的に動き始めた。

　昨日の分まで──本当なら、昨日下しも僕べに与えるはずだった快楽を、一心不乱にその尻に打ち込んでいく。黒い布と白い肌の狭はざ間まで、熱いこわばりの出し入れが続く。

「あ、や、いい…………」

　琉妃はシーツを掴み、歯を食いしばる。繋つながった瞬しゆん間かん、そのまま意識が昨日のあのときに、キッチンで弄いじられたあのときに飛んだ気がした。

　今打ち込まれているのは、あのときの続き。

　あの後、されるはずだった主との交わり。

「ルイヤ、様…………」

　いつの間にか、琉妃の下半身も蠢うごめいていた。

　主の動きに合わせ、より快楽を貪るため……主の寵愛を受け止めるために。

　息の合った二人の動きは、すぐに互たがいの絶頂を呼んだ。

「琉妃…………」

「ルイヤ様………！」

　名を呼び合い、腰と尻が密着する。

　一番奥おく深ぶかい場所に放たれる迸ほとばしりを、琉妃は逃げずに全て受け止めた。意識せず胎たい内ないが蠢き、一いつ滴てき残さず主の精を搾しぼり取ろうと蠕ぜん動どうする。

　種付けと呼ぶにふさわしい濃のう厚こうな交わり──貴族と平民の間で子供ができることはないが、それでもこんなに中に出されたら、内側から主に染められてしまう。

　交わるときだけ感じられる主のぬくもりと共に、それをさらに凝ぎよう縮しゆくした熱い雫しずくが体に染み渡わたっていく。

　荒あらい息を吐はく中、主がゆっくりと離れていく。引き抜くとき、胎内が掻かき回されて男女の混ざり合った汁しるが、太ももをつたって滴したたり落ちた。

「あぁぁぁ…………」

　溜ため息いきのような喘あえぎの中、琉妃は陶とう然ぜんとこの後のことを想おもっていた。

　まだ交わりは続くに違ちがいないが、その前に甘あまい休息が待っている。胸元に抱だき寄よせられて、額にやさしく口づけられて。

　呼吸を整えてから、また次が始まる──だが、ルイヤは離れなかった。

　完全に引き抜く寸前のところで、再び深く琉妃に楔くさびを打ち込む。

「ひっ…………」

　思わず、悲鳴のような叫さけびが漏もれた。

　驚おどろきと共に首を後ろに向けると、また主が動いていた。

　先ほどと何一つ変わらず、いや、むしろより激しい動きで下しも僕べに欲望を叩たたきつけている。

「あ、あ、ダメ…………少し、少し休ま、せ、て…………」

　喘ぎと懇こん願がんの交じった言葉に、主は愉しげな笑みを浮うかべた。

　腰の動きはそのままに、軽く首を傾かしげて言う。

「二日分すると言っただろう？」

　それきり押おし黙だまり、ただ下しも僕べを喘がせるためだけに彼は動く。

「ダメ、ダメ、そんな、こんなの、こんなの、らめ…………こんにゃ…………」

　呂ろ律れつの回らない喘ぎは、主を昂たかぶらせるだけだった。

　より強く腰が叩きつけられ、生々しい肉の音が部屋に響ひびき渡る。

　主が突つき入れるたびに、それこそちぎれそうな勢いで豊かな乳房が揺れる。

　主は両手を伸ばしてそれに触ふれ、揉もみしだきながらまた動く。体を倒たおして琉妃の背に触れ、左手の指で下しも僕べの口内に侵入し、舌をいじる。

　使える全てを利用して、ただ昨日の分まで下しも僕べを悦よろこばせるために、彼は動く。

　間を置かず、二度目の絶頂がやってくる。

「あ、あ、スゴイ…………また、私…………!!」

　先ほどよりさらに激しく背を反そらせ、琉妃は痙けい攣れんした。

　ビクビクと震ふるえる体を抱きとめ、ルイヤは満足そうにその頬ほおに口づけする。

　それでも、三回目が始まるのは、そう時間はかからなかった。

　今度は服を全て脱ぬがして、仰あお向むけにして、その両りよう脚あしを肩かたで担いで、快楽に溶とける下しも僕べの顔を見つめながら強弱をつけて貫つらぬく。

　まだ二日分には足りない。

　昨日の分が終わり、ようやく今日の分が始まろうとしている。

　主は薄く笑みを浮かべ、心底楽しそうに責めてくる。見下されているのに、嫌けん悪おは抱かない。もっと、こうしてほしい。徹底的に嬲なぶって、俺のモノだと支配してほしい。

「ルイヤ、様…………」

　苦しいのか、悶もだえているのかわからない甘く蕩とろけた声を受けながら、白はく皙せきの貴族はただ下しも僕べのためだけに動き続けた。

　間を置かずに下しも僕べを抱だいたのは、領地の異変を警けい戒かいしてのこと。

　不測の事態が起こったとしても、少しでも下しも僕べをかわいがるために。

　だが、警戒は杞き憂ゆうに終わった。

　夜の街に獅し子しの咆ほう哮こうが轟とどろくことはなく、その日、街は静せい謐ひつに包まれていた。

　敵にしても、それは賢けん明めいな判断だっただろう。

　今こ宵よいも闇黒卿ダークロードの性た欲の処し理みを邪じや魔ますれば、ただでは済まない。

　偶ぐう然ぜんだとしても、双そう方ほうにとって今日はほどよい休息の日。

　だが、闇黒卿ダークロードとその下しも僕べにとっては、そうでもなかった。

　むしろ、下手な戦せん闘とう以上に疲つかれたかもしれない。

　二日分の交わりを終えた後、お互いに肩で息をしながら、彼らは抱き合って眠ねむりに落ちた。

　うら若き下しも僕べの寝ね顔がおに浮かぶのは、満足げで、幸せそうな微び笑しようだけ。



    

  
    
      　第四章　闇やみ 対 鏡






「……呑のん気きなものね」

　目の前で駆かけ回る子供達を、琉る妃きは呆あきれ顔がおで見ていた。

　穏おだやかな日差しの下、学校帰りの子供達が入り乱れ、おのおの遊びに興じている。

　今日は昼を少しすぎたところで授業は終わり、下校となったのだが、大たい抵ていの子供達はその後暗くなるまで遊ぶのが〈黒こく宵しよう街がい〉の日常だ。

　駆け回っても危なくない、障害物の少ない学校近くの広場は、彼らにとって格好の遊び場だった。

「ん、お前も仲間に入れてほしいのか？」

　琉妃の傍かたわらで、プリエラが満面の笑みで問いかける。

　もちろん琉妃が頷うなずくわけもなく、どこか小こ馬ば鹿かにしたような目で、うら若き王女を見下す。

「……誰だれが。興味無いわよ、あんなの」

「たまには童心に帰るのもよいことだぞ？」

「いや、そこまで歳としは離れていないし……それに子供の頃ころ、あんなふうに遊び回ってたこと、なかったわよ」

「お前も色々大変だったのだな」

　うむうむと訳知り顔で腕うで組ぐみして頷くプリエラ。

　思いっきり上から目線の王女を無視し、琉妃は辺りに気を配る。

　今は買い物の帰りだが、当然昨夜できなかった見回りの役目も兼かねていた。

　今のところ街に異常はなく、失しつ踪そう者の件を除けばごく平へい穏おんな時が流れている。

　特に、この広場はそうだ。

　学校の日はいつも夕方まで帰ってこないプリエラの日常と、仮にも「王女」である彼女の安否を確認しに立ち寄ったが──拍ひよう子し抜ぬけするほど平和だ。

　わかってはいたが、プリエラは学校が終わると同年代の子供とひたすら遊んでいるらしい。

　ルイヤが王女ではなく「クソガキ」で通す理由も、何だかわかってきた気がする。

「遊ぶのはいいけど、あまり服を汚よごしちゃダメよ？　それと、暗くなる頃にはちゃんと帰ってくるのよ？」

「母かあ様さまみたいなことを言うな…………そう言えば、闇黒卿ダークロードはどうしておる？」

「寝ねてる……もしくは、ベッドでゴロゴロされているかのどちらかね」

「不健康な奴やつだな。でも、お前も今日は起きるの遅おそかったな。何かあったのか？」

「………………」

　二日分の代だい償しようが、それだった。

　普ふ段だんでも午前中を眠りに費やすルイヤだが、今日は昼過ぎでもまだベッドの中。

　琉妃自身も、朝の目覚めは遅おくれ、昨日のことを思い返すと……まだ体が火ほ照てる。あと、あまり他人に肌はだを晒さらしたくない。寵ちよう愛あいの刻印は、まだ柔肌に数多く残っている。

「ちょっと、ね。ルイヤ様はあなたと違って、色々と忙いそがしいからお疲れなの」

「ほほう、その疲れた体に鞭むち打うってお前とニャンニャンしているわけか」

「……否定できないのが辛つらいところね…………」

　遠い目でぼやいていると、いつの間にか、何人かの子供達に取り囲まれているのに気づいた。背格好から察するにプリエラと同年代、学校の中でも、特に彼女と親しい子達だろう。

　しばらく様子を窺うかがっていた彼らだが、歳の変わらぬプリエラが平然と会話していたことにも触しよく発はつされ、堰せきを切ったように舌足らずな声で問いかけてくる。



「ねえお姉ちゃん、領主様って、寝起きがすっごく機き嫌げん悪いって、ホント？」

「領主様、何であんなにお肌が白いの？」

「あんまりご飯食べないのは、どうして？　お腹なか壊こわしたの？」

「普段は何してるの？　寝てばっかりって本当？」

「前に暴れてた人を、すっごいキックでやっつけたけど、あれ、どうやるの？」



　子供達は目を輝かがやかせて矢や継つぎ早ばやに質問を飛ばす。

「いや、えっと、その…………」

　琉妃が困こん惑わくしていると、子供達は彼女の服の裾すそを引っ張り、飛とび跳はねながら回答を求める。



「ねえねえ、教えて！」

「何で何で？」



「ええっと、寝起きは……まあ、悪いわね。食が細いのは……別に病気じゃなくて…………普段は、あなた達の知らないところで、色々動いてて…………」

　正直、子供の相手は苦手だった。

　理由は色々と思いつくが、一番はやはり──子供だった頃の自分を思い出すからだろう。

　早く大人になりたかった。

　一人で生きていける、大人に。



「もっともっと！　もっと教えて！」



　……が、子供はそんな自分の追つい憶おくなど構わずに立ち入ってくる。

　次第に、質問の対象はルイヤから自分に移っていた。



「ねえねえ、どうしたらそんなにおっぱい大きくなるの!?」

「私も大きくなったらなる!?」

「領主様、起きたときは死んだ魚みたいな目ってホント？」

「それも、死んでから二、三日は経たった腐くさりかけの魚ってホント!?」

「領主様と、ニャンニャンしてるってホント？」



　終しゆう盤ばんの質問で、琉妃はこの質問責めの元げん凶きようを悟さとった。

　ふと傍らを見れば、そこにいるはずの少女は自分から離はなれ、バレないようにそっと距きよ離りを取ろうとしている。

「待ちなさい」

　逃にがすまい、とガシッとプリエラの後ろ襟えりを掴つかみ、手元へ引き寄せる。

　マズイ、と思った少女は、バツが悪そうにそっぽを向き、口笛を吹ふいていた。

「どういうことなのかしら……？　この子達に、何吹き込んでるのよ!?」

「だって、お前や闇黒卿ダークロードの話をすると、皆みな喜ぶのだ！　鉄板ネタなのだ！　色々知りたいみたいだし…………」

「黙だまらっしゃい！　よくもまあ人のプライベートをべらべらと…………！」

「よいではないか、よいではないか！　下々の者に話題を提供するのは、高貴な者の義務なのだ！」

「単なる人気取りでしょうが！　何姑こ息そくな手段で話題の中心になってるのよ!?」

「うぅぅぅぅ～～…………だってぇ………………」

　プクッと頬ほおを膨ふくらませるプリエラ。

　もちろん琉妃の気は収まらず、このままここで尻しり叩たたきをかますのもやぶさかではない……と思った矢先、小さな拳こぶしが肉づきのいい尻に叩き込まれた。

「…………え？」

　振ふり向むくと、集まっていた子供の一人が殴なぐりかかっていた。

　それを合図に、ポカポカと子供達が拳を向けてくる。



「プリエラちゃんをいじめないで！」

「放したげて！」

「放せ放せ！」



　ポカポカと小さい拳がいくつも琉妃を襲おそう。

「ちょ、ちょっとやめて…………」

　痛みはほとんどないし、子供達も本気で琉妃を痛めつける気はないのだが、その連打には辟へき易えきした。

「やめ……こ、こらどこ触さわって、こら、スカート、捲まくらないの！」

　思わず掴んでいたプリエラの後ろ襟を離すと、解放された少女は安全圏けんまで退さがってから、片手を腰こしに当てて不敵に笑う。

「ふっふっふ、馬ば鹿かめ、こやつらはすでに私の下しも僕べだ！　侮あなどったな！」

「なっ……地味に王女っぽいことしてるわね…………」

　小生意気な王女は、学校内で人望を集め、君臨していた。

　覇は者しやの片へん鱗りん──というか、生まれつき人の心を集める才能に長たけているのだろう。

　すでに上に立つ者の風格を滲にじませ、王女は自らにつき従う下しも僕べに命を下す。

「お前達、そのへんにしておくがよい。そやつも反省したであろう」

　プリエラが言うと、子供達もピタッと動きを止める。

「うむ、苦しゅうない。私が覇は権けんをとった暁あかつきには、それなりの地位に取り立ててやるからな！」

　絶対意味はわかっていないが、子供達は無む邪じや気きに頷うなずく。

〈黒こく宵しよう街がい〉の片かた隅すみで、すでに小さな王国が育ちつつあった。

「よ～し、さっきの続きだ。向こうへ行こうではないか！」

　プリエラが元気よく駆け出すと、子供達もそれに続き、小さな人ひと影かげが波打っていく。

　ようやく嵐あらしが過ぎ去り、琉妃は肩かたを回しながら溜ため息いきを吐つく。

　何だか、どっと疲つかれた。

　末すえ恐おそろしきはプリエラのカリスマ。

　とりあえずうまくやっているようだし、放ほうっておいて大だい丈じよう夫ぶだろう。

　というか、もう関かかわるのはこりごりだ。

　早く帰ろう──そう思ったとき、ふと広場の中央に子供達が集まっていることに気づいた。

　子供達の輪の中に、一人の青年が立っている。

　中々の美男子で、軽けい妙みような語り口を用いて、子供達の歓かん心しんを買っているようだった。

「さて皆みんな、鏡を見たことはあるかな？」

　青年の問いかけに、あちこちから「あるー」という歓声が飛ぶ。

　彼は満足げに頷き、さらに問いかけていく。

「では、鏡を見ると、そこには何が映るかな？」

　今度は、「自分」「自分の顔ー」という歓声が飛ぶ。

　青年はまた笑みを深くするが、今度は頷かずに首を左右に振る。

「違ちがうなあ……そうじゃない。映っているのは確かに君達。でもね、それだけじゃあないんだよ？」

　子供達は、皆首を傾かしげた。

　互たがいに囁ささやき合い、「何が見える？」と訊きき合い始めた。

　そのやりとりを遠目で見ていた琉妃は、どこか違い和わ感かんを覚えていた。

　子供を相手にする大道芸人の類たぐいは、たまに目にする。

　投げ銭などは期待できないが、話題作りにはもってこいだ。評判が高まれば、後々の収入に繋つながる。

　ルイヤが基本的に領地への人の出入りを束そく縛ばくせず、節度を守れば往来での芸も特段咎とがめはしないので、琉妃も何度か旅一座や大道芸人の類は見かけてきた。

　だが、今広場に佇たたずむ青年は、そんな者とは毛色が違った。

　服装も容姿も──気品がありすぎる。

　琉妃の懸け念ねんをよそに、青年の語りは続き、子供達を引き込んでいく。

「鏡とは、覗のぞく者の全すべてを映し出す。体や顔だけではなく──時には心をも。君達の心も映してあげよう。さて、何がいいだろうか？」

　半信半疑のまま、子供達は青年を注視する。

　青年はどこか見下すような笑みを浮うかべたまま、何か思いついたように手を叩く。

「では、こういうのはどうかな？　そう、君達が今までで一番怖かったもの。思い出すと、今でも震ふるえてしまうほど、怖こわいもの。見てみたくないかな？」

　子供達は、首を傾げたまま、戸と惑まどっている。

　嘲あざけるように青年は笑う。

「おやおや、怖いのかな？　皆、怖がりなのかな？」

　恐きよう怖ふに敏びん感かんな子供達は、心の深しん奥おうを射い貫ぬかれ、押おし黙る。

　だが、一人の少女だけはそれに異を唱えた。

「馬鹿にするな！　私には怖いものなどない。子供だと思って、甘あまくみておるな？　お前こそ、ペテンではないのか？」

　悠ゆう然ぜんと腕うで組ぐみして抗こう議ぎしたのは、プリエラだった。

　彼女もまた、青年を取り囲む子供達の輪に入っていた。下しも僕べ──もとい、友人達も同様だ。

　ガキ大将的な彼女の存在に触しよく発はつされ、子供達も野次を飛ばす。

　怖くなどない、見せられるものなら見せてみろ、そんな声が高まっていく。

　青年は満足げに頷き、プリエラを見つめながら、微笑ほほえむ。

「勇ましいお嬢じようさんだ。それでは、見せてあげよう」

　青年が両手を掲かかげた。

　両方の手のひらには、女性が使う手鏡が貼はりついている。持ち手はなく、手の甲こうに回したバンドで固定されていた。

　形は真円を描えがき、鏡面の見事な煌きらめきから、かなり値の張る品と推測できる。少なくとも、一いつ般ぱん的な平民が手にできるような代物ではない。

「さあ皆、唱えてごらん。鏡よ、鏡、と」



「「鏡よ、鏡」」



　終わった世界から伝わる、古い御お伽とぎ噺ばなしで語られたフレーズが、広間にこだまする。

　鏡の前で、かつてある女性がこの世で最も美しい女の姿を問うた。

　自らの名を呼ばれることを期待したその女性は、鏡が義理の娘むすめの名を述べたことに逆上し、娘殺しへ走ることになる。

　そして今、子供達は鏡に新たな問いを投げかけた。



「「今までで一番怖かったものは何？」」



　青年の両手で、一対の手鏡が光を放つ。

　その瞬しゆん間かん、琉妃ははっきりと認識した。

　抑おさえられてはいるものの、主から常に流れ出すものを。

　本能の奥深くに植えつけられた、服従心を喚かん起きするものを。

　すなわち──貴族の気配を。

「ダメ……それを見てはダメ!!」

　叫さけびは、もう遅おそかった。

　手鏡の鏡面に、角と蝙蝠こうもりに似た翼つばさを備えた異形の獣の紋もん章しようが浮かぶ。

　それが子供達の網もう膜まくに焼きついたとき、彼らは願ったものを確かに「見た」。

　青年の鏡は、彼らのまだ短い人生の中で、最も恐おそろしかったものを、映し出した。

「ひぃっっ…………」

　複数の子供が、頭を抱かかえてその場に蹲うずくまった。

　ある者は泣き出し、ある者は自分を抱だき締しめて震え、ある者は親の名を叫ぶ。

　外傷こそ負ってはいないものの、その幼き心に、どれだけの傷が刻まれたかは、泣き叫ぶ声ですぐにわかった。

　しかし、例外が一人いた。

　ただ一人、プリエラだけが片手で頭を押さえながらも、立っている。

　その瞳ひとみには、明確な怒いかりが宿っていた。

「貴様……何をした？　よくも……よくももう一度見せてくれたな、この私に母様の死に様を!!」

　プリエラもまた、青年の手鏡にこれまでの人生で最大の恐怖を見た。

　忘れられない光景、そして二度と見たくなかった母親の死に様を。

「これはこれは……平気なんだ？」

「平気ではないさ…………よくも…………こやつらをどうした!?」

「見ての通り。望んだ通り、これまでの人生で見た、一番怖いものを見せただけだ。鏡が映し出すのは、その人間の全て。その人間の真実。ゆえに、誰だれも僕ぼくの《双忌魔鏡デユアルリフレクター》からは逃のがれられない」

　にこやかに笑う青年には、自分の所業に対する罪悪感など欠片かけらも無かった。

　目的はただ一つ──短い人生とはいえ、その中での最大の恐怖に直面しても、己を保てる者を、平民離れした子供を炙あぶり出すため。

「見ーつけた♪」

「貴様は…………」

「貴族ね？」



    

  
    
      　プリエラを庇かばうように、琉妃が進み出た。

　すでに戦せん闘とう態勢に移り、完全に相手を敵視している。

「おやおや、ずいぶんと色っぽい娘こだね。闇黒卿ダークロードの下しも僕べかな？」

「琉妃・リディアーノと申します。主人の領民に対するこの仕打ち──看過できませんわ」

「あ、そう。僕は鏡子爵ミラーヴアイカウント、エスペリオ＝レイ・リベルタ。面めん倒どうだが、仕事でね。邪じや魔まは困る。もっとも、お相手してくれるのは大だい歓かん迎げいだが？」

　肉欲を隠かくさず、エスペリオは舌なめずりをした。

　琉妃は嫌けん悪お感かんを露あらわにし、唇くちびるを歪ゆがめる。

　時にルイヤが見せるものとはまるで違う、ただ品性の欠けつ如じよした、平民を見下すことしかしない下げ劣れつな仕草。

　こんな相手なら、容よう赦しやなく戦やれる。

「《武装アームズ》！」

　その名を呼ぶと、彼方かなたからカードが飛来した。甲かつ冑ちゆうの絵え柄がらから、瞬時に銀の装そう甲こうが飛び出し、琉妃の細ほそ腕うでを覆おおう。右手と一体化した籠こ手てからは、鋼の鞭むちが飛び出し、伸しん縮しゆく自在に舞まい、敵を捕とらえる。

「ほう……やる気なんだね、平民風情が？　身分をわきまえろ」

「私はあくまでルイヤ様の下しも僕べ。人の領地で無法を行う貴族には、制裁を与あたえることも許されているわ」

　ピシッと風を切り、鞭が大きく地面を弾はじいた。

　エスペリオは悠然と琉妃達に近づく。

　貴族と下しも僕べの戦いが、始まる。





「………………」

　起き床しようは、予期せぬ物音ゆえだった。

　ベッドから起き上がらず、ただ、白はく皙せきの繊せん手しゆだけがベッドの横のナイトテーブルに伸のびる。

　そこが、《禁忌の断章アスルデツキ》の就しゆう寝しん中の定位置。

　触しよつ感かんから、すでにカードケースがひとりでに展開したことはわかる。先ほど聞こえた駆く動どう音から、カードが一枚飛び出していったこともわかる。

　そして自分以外に唯ゆい一いつデッキを繰くることを許した下しも僕べが、どういう状じよう況きよう下かでカードを呼ぶかも想像がついた。

　銀の前まえ髪がみを掻かきあげ、白皙の貴族は覚醒する。

　白い裸ら体たいが服を纏まとい、王威の封具インペリアルギフトと共に家を出たのは、それからすぐのことだった。





「ハッ！」

　鞭がしなり、エスペリオの顔面を強きよう襲しゆうした。

　領地によっては今なお残る鞭打ちの刑けいは、時に死者が出るほど苛か烈れつなものだ。

　まして琉妃の鞭は鋼の強きよう靭じんさと革のしなやかさを併あわせ持った逸いつ品ぴん、間合いの掴つかみにくい武器は、容易に肉を裂さき骨すら砕くだく。

「無む駄だ♪」

　貴族特有の嘲ちよう笑しようを浮うかべ、エスペリオは顔の前で手のひらを向かい合わせる。

　両手にはめられた《双忌魔鏡デユアルリフレクター》は、それぞれが互たがいを映し出す「合わせ鏡」となり、鏡の奥に鏡の連れん鎖さが続く。

「鏡」を司つかさどる青年の手により、不ふ吉きつを呼ぶと言われる合わせ鏡の伝承は真実となる。

「来い」

　鞭が到とう達たつする瞬間、琉妃は二つの鏡を分かつ虚こ空くうから、異形の影かげが這はい出るのを見た。

　二つの鏡のいずれかから──あるいは両方、いや、どちらでもなく、ただ唐とう突とつに出現したのかもしれない。

　エスペリオの両手の隙すき間まから這い出たその影は、彼の紋章と同じく蝙蝠の意い匠しようを持つ羽と、山や羊ぎに似た二本の角を具そなえていた。

　人に仇あだなす古いにしえの存在、「悪あく魔ま」と呼ばれたものを戯ぎ画が化した影は、一瞬だけ具現化し、琉妃の鞭をあっさりと弾き返した。

「そんな…………！」

　威い力りよくは充じゆう分ぶんだったはずだ。速度も申し分ない。当たれば、貴族とて無事では済まない。

　目を凝こらして奇き怪かいな回かい避ひの謎なぞを探るが、もうあの影は消えていた。

「どうだい、僕の使い魔まは？」

　余よ裕ゆうを振ふりまき、エスペリオは不敵に笑う。優位性を誇こ示じするように、手のひらの鏡を琉妃にかざし、その美び貌ぼうを映し出す。

「合わせ鏡の伝承は知っているかな？　特に夜にしてはいけない。見たものの不幸や死を映し出すから。それは時に異界と繋つながり、悪魔を呼び出すから。我が使い魔のカスレフティスは、合わせ鏡の悪魔。その速さ、見切れるかな？」

「………どうかしら!?」

　敵に対する回答は、連打だった。

　鞭は自在に軌き道どうを変え、四方からエスペリオに迫せまる。

　風を切り、地を弾き、打だ撃げきと斬ざん撃げき、両方の特性を備えた凶きよう器きが若き貴族を狙ねらう。

　だがそれは──ことごとく使い魔に弾かれる。

　ピシィッと激げき突とつのダメージを想像させる強きよう烈れつな破は裂れつ音が幾いく度ども周囲を駆かけ巡めぐる。

　だが、当たりはしない。

　エスペリオに鞭の脅きよう威いが及およぶ瞬間、合わせ鏡の狭はざ間まにカスレフティスは顕けん現げんし、琉妃の鞭を弾き返す。

「クッ…………」

「迅はやいだろう？　それが僕の使い魔の取とり柄えでね。どうだい、そろそろ諦あきらめて……ゆっくりお茶でも」

　お茶で済ます気は毛頭ない、嫌悪感を抱いだかせる淫いん靡びな口調で青年は近づく。

「この…………！」

　右手を横よこ薙なぎの姿勢で振り、そのイラつく顔を跳はね飛ばす勢いで鞭が飛ぶ。

　だが、再び使い魔に弾かれる。

　これまでよりも大きく、一瞬制せい御ぎよが間に合わないほど、高く鞭の先せん端たんが宙を舞う。

　しまった、と思ったとき、エスペリオはもうすぐそこにいた。

「少し…………痛い目に遭あった方がいいね」

　貴族は、嗜し虐ぎやく的な快楽に唇を歪めた。

　その両手に光る手鏡は、もう合わせ鏡の姿勢をとっている。防ぼう御ぎよのためではなく、攻こう撃げきのために、今そこから魔が這い出す。

　眼前で見ても、その速度ゆえに、輪りん郭かくはおぼろげだった。

　実体のない、影のような存在感で飛び出す異形。

　ただ、本能的に恐きよう怖ふを喚かん起きする魔性が視界を灼やく。鞭を弾いたその速度で、自分に突つっ込こんでくる！



「どけ」



　背後から響ひびく、聞き慣れた声。

　振り向く間もなく体が後ろに引かれ、替かわって漆しつ黒こくの衣服に身を包んだ主が躍おどり出でる。

　優ゆう雅がに体を旋せん回かいさせ、遠心力を乗せた回し蹴げりが合わせ鏡の悪魔に叩たたき込まれた。

　接せつ触しよくの瞬しゆん間かんは短く、敵はすぐに退散し、姿を消した。

　ヒュゥッと口笛を吹ふき、エスペリオは後退した。

「おやおや、領主様のお出ましか。初めまして、闇黒卿ダークロード」

　慇いん懃ぎん無礼に一礼するエスペリオ。

　琉妃を庇うように進み出たルイヤは、眩まばゆい銀ぎん髪ぱつを掻きあげ、寝ね起おきの気だるさをそのままに言う。

「御ご託たくはいい…………噂うわさは聞いている、鏡子爵ミラーヴアイカウント。何な故ぜ俺の領地に来た？　何故領民やつらを攫さらった？」

　領主の責務として、ルイヤは冷厳たる口調で問う。

　しかし、対するエスペリオは拍ひよう子し抜ぬけするほど平然と応こたえた。

「新しい城を手に入れてね。だが、センスが悪い。外観はさておき、さすがに内装は直したい。だから使用人を確保した」

「は…………？」

　ルイヤと琉妃は、共に顔を見合わせた。

　何を言っている、コイツ？

「……それだけか？」

「それだけだよ。他ほかに何がある？」

　子供のように無む垢くな表情で、エスペリオは首を傾かしげる。

　演技ではなく、本当にルイヤ達が何に憤いきどおっているのかわからないのだ。

「……なるほど、そういう奴やつらか。腐くさった貴族と呼ばれる理由がわかってきた」

「君もそういうことを言うのかい？　貴族は平民を従えるためにいる。こき使って何が悪い？　僕らは選ばれた存在だろう？」

「それが人の領モ民ノであっても、か？」

「ああ……そういえばそうか」

　今初めて思い出したように、エスペリオが天を仰あおぐ。

　だがそれも一瞬、小こ馬ば鹿かにしたような笑みを浮かべ、傲ごう慢まんに言い放つ。

「いいだろ、平民の二、三十人。ケチケチしないで、さ」

　罪悪感など微み塵じんもない発言に、ルイヤと琉妃は彼らが貴族間でも疎うとまれる理由を実感した。

　そしてルイヤの周辺には、今もって恐怖に怯おびえる子供達が散乱している。

「おいガキ共」

　領主のお言葉に、幼き領民達は恐怖も忘れ、反応した。

　全ての貴族が持つ平民への威い圧あつ感かんは、長く支配する領地においては余計に威力を増す。

　懇こん願がん、憧どう憬けい、畏い怖ふ──様々な感情の絡からみ合った視線が、白皙の領主に注がれる。

　そして今、領主の繊手は展開したカードケースから一枚のカードを抜ぬき出し、高く頭上に掲かかげる。

　そのカードは先の“〝決闘デユエル”〟で得た新たな手札──ナンバーＸ《月蝕イクリプス》。

　それは煌こう々こうと光る満月が闇やみに侵しん食しよくされ、ただ円の輪郭だけが妖あやしい光を放つ図ず柄がら。

「試すにはいい頃ころ合あいか。幻げん想そうから解き放たれろ」

　発動と共に、《月蝕イクリプス》は光を放った。

　辺り一面を照らす閃せん光こうではなく、蛍けい光こうにも似た穏おだやかな妖よう光こうが周囲に充じゆう満まんしていく。

　エスペリオはしばし様子を窺うかがっていたが、子供達の顔から恐怖が消え、この年とし頃ごろのみに許された天てん真しん爛らん漫まんな表情が戻もどることで、カードの効力に気づいた。

「まさか……精神攻撃の解除？」

「その通りだ。俺自身には使えないが、こういうときには役に立つ」

　ルイヤは、トントンとカードの角でこめかみの辺りを叩く。

　かつて、このカードの元となった月光男爵ムーンバロンの力に領民を煽せん動どうされたこともあったが、「月」の力を取り込み己の闇い色ろに塗ぬり替えた今、新たな手札は領民にとって救いの御み手てとなった。

「なるほどね……まさに、僕らにとっては天敵だな」

　対たい抗こう策を練るエスペリオに構わず、ルイヤは両手をポケットに入れ、無造作に近づく。

　敵の使い魔を考えれば、無む謀ぼう極まりない行動──だが、それを見守る琉妃は、主の決意を見み抜ぬいていた。

　激突は一瞬、「居合い」と呼ばれる古き東方の剣けん術じゆつのように、使い魔が出現した瞬間蹴けり殺す。

　一見無防備な立ち姿は、鞘さやに納められた鋭い刃やいばに等しい。

　寄らば斬きるならぬ、寄らば蹴る。

　それが闇黒卿ダークロードの流りゆう儀ぎ。

　エスペリオも近づくルイヤに鬼き気き迫せまるものを感じ取ったのか、姿勢を変えた。

　両手をルイヤにかざし、一対の手鏡が白はく皙せきの貴族の姿を映し出す。

「何のまねだ？」

「見ての通り、君を写しているのさ。君の全てを……写し取る」

　刹せつ那な、《双忌魔鏡デユアルリフレクター》が光を放つ。

　次にルイヤと琉妃が目を開けたとき、彼らは共に視界を疑った。

　鏡を司つかさどる貴族はもういない。

　代わりに、白皙の貴族が立っていた。

　向かい合う、漆黒の二人。

「ルイヤ様が…………二人!?」

　琉妃は、二人の主を交こう互ごに見比べた。

　寸すん分ぶん違たがわず、同じ姿。

　この世に二人といないであろうそのゾッとするほど白い肌はだも、何者にも負けない着こなしの黒い服も、眩まばゆく煌きらめく銀髪も、全てが瓜うり二ふたつ。

　その立ち位置から、かろうじて本物はわかる。

　自分を背に歩いていった彼こそが、本物には違ちがいない。

　では──その彼の先にいる、もう一人の彼は!?

「驚おどろいたかい、僕の写コしピ身ー？」

　偽いつわりのルイヤが愉たのしげに言う。

　その声は、紛まぎれもなくエスペリオのもの。

　白皙の貴族の姿を借りながらも、その内側に潜ひそむのは、あくまでも鏡子爵ミラーヴアイカウント。

「その封具ギフトで映した存在の姿を、我が身に写しとる、か。ペテンだな」

　視界に揺ゆれるもう一人の自分にも、ルイヤは動じていない。

　さしたる感かん慨がいは抱いだかず、ただ進む。

　エスペリオもまた、悠ゆう然ぜんと歩を進める。

　共にかたどる姿は同じ。

　ゆえに、激突の体勢は決まっていた。

　間合いに入った瞬間、お互たがいの目が見開かれる。

　そして、それぞれの足が宙を舞まった。

「あ…………」

　琉妃が目もく撃げきしたのは、鏡写しの戦せん闘とうだった。

　誰だれしもが鏡の前で行ったことのある遊ゆう戯ぎ。

　右の拳こぶしを突き出せば、鏡像の自分は左を突き出す。

　追い抜こうといくら繰くり返かえしても、全て相打ちとなってしまう互ご角かくの戦い。

　終わり無き輪ロ舞ン曲ドを、二人の貴族が奏でる。

　ルイヤが放つのは、左ひだり脚あしを軸じく足あしとした、右脚での上段回し蹴り。

　当たれば首の骨をへし折る一撃を迎むかえ撃うつのは、エスペリオの鏡写しの一撃。

　右脚を軸足とした左脚での上段回し蹴りが、ルイヤを襲おそう。

　速度も、角度も、全てが寸分違わぬ一撃は当然の如ごとくぶつかり合い、重なった靴くつ先さきが乾かわいた音を立てる。

　双そう方ほうとも衝しよう撃げきに弾はじかれ、後方に跳とぶ。

　ルイヤは軽く右脚を振ふり払はらい、エスペリオもまたルイヤの姿を留とどめたまま、左脚を軽く振る。

「わかってもらえたかな、君の全てはもう写した。鏡像に抗あらがう無意味は知っているだろう？　まだやる気かな？」

　ルイヤは無言のまま、もう一度回し蹴りを放つ。

「無意味な…………」

　先ほどとまったく同じ軌き道どうの蹴り。エスペリオは嘲ちよう笑しようと共に鏡写しの一撃を返すが、今度は互角とはいかず──ルイヤに弾き返される！

「何…………!?」

「鏡像と言ったな。ならば、所詮は光の反射の産物。同速に見えるが、お前の動きは俺より光速分だけ遅くなる。だが、本気の俺の蹴りは──光より迅はやい」

　傲ごう岸がん不ふ遜そんに言い放つルイヤ。

　自身の発言を微塵も疑わぬ揺るがぬ自信──が、次の瞬間相そう好ごうを崩くずして肩かたを竦すくめる。

「なんて、な。別に光より迅くなくても、こんなペテンはすぐ破れる。相手の技をまねる、そんな便利な技があれば、お前達は領地を放ほう逐ちくされたりなどしない。お前はただ、俺の姿を写し取っただけ。実際に蹴けったのはお前自身。だから、蹴りの威い力りよくもお前のものだ」

　つまらなそうに言い当てられ、エスペリオは肩を竦めた。もうその姿は本来のものに戻っている。

「よくわかったね。どうして？」

「俺の蹴りの威力は、俺が一番よく知っている。互角の打ち合いになれば、こちらもただじゃ済まない。お前の蹴りは軽すぎた」

「そりゃあね……苦手なんだよ、そういうの」

「それはそれは」

　無表情を崩さず、ルイヤはエスペリオの頭上から踵かかとを振り下ろした。

　回かい避ひの余よ裕ゆうはなかったが、踵は空むなしく振り下ろされ、無人の地に突つき刺ささる。

「ざ～んねん」

　エスペリオは揶や揄ゆするように再び肩を竦める。彼が佇たたずむのは、ルイヤが蹴った位置のやや後方──下がって躱かわしたわけではなく、最初からそこにいた。

　ルイヤもまた、距きよ離りを見誤ったわけではない。

　エスペリオは確かに蹴りの当たる位置にいた。ただし、偽りの彼が。

「鏡像か…………」

「そ。僕は指定した場所へ一時的に自分を写し出せる」

　エスペリオの手で、妖しい光を放つ《双忌魔鏡デユアルリフレクター》。

　ルイヤもまた、腰こしのカードケースに手を伸のばす。

　前ぜん哨しよう戦せんは終わり、貴族同士の争いは苛か烈れつさを増す。

　ルイヤの細く白い指先がカードを引き抜き、札技コンボを繰り出さんとする。

　身構えるエスペリオ。

　しかし、新たな戦いは可か憐れんな少女の一声で制された。

「やめい、闇黒卿ダークロード」

　場を収めるかの如く、プリエラの声が響ひびき亘わたる。

　腕うで組ぐみをしながら戦闘を注視していた彼女だが、ここに来ていきなり口を挟はさんできた。

「どういうつもりだ、クソガキ？」

「そやつの目的は私だ。そうであろう？」

「ああ…………そういえば…………そうでした」

　今思い出したかのように、エスペリオは頷うなずく。

　他意の無い顔からすると、本当に忘れていたらしい。

　その様子にルイヤは違い和わ感かんを覚えるが、プリエラは構わず続ける。

「私が目的だとして、どうすればよい？　お主についていけばよいのか？」

「ええ、まあ。え～っと、来て頂けますか、王女様？」

　敬語になれていないのか、エスペリオの口調はぎこちない。

　目的だったくせに、どうもやる気が感じられないというか、形式的に言っているようにも思える。

　プリエラは小さく頷き、エスペリオの元へ臆おくせず歩いていく。

「では、私を連れていけ。それで全て終わりだ」

「…………ですね。よかった、手間が省けて」

　降ふって湧わいた幸運を、享きよう楽らく的な貴族はあっさり甘かん受じゆした。

　当然、ルイヤは険しい顔でプリエラを見つめる。

「クソガキ…………」

「誰に口をきいている？　王族の命令だ。下がっていろ」

「ちょっと…………！」

　今度は、琉妃が進み出て口を挟む。しかし、プリエラは揺るがない。諭さとすように言い放つ。

「闇黒卿ダークロードが、この男に負けるとは思っておらぬ。だが、何事もなく終わるとも思えぬ。ここには、足あし枷かせが多いからな」

　プリエラの視線は、子供達に注がれていた。

　年とし端はもいかぬ彼らが貴族の戦いに巻き込まれれば、そこにはただ悲劇しか残らない。

　かつては、自らもそこに組み込まれた一人だ。

「この男は、都合が悪くなれば、すぐにこやつらに手をかける。そういう男だ。無益な殺生も、不条理な行動も厭いとわぬ。そういう輩やからだ。だからこそ、お前もこやつらに逃にげろとは言わなんだ。こやつらの存在は、奴やつにとっての保険だからな。下手に逃がせば、即そく手にかけるか、人質にとっていたことだろう」

「信用ないんだな、僕って」

　エスペリオが苦笑めいた笑みを浮うかべる。

　その目に宿る酷こく薄はくな光を見れば、プリエラの言葉が真実なのは誰でもわかる。

「あちらから招いているのだ、危険はなかろうさ。私に危害を加えるならもっと別の手を使うはずだしな。ここは退ひけ、闇黒卿ダークロード」

　その小さな体のどこに、と思わせる威い厳げんに満ちた声。

「私は自分で戻もどってくる。余計な手出しはするな。来るなよ、絶対来るなよ？」

　子供に言いい含ふくめるように、念ねん押おしして彼女は言う。

　ルイヤも琉妃も、反論できない。そうできないだけの圧力が、若き王女の全身から放たれていた。

　プリエラはそれ以上二人を見ようとせず、エスペリオの下へ赴おもむく。

「ではつれていけ、鏡子爵ミラーヴアイカウント」

「ええ、行きましょうか」

　エスペリオの手が動く。

　ルイヤが一いつ瞬しゆん、前に出る。琉妃もまた、何事か言いかけた。

　だがそれより先に、小さくて苦しげな声がプリエラの動きを止めた。

「プリエラ、ちゃん………………」

　その場の全すべての視線が、蹲うずくまる一人の少年を捉とらえた。

　歳としはプリエラより一、二歳下、最年少格で、この場で最も弱々しく小さな存在。

　そんな少年が、涙なみだを浮かべてプリエラにその小さな手を伸ばしている。

　プリエラの瞳ひとみに逡しゆん巡じゆんの色が浮かぶ。

　その手を握にぎり、元気づけてやれば、恐きよう怖ふはいずれ消えるだろう。

　だが、今はそれをしてやれない。

　だから、ただいつものように元気な笑顔を向け、いつものように別れの言葉を言う。

「大だい丈じよう夫ぶだ。また明日あしたな」

　プリエラが小さく手を振ると、少年も小さく頷く。彼女の言葉は、それだけで少年の心に希望を灯ともした。

「行くぞ」

　何かを振り切るように、強い口調でプリエラは言った。

「はいはい」

　気だるげに言い、エスペリオはプリエラに右手の手鏡をかざす。その瞬間、少女の体は鏡に呑のまれた。

　水面に身を投じるように、頭から鏡に吸い込まれ、姿を消す。

　鏡の面積も厚みも無視した行いに、琉妃が目を剥むく。

「それじゃ♪」

　目的は果たしたと言わんばかりの勝利の笑みを浮かべ、エスペリオも左手の鏡を自らにかざす。途と端たん、彼の体も手鏡の中へ消えていく。

　二人を吸い込んだ手鏡そのものも忽こつ然ぜんと消失し、後にはただ、ルイヤと琉妃、そして子供達だけが残される。

　ルイヤは無言のまま、その場に立ち尽つくしていた。

　琉妃もまた、かける言葉を持たず、ただ立ち尽くす。

　それでも何かを口に出しかけたが、主の抑よく揚ようのない声に阻はばまれた。

「もう日も暮れる。このガキ共の親を呼んでこい」

「あの…………」

　手っ取り早い方法を告げ、ルイヤはそのまま両手をポケットに入れ、その場を後にした。

　物言わぬ背中は一切の干かん渉しようを拒きよ絶ぜつし、琉妃にも何も言わせない。

　無表情を貫つらぬく白はく皙せきの貴族は今し方の別べつ離りの余よ韻いんを一切留とどめず、闇やみ色いろの瞳もまた、その深しん奥おうで宿る感情を一切晒さらさない。

　街に大輪の花のような笑顔を振りまいた王女は消え、後に蟠わだかまるのは闇だけ。

　その名にふさわしき時刻を迎むかえる〈黒こく宵しよう街がい〉の雑ざつ踏とうに、白皙の領主は音も無くその身を溶とけ込ませた。





　仄ほの暗ぐらいその場所は、広大な書庫のようだった。

　幼い背のはるか高みをいく無数の本ほん棚だなが立ち並び、その圧あつ倒とう的てきな蔵書の量と古いにしえの知識がかもし出す存在感で来訪者を圧倒する。

　立ち込める空気は、古こ紙しの持つ独特の臭しゆう気きに毒され、ひどくクセがあった。

　換かん気きは皆かい無むに等しく、窓も見当たらない。

　広大な空間を照らすのは、ところどころに設置された燭しよく台だいに灯るロウソクだけ。

　ロウソク自体も芳ほう香こうを放つ類たぐいのもので、仄暗い書庫は複数の香かおりが入り混じった異様な空間と化していた。

　そのどこか現げん実じつ離ばなれした幻げん想そう的な空間を、プリエラは臆さず進む。

　エスペリオの封具ギフトに吸い込まれた後、気がついたら一人きりでこの場所にいた。

「案内無しとは気にくわぬな。私を誰だれだと思うておる？」

　愚ぐ痴ちを零こぼしつつ、プリエラは書庫の通路を進む。

　視界に入る数あま多たの本は、ヒマ潰つぶしで読書にふける白皙の貴族を思い出させる。

　思えば、彼も時折こんな暗い場所で本を読んでいた。

　灯あかりをつけていない自室や居間で、眼鏡めがねをかけて平然と読書に励はげむ。

　ロウソクすら灯さず、せいぜい月明かりだけが頼たよりなのに、その闇色の瞳は一切ぶれることなく文字を捉えていたのだろう。

　香料を含んだロウソクを頼たよりに、香りを纏まといながらページを繰くる白皙の美青年──というのも絵にはなるのだろうが、あの男に無む駄だな香りなど不要だ。

　男のくせに体たい臭しゆうは皆無、四六時中あの格好なのに汗あせはかかず、憎にくらしいぐらいの美び肌はだもなめらかさを失わない。

　白と黒のコントラストに彩いろどられた貴族は、この暗い場所でもその姿をありありと浮かばせることだろう。

　そしてこう言う。

　何を見ている、クソガキ、と。

「誰がクソガキだ」

　空想に対して小言を言うと、プリエラの顔が少しだけ綻ほころぶ。

　だがそれは一瞬のこと、すぐに自分の現状に思いを馳はせ、硬かたい顔で歩を進めていく。

　ロウソクの香りが強まり、徐じよ々じよに出会いの近いことが実感できた。

　いる。

　この書庫の深奥に。

　自分と同じ存在が。

　プリエラは足を止めた。

　視線の先には、本棚に挟まれる形で女性がいた。

　本を積み上げて椅い子す代わりにし、脚あしを組んだ優ゆう雅がな姿勢で読書に励んでいる。

　周囲には数多の本が積み上げられ、小規模な塔とうを形成している。本棚に囲まれ、本の塔に囲まれ、複数の燭台の灯りを頼りに、彼女の怜れい悧りな視線はページにしたためられた文字を追う。

　知的な顔立ちは非常に整っており、欠点が無いのが欠点と言えるほどの美び貌ぼうだ。琉妃にもひけをとらない。年ねん齢れいは十代後半、無造作に腰こしまで伸のばした見事な黒くろ髪かみは人目を惹ひき、年齢離れした知性に魅み了りようされる。

　だが性的なイメージはほとんど感じさせず、男女問わずただ「きれい」という純じゆん粋すいな形容詞しか思い浮かべられない。華きや奢しやで細身の肢し体たいも、情欲よりは普ふ遍へん的な「美」への憧どう憬けいを抱いだかせる。

　本人もさして異性の視線には興味がないらしく、服装も味気ない紺こんのレディーススーツで、男装の麗れい人じんといった表現がぴったりはまる女性だ。

「参りました」

　プリエラの言葉に、女性の手がピクリと動く。

　だが彼女はプリエラを見ようとせず、なおもその手はページを繰り、目もただ文字のみを追う。

　彼女が顔を上げたのは、その本を完全に読み終えてからのことだった。

　すでにほぼ読み終えていたため、さほど待たせることもなく彼女はプリエラと対たい峙じした。

　二人の目が合う。

　プラチナブロンドの可か憐れんな少女と、黒髪で能面のような無表情の女性。

　後者はチェーン付きの金きん縁ぶちの眼鏡をかけ、値ね踏ぶみするようにプリエラを見み据すえる。事象の深遠を読み取らんとするその瞳には、無言の圧力があり、威厳があった。

　智者、と呼ぶ者がいれば、まさにこの女性なのだろう。

　本人の感情はどうあれ、ともすれば常に冷たく見える容貌だが、プリエラに吐はかれた言葉は、思いの外やさしかった。

「よく来たね」

　彼女はそう言った。

　プリエラは小さく頷うなずき、スカートの裾すそをつまみ上げ、一礼する。

「お招きに与あずかり、光栄です。お初にお目にかかります、お姉様。私はプリエラ＝シェヴィート・マムラハー」

　一歩も引かず、作法に則のつとりプリエラが応こたえる。

「もう、わかっていたんだね、妹よ？」

「ええ。よろしければ、お聞かせ願えませぬか？　お姉様のお名前と──私を招いた理由を？」

「いいとも。私はレギーナ＝シェシェット・マムラハー。王族が第六子──君とは、最も近い姉妹だ」

　姉の貫かん禄ろくを見せるように、レギーナは微び笑しようした。

　ミドルネームこそ違ちがえど、共に同じ姓せいを持つ二人。

　生まれ落ちた家の姓とは違う──本来の身分に覚かく醒せいした瞬間、脳に流れ込んできた「姓」こそが、彼女達を繋つなぐ絆きずな。

　六子と末子、最も歳近き王女二人。

　互たがいに殺し合う過か酷こくな運命を背負った姉妹が、今相あい見まみえた。





　それは、夢と呼ぶにはあまりに鮮せん明めいで、あまりに脚きやく色しよくのない、ただの「過去」だった。

　昏くらい牢ろう獄ごくに差し込んだ唯ゆい一いつの光。

　差し出された温かい手。

　渡わたされたカードケース。



　──デッキを完成させろ。



　先か代れはそう言った。押しつけではなく、あくまでもその幸せを願って口にした言葉。

　だが、先か代れの心臓が“〝王ヤツ”〟によって抉えぐり取られたとき、それは何としても実現すべき遺言と化した。

　思い出すたびに憎ぞう悪おが再確認されるが、眠ねむりの安らぎは乱されない。

　終わりにはいつも先代の最期の言葉が響ひびき渡り、精神を闇やみに堕おちる寸前で引き戻もどす。

　そう、最後は決まってこの一言が脳裏に響く。



　──元気でな、と。



「お目覚めですか？」

　物もの憂うげに目を開いたルイヤに、琉妃はそう問いかけた。

　主は軽く頷くが、枕まくら代わりにしている下しも僕べの太ももから起き上がろうとしない。

　彼は琉妃と共に家に戻ってからすぐ、「寝ねる」の一言で居間のソファーに寝そべり、たまたま枕の位置に座っていた、下しも僕べの太ももに頭を置いた。

　寝ていたのは三十分ほどの間、琉妃はいつものように主の無む垢くな寝顔を堪たん能のうした。

　人は覚えていないだけで、眠る間は常に夢を見ていると聞いたことがあるが、それならばこの人はどんな夢を見ているのだろう？　どんな夢ならば、この人をこんな顔にできるのだろう？

　大体想像はつく。

　多分、自分なんて少しも出てこない。

　きっと、忘れえぬ先ひ代ととの思い出。

　感傷に浸ひたっていると、無ぶ粋すいな横よこ槍やりが入った。

「何、人の顔をじろじろ見ている？　気色悪い」

「べ、別に、そんな…………」

　ルイヤはまだ動かない。何やかんやで気に入っているらしい。

「あの…………鏡子爵ミラーヴアイカウントのこと、は…………」

「………………」

　エスペリオの起こした混乱は、日が暮れる頃ころには終息していた。

《月蝕イクリプス》の効力で子供達は鏡の魔ま力りよくから逃のがれ、迎むかえに来た親達に抱だき締しめられることで、さらに恐きよう怖ふを忘れた。

　忌いむべき恐怖の記き憶おくを見せられたとはいえ、所しよ詮せんは子供──まだ本当の恐怖など知るまい。さらに言えば十年にも満たない生しよう涯がいで見てきたものなどたかが知れているし、この街では過酷な少年時代をおくる者も少ない。

　あえて言えば、君臨する若き領主がそれに当たる。

　仮に彼の過去を他人が追体験すれば、その精神は崩ほう壊かいするだろう。

　いや、ルイヤ自身──すでに壊こわれているのかもしれない。

　だから、今この館に騒そう々ぞうしい子供の姿がなくても、何の変化も見えない。

　対照的に、忠実な琉妃しもべだけが、痛ましい視線を彼に向けている。

「あの娘このこと…………ご心配なのでしょう？」

「別に」

　ルイヤは抑よく揚ようなく語る。

「あのガキはあれで中々知ち恵えが回る。考えなしについていったわけじゃない。少なくとも、当面の間は自分の安全は確保される──そう確信していたはずだ。殺す気ならば、回りくどいまねをせずに、あのときあの場のガキを皆みな殺ごろしにするぐらいのことはしたはずだ。なのにしなかった──あのガキ自身、その理由を確かめたかったんだろう」

　ルイヤもまた、この件の裏に潜ひそむ者の存在を、おぼろげながら感じ取っていた。

　おそらくは、プリエラは彼以上にその気配に気づいていた。

　だからこそ、エスペリオにその身を預けた。

「あのとき、場を収める最も簡単な方法はあれだった。俺はどうも信用されていないらしい」

　やや自じ嘲ちよう気味な言葉に、琉妃は肩かたを竦すくめた。珍めずらしく、主を揶や揄ゆするような動作だ。

「…………何か、間違ってたか？」

「大ハズレです。あの娘こが何であのときああしたか、本当にわかっておられます？」

「………………？」

　顔を覗のぞき込んでくる琉妃に、ルイヤは戸と惑まどいを隠かくせない。

　事の真相を確かめるのと、あの場を無傷で収める──それ以外に何がある？

「本当に、おわかりになりません？」

「肝きもも据すわってるから、怯おびえた様子もなかったな。ガキ共が巻まき添ぞえを喰くわないように、あのガキなりに考えた結果だろう？」

「もちろん、それもあるでしょうね。でも、それだけじゃありません」

「さっぱりわからんな」

　真顔で言う主に、琉妃は今度こそ大きく溜ため息いきを吐ついた。

　この人はいつもこう。人の感情の機き微びには敏びん感かんなくせに、自分に向けられるものについては、鈍にぶいを通とおり越こして何も感じられない。いや、感じることができないのか。

「言いたいことがあるなら、勿もつ体たいつけずに言え」

「別に何も。お一人で考えて下さい」

　琉妃はそっぽを向くが、ルイヤは彼女から目を外さない。

　二人の間に沈ちん黙もくが流れ、どちらかが少しでも近づけばすぐに埋うまる距きよ離りも、けして縮まらない。

　先に音をあげたのは、琉妃だった。

　主は朝まで平気だろうが、自分には無理だ。

「……前々から思っていましたけれど、ルイヤ様はあの娘こに少し甘あまいです」

「そうか？」

「あまり甘やかすと、ロクな大人になりませんよ？」

「母親みたいなことを言うな。お前の方がよっぽど甘い気がするが」

「そんなことはないです…………」

　目を合わさずに琉妃は続ける。言いたいことはこんなことじゃないのに、うまく言葉にできない。

「普ふ段だんならすぐお気づきになるのに……なまじあの娘この自主性なんかを尊重されて、好きにさせようなどと考えるから、おわかりにならないんです」

「はあ？」

「それとも……女心だけには鈍いんでしょうか？」

「ますますわからん…………」

　真しん剣けんに考え込むルイヤ。

　琉妃は少々憤ふん慨がいしながら、たきつけるように言う。

「わからないなら結構です。それならそれで、お好きなようにしてください。あの娘のことなんて関係なく、ご自分がどうされたいかを考えてください」

「俺の好きに？」

「そうです」

　琉妃はルイヤに顔を近づけ、問いかける。

「ルイヤ様は…………どうされたいんですか？」

「俺は………………」

　白はく皙せきの容よう貌ぼうから翳かげが消え、寝顔のときに見せるような、純じゆん粋すい無む垢くな表情が浮うかび上がった。

　全すべてのしがらみを取り去って、後に残ったものがその唇くちびるから吐はき出される。

　琉妃はじっとそれを待つ。

　そのとき、控ひかえめなノックが聞こえた。

　二人は顔を見合わせ、さらに首を傾かしげる。

　もう日は落ちている。緊きん急きゆう時でない限り、まず領民は訪ねてこない。だがその叩たたき方は、どう考えても火急の用事があるとは思えない。

　そもそも、通常ならばより邸てい内ないに響くドアノッカーを叩くはずだ。照明もあるし、見えないはずはない。

　とすると、来訪者の背格好は大分絞しぼられる。

　首を傾げつつ、二人はとりあえず玄げん関かんに向かう。

　扉とびらを開けると、そこには半ズボン姿の子供が立っていた。

　夜に他人の家を、しかも貴族たる領主の家を訪ねるのはさすがに子供でも気が咎とがめるのか、視線はどこかおぼつかなく、恐怖すら感じているように見える。

「何か用か？」

　ルイヤに言われ、ビクッと少年の体が震ふるえる。

　様子を窺うかがうように、上うわ目め遣づかいでルイヤを見ていたが、やがて、意を決して、彼は言った。

「プリエラちゃん…………明日あした、学校来る？」

「……………………」

　ルイヤは小さな来訪者が何者か、思い出した。

　プリエラがエスペリオと共に消えたとき、最後に彼女と言葉を交わした子供。

　多分、普段から仲の良い級友。

「明日もね、一いつ緒しよに遊ぼう、って言ったの」

　ルイヤは無言だった。琉妃も、何も言えずにいる。

「来るよね？」

　念を押すように、少年は言う。

　主に代わり、無難な嘘うそをつこうと琉妃が口を開く。

　それを制して、ルイヤは冷たく言った。

「さあな。もう永遠に行けないかもしれん」

　少年の目に、涙なみだが浮かぶ。だが、流れ落ちはしない。

　幼い心に決意を秘め、彼はルイヤのスラックスの布地を引っ張る。

「そんなの……ヤダ」

「俺にどうしろと？」

「領主様なら…………プリエラちゃん、助けてくれるよね？」

　ルイヤは無言で少年の目の高さまで身を屈かがめた。

　平民を圧あつ倒とうする貴族のオーラは抑おさえてある。それでも、幼い少年にとって、その闇色の瞳ひとみと目を合わせるのはつらいはずだ。だが、彼は逃にげない。

「俺への陳情に来たわけか。だが、勘かん違ちがいしてもらっては困るな。陳情とは、俺が一方的に領民おまえらに施ほどこすものじゃない。俺がお前達の願いに応こたえることは、巡めぐり巡って俺に返ってくる。領地が発展し、税収として俺を潤うるおす。だから、陳情に応えるということはそれなりに合理的だ。だが、ガキのお前は俺に何をしてくれる？」

　傍ぼう観かんする琉妃は、主の嘘を見み抜ぬいていた。

　確かに、陳情にはそんな側面もあるかもしれない。しかし、主は見返りなど求めない。求めたこともない。徴ちよう税ぜいなど微び々びたるもの、それこそ巡り巡って公共事業や匿とく名めいの寄付で領民に還かん元げんしている。

　彼はいつだって一人で厄やつ介かい事を背負い、いつだって孤こ独どくに戦っている。

　だが、眼前の年とし端はもいかぬ少年が、そんな背景を知る由もない。

　だから彼はただ、眼前の領主に報いるべく、ポケットを探る。

　やがて、小さな手がおずおずと献けん上じよう品を差し出す。

　手の上に載のっているのは、包み紙に覆おおわれた、小さな飴あめ玉だまだった。

　無表情のまま、ルイヤはピン、と指でその飴玉を少年の手から弾はじき飛ばす。

　飴玉は高く宙へ舞まい上がり、落ちてくる。

　ルイヤの肩の高さまで落ちたとき、白い繊せん手しゆが鎌かまのように振ふられ、パシッと飴玉を掴つかみとる。

「あのクソガキ…………来るな、と言ったよな？」

　無表情のまま、ルイヤは下しも僕べに問う。

　琉妃は、笑みが零こぼれるのを何とか抑えながら、楽しげに言う。

「言いましたね」

「絶対来るなと言ったよな？」

「言いましたね」

　我が慢まんできず、琉妃の顔が綻ほころぶ。

「……手間のかかるクソガキだ」

　ルイヤもまた、笑みを浮かべながら、ポン、と少年の頭に手を置く。



    

  
    
      「もう遅おそいんだから、ガキは早く帰れ。親も心配しているだろう」

「………………」

　少年の顔は、不安げだった。まだ、明確な言葉を聞いていない。

「明日も──学校だろう？　寝ね不ぶ足そくだと、あのクソガキの体力にはついていけんぞ」

「…………うん！」

　ようやく笑顔を浮かべ、少年は元気に走り去っていく。

　バタン、と扉が閉まった後、琉妃が腕うで組ぐみをしながら、楽しげに横目で主を見る。

「……甘い物、お嫌きらいでしたよね？」

「俺は、俺のやりたいようにやる」

　己のすべきことと、姫ひめ君ぎみの気き丈じような言葉の裏にある感情を見みい出だし、ルイヤは下しも僕べに命を下す。

「出かけるぞ」

「かしこまりました」

　琉妃は微び笑しようしながら、主の後に続いた。



    

  
    
      　第五章　幻想ファントムの城キヤツスル






「お聞かせ願えますか、何な故ぜあのような者を街へ送り込んだのです？」

　プリエラの問いは、質問というより、糾きゆう弾だんに近かった。

　年ねん齢れい差にも動じず堂々と言い放つ妹──姉もまた、物もの怖おじせず、平然と言い返す。

「特に意味は無いよ。私が命じたのは、ただ君をつれてこい──それだけだ。読書が忙いそがしくてね。私は陛下からこの城を与あたえられたが、正直趣しゆ味みではない。この書庫だけは気に入っているがね。ここの蔵書に眠ねむる閉鎖技術バウンドテクノロジーや、世界歴史こそが、私の王族たる特権と言えるだろう」

　口調は穏おだやかであり、敵意は無かった。

　エスペリオの蛮ばん行こうが彼女の意思でないことはわかる。だが、だからと言ってすぐ引き下がるわけにはいかない。

「部下の失態は、そのまま主の不手際です。僭せん越えつながら、もう少し雇こ用ようについては考えられた方がよろしい」

「耳が痛いね。確かに、あの二人を手て駒ごまにしたのは失敗かもしれない。同どう胞ほうからも追われる放ほう蕩とう者ものだけに、庇ひ護ごと城をこの場所以外好きにしていいという条件ですぐ転んだが、どうも使い勝手がよくない。怠たい惰だな上に、手際も悪いようだ」

　買い物に失敗した──そんな印象の言葉だった。ルイヤとプリエラとは違い、その主従の絆きずなは脆もろく、互たがいに信しん頼らい以前にまともな対人関係を築くことをしていない。

「それで済むとお思いか？　王族の争いに貴族が巻き込まれるのは致いたし方かた無いとしても、平民を巻き込む道理はない」

「私とて、君や闇黒卿ダークロードを刺し激げきしたいわけじゃない。二人きりの静かな会談を願ったのも、闇黒卿ダークロードの干かん渉しようを避さけるためだ。私が出向けば、まず彼が牙きばを剥むくだろう。だから、君に来てもらった。面めん倒どうをかけたね」

　レギーナは低姿勢を崩くずさない。常に理知的で、理り屈くつに沿って行動する──そんな意志が見てとれる。

　プリエラも少しだけ警けい戒かいを解き、口調を和らげて本題に移る。

「では──聞きましょう。何故、私と話など？　互いに覇は権けんを狙ねらう身、不意討ちこそありえても、穏やかに話す間あいだ柄がらとは思えませぬが？」

「そう警戒しないでおくれ……とはいえ、君の気持ちもわかる。だから、単刀直入に言おう。組まないか？」

　レギーナが手を差し出す。

　意外な申し出に、プリエラはしばし言葉が継つげない。

　頭を強く左右に振り、思考をリセットしてから、もう一度問い質ただす。

「どういう……つもりだ？」

「そのままの意味だよ。二人で組んで、残りの王族を斃たおす。私達二人が残った後、仮に分割統治がまとまるならそれで良し……と言いたいが、生き残れるのは一人だけ、それが定められた世界の理ことわりだ。とくれば、二人になった後殺やり合えばいい。複数の敵を相手にするより、合理的だと思わないか？」

「………………!?」

　どこまでも意外な申し出に、プリエラは反応できない。

　怪け訝げんな顔をする妹を諭さとすように、レギーナは彼女の知る事実を語り出す。

「王族同士が与えられた力を元に殺し合い、“〝王”〟を決める。それが世界の理だ。だが、実際はそう単純なものじゃない。貴族の“〝決闘デユエル”〟同様、王族の戦いにも陛下が定めたルールが課せられる。いわゆる謀ぼう殺さつや毒殺の類たぐいは、基本的に認められない。王族を殺せるのは王族、もしくは配下の貴族のみだ。ルールを逸いつ脱だつすれば、継けい承しよう権けんを失う。もっとも、謀ぼう略りやくや貴族への根回しも王族の器量を測る重要なものだから、ただ一対一で正々堂々と戦うことが奨しよう励れいされているわけではない。時と場合によっては、それもまた有効なやり方だろうし、力の誇こ示じには必要かもしれないが、私はゴメンだ。どうせなら知ち恵えを絞しぼる。貴族や平民に己の正統性を認めさせ、かつ覇権をとるために、時には手段を選ばないことも必要──そうだろう？」

「それは……そうなのだろうが…………」

「貴族もまた、自身の派は閥ばつや欲望のために、王族に取り入り、あるいは敵対している。そこはかつての世界と何一つ変わらない。支持する王族が“〝王”〟となれば権力を期待できるし、無能な王族を盛り立てて傀かい儡らいとすることも可能かもしれない。あるいは、純じゆん粋すいに心しん酔すいしてその王族の配下となる──それもあるかもしれない。いずれにせよ、ただ勝てばいいというものでもない。仮に君が“〝王”〟になったとして、貴族全すべてが敵対すれば、その治世は果たして機能するだろうか？」

「確かに、な…………」

　プリエラは徐じよ々じよにレギーナの言葉に引き込まれていた。

　懸け念ねんはあった。

　ルイヤを後見役とするのは、一つの賭かけでもある。少なくとも、彼を味方とすることで、王党派を敵に回したことは間ま違ちがいないだろう。自分が“〝王”〟となったところで、王党派はそれでも王党派のままでいてくれるだろうか？

「王座の争いとは、貴族達の代理戦争でもある。残念なことに、我々二人は六子と末子──覚かく醒せいが最も遅かった。ゆえに、その面で他の王族に後おくれをとっていることは否めない。すでに『次兄』と『長姉』は王党派を中心として、隠いん然ぜんたる勢力を築きつつある。本来次期“〝王”〟の最さい右う翼よくたる『長兄』の動向が不明なのが気にかかるが、その二人に真正面からぶつかるのは不利だ。ならば、我々が手を組むのは合理的だろう？」

　レギーナは立ち上がり、プリエラに近づいていく。

　それを押おし留とどめるように、プリエラは一つの問いを投げかけた。

「待て。私と組むのならば、どうしても確認させて頂きたいことがある」

「何かな？」

「目もく論ろ見み通りにいけば、私とお姉様、どちらか片方が“〝王”〟となる──そうだな？」

「その通りだ」

「では訊きかせて頂こう。お姉様は、世界をどうしたい？」

　ピタッとレギーナが足を止める。

　畳たたみかけるように、プリエラは続ける。

「私はこの世界を変えたい。私は王族であるせいで、大事なものを失った。今この瞬しゆん間かんも、世界がこう在あるせいで、悲劇が起こる。だから私は“〝王”〟になる。そして世界を変える。二度と誰だれも泣かないように。お姉様は何を求める？　決着までは共に戦い、場合によっては私の夢を託たくすことにもなるのだ、それは聞く必要がある」

　毅き然ぜんと言い放つプリエラ。

　返答次第では一戦も辞さぬ、そんな他を圧あつ倒とうする覇は気きに満ちた言動。

　しかし相手もまた王族、妹の問いかけに対し、堂々と言い返す。

「私の求める治世か……それは…………」

「それは？」

「現状維い持じ」

　レギーナは拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさり言った。

　プリエラはポカンと口を開けたが、すぐに気を取り直し、今一度問う。

「それはつまり……今の世界と、何も変えぬということか？」

「そうなるかな。特に不満もないし、私は本を読んでいれば幸せだ」

　どこか他ひ人と事ごとのように、天てん井じようを仰あおぎながら言うレギーナ。

　当然のように、プリエラは噛かみつく。

「お姉様…………！」

「どこが悪いのかな？　君は世界を変えたいそうだが、具体的にどうやって？」

「どうって……それは…………」

　急にプリエラの威い勢せいが削そがれた。

　子供は常に純粋で、下手な大人より物事の核かく心しんを突つく。

　だが、理想を現実に即そくして肉付けすることまでは、考えが及およばない。

　まして、自分以外の誰かを納得させる、明めい瞭りような言葉にするなど──できるわけがない。

「身分制の撤てつ廃ぱいによる差別撲ぼく滅めつ、閉鎖技術バウンドテクノロジーの平民への解放、財産分ぶん与よによる資産の均一化──そんなところかな？」

「そうそう、そんな感じなのだ！」

　どう見ても乗っかった感丸出しで無む邪じや気きに頷うなずくプリエラ。

　レギーナも苦笑するが、すぐに怜れい悧りな表情で幼い妹の幻想を打うち砕くだく。

「では、何故陛下はそれをしないのかな？」

「それは…………」

「かつて魔ま法ほうと呼べるレベルまで極まった『カガク』が、世界を滅ほろぼした。そして、混こん沌とんの時代が訪れた。第一世代の貴族達による、平民を巻き込んだ戦乱の時代。最終的に“〝王”〟の手により混乱は収まり、以後小規模な反乱や、貴族間の諍いさかいはあっても、大事に至っていない。君はこの過程を無視して、安易なことを言うのかな？」

「そ、それは、その…………」

「閉鎖技術バウンドテクノロジーが閉ざされた理由は、使い手を選ぶからだ。平民には使いこなせない。それもまた、滅びた世界の教訓の一つだと思うがね？」

「いや、でも、その…………」

　プリエラの小さな体が、どんどん小さく縮こまっていく。

　理想は立派でも、所しよ詮せんまだ子供、明確な治世のビジョンなどあるはずがない。

　レギーナは肩かたを竦すくめ、つまらなそうにプリエラを見下す。

「君は変化をそれすなわち最良のものとしているようだが、必ずしもそうではない──それだけのことだ。変わらない今を、平へい穏おんを望む者も多い。私を含ふくめ、ね。少なくとも、この世界は安定しているには違いない。だからこそ、陛下もあえて貴族に必要以上に干渉せず、封ほう建けん制を維持しているのではないかな？」

「それはそうかもしれんが…………でも、今の“〝王”〟が変えないだけで、私が“〝王”〟になったら、もっといい世界に…………！」

「本当に世界を、いや、“〝王”〟の何たるかを知らないね、君は。確かに“〝王”〟は最高権力者であり、失われた閉鎖技術バウンドテクノロジーをほぼ独どく占せんし世界の深しん奥おうを司つかさどる者だ。しかし、絶対者でもなければ万能者でもない。陛下自身もまた、掟おきてや世界の理ことわりに縛しばられる。だからこそ、たとえ戯たわむれだったとしても、一度継承を認めた闇黒卿ダークロードはその存在を許されている」

　プリエラはもう反論できなかった。

　そう、確かにあの白はく皙せきの貴族の存在自体が、彼に連なる闇黒卿ダークロードの系けい譜ふ自体が王制を否定するものでもある。

　反逆者でありながら存在を許される──その矛む盾じゆんもまた、世界の理ゆえに。

「私自身、世界の頂点に君臨しているわけではないから、陛下の御み心こころを理解しているわけではない。だが、あえて完全なる親政をとらない理由はわかる気がする」

「…………どういうこと、なのだ？　陛下は、あえて世界を変えないと？」

「当たらずとも遠からず、かな。おそらくは、不要な軋あつ轢れきを避けたいのだろうね。一人で世界の全てを司るのは並なみ大たい抵ていのことではないし、全て一人で仕切ろうとすれば、貴族の反発を生む」

「でも、陛下は……きっと、陛下は世界の誰より強い。だからこそ“〝王”〟のはずだろう？　なのに、どうして…………!?」

　プリエラの言葉は、貴族制の真実をも指し摘てきしていた。

　家柄や血筋ではなく、個人の資質で継承される貴族──いわば、完全な実力主義。

　生まれ落ちた時点から選別されている王族とて、それぞれが血けつ縁えん関係にあるわけではない。

　七人の王族は皆みな“〝王”〟の血脈を受け継がず、彼女達自身も血の繋つながりはない。「姉妹」というのはあくまで体裁、義兄弟よりもまだ儚はかない、ただ殺し合うという過か酷こくな運命だけが彼女達を繋ぐ絆きずなだ。

　そんな世界の頂点に立つ“〝王”〟が、貧弱な存在であるわけがない。その権けん威いは、「最強」という二文字で支えられているはずだ。

　的を射た妹の言葉にレギーナは頷くものの、冷れい酷こくな現実を突きつける。

「確かに、単純に戦せん闘とう能力で言えば、全貴族で“〝王”〟に並ぶ者はいない。一対一では絶対に勝てない。十人や二十人でも無理だろう。ではより大がかりに人数を集めて挑いどむ──というのも現実的ではない。大規模な反乱となれば、確実に陛下も動かれて形になる前に潰つぶす。そもそも、王党派や側近がそれを許さない。貴族間でも争いが始まる。反乱分子の中でも、結局は誰が次の“〝王”〟になるかで仲間割れに権力闘とう争そう──行き着く果ては、第一世代の貴族が経験したという、かつての世界崩ほう壊かい直後の、混こん沌とん渦うず巻まく戦乱の世。全てが振ふり出だしだ。だからこそ、陛下は軽々しく動かれない。できないわけではなく、世界のために」

「………………」

　今度こそ、プリエラは完全に言葉を失った。

　母を失ってから、平へい凡ぼんな幸せを失ってから、唯ゆい一いつ残った希望が、現実に毒されていく。

　聡そう明めいな姉はすでに世界の理ことわりを知り尽つくし、ちっぽけな理想を否定する。

　小さな拳こぶしを握にぎり締しめて俯うつむく妹に、レギーナはどこか憐あわれみめいた視線を送る。

　脅おどしを言った気も夢を壊こわした気もないが、幼い末っ子には現実は苦すぎる。

　打ちのめされたのなら、姉の自分が導いてやればいい。

　姉の貫かん禄ろくと威い厳げんを込め、レギーナはあらためてプリエラに手を差し出す。

「このへんにしておこう。ここで君を論破したところで、私には何の益も無い。いずれにせよ、まずは王位についてからの話だろう？　さっきの返答を聞かせてくれないか？」

「断る」

　顔を上げて、プリエラはあっさり言った。

　レギーナがかすかに柳りゆう眉びを寄せる。

「……何な故ぜ、なのかな？　私の言動が気に障ったかな？」

「いや、むしろ参考になった。ただ綺き麗れい事を言ってもダメなのだな。よくよく考えたら、“〝王”〟になることより、“〝王”〟になって何をするかが大事なのだ。私ももっともっと勉強せねば」

　うんうんと腕うで組ぐみして頷くプリエラ。

　顔は迷いが晴れたように澄すみ切って、実に晴れやかだ。

「…………断る理由を、聞かせてもらえるかな」

「お前が信用できん」

　またあっさりプリエラは言う。口調から敬意は消えていないが、すでに姉を対等な「敵」と見ている。

「お前は頭がいい。今の私より、よっぽど世界を知っていて、上手く立ち回れるだろう。考え方にも筋が通っているし、間違ってはいないと思う」

「ならば…………」

「でも、それだけだ。鏡子爵ミラーヴアイカウントのことを話してるときも、他人事みたいだった。曲がりなりにも自分の部下に興味を払はらわない奴やつを、誰が信じる？　誰がついていく？　それはもう王族以前に、人の上に立つ者として失格だ」

「………………」

「お前は理り屈くつと論理で物事を捉とらえている。それは“〝王”〟として必要だろうし、今の私には足りぬものだ。だが、それだけで人はついてこぬよ。お前の目的は、単なる知識欲だ。世界の頂点に立ち、そこで初めて得られる知識を得たい。そうであろう？」

「……だとしたら？　それが悪いとでも？」

「そうは言わぬさ。個人的な野望で王座を狙ねらうのもおおいに結構。だが、それは隠かくし通さねばならぬ。人を動かすためにはな。民衆には夢が必要だ。為い政せい者しやとは、それを与あたえるのが務め。全てに満ち足りた幸福がありえぬとしても、そこに導く努力をせぬ者に、誰がついていく？」

　今度は、プリエラが姉の矛盾を突く番だった。

　たとえ末子でも、たとえ幼くても、もうそこには王座を狙う一人の傑けつ物ぶつがいた。

「そもそも、私をここに招いた理由もおかしい。たしかに、闇黒卿ダークロードは私を守るだろう。会談にも同席するやもしれん。だが、ただ本当に私と組みたいだけなら、恐おそれることはない。普ふ通つうに館を訪ねれば事足りる。誠意を尽くせば、闇黒卿ダークロードとて無法はしない。だが、お前はしなかった。となれば、お前は私の始末も最初から計算に入れている」

　見み透すかしたようにプリエラは言う。

　そう──智ち者しやたる姉は、交こう渉しようの決けつ裂れつも最初から考えていた。いかに言葉を尽くしても、むしろそうなる可能性が高いと考えていたのかもしれない。

　だから、ルイヤと切きり離はなし、自分の居城に招いた。

　鏡子爵ミラーヴアイカウントのような、犠ぎ牲せいを厭いとわぬ輩やからを寄こしたのも、おそらくはルイヤに領民の安全確保という枷かせを与えるため。

「……なるほど。私が甘あまかったらしい。唯一の妹だけに、うまく懐かい柔じゆうしたかったが」

「本音が出たな。だがそれでいい」

　にっこり笑うプリエラ。

　レギーナもまた、微び笑しようする。

　ただし、もうその顔に「妹」を眺ながめる「姉」の面おも影かげは無かった。その脳が、人の命や感情すら冷れい徹てつに計算し答えを導き出す無機質な方程式を紡つむぎ出す。

「交渉が決裂した以上、私達は敵同士──わかるね？」

「ああ」

　レギーナがプリエラに右手をかざす。その親指にはめられた指輪に、少女は目を惹ひかれた。精せい緻ちな彫ちよう刻こくの刻まれた金の指輪に、プリエラは目を細める。

「それは…………？」

「おや、持っていないのかい、七大王器レガリア・ピース？」

「うん。どこでもらえるのだ!?」

　目を輝かがやかせる妹に、レギーナは毒気を抜ぬかれた。

　だが、手加減はできない。この少女──放ほうっておけば、必ず害を為なす。

「多少心が痛むが、王族同士である以上仕方ない。これも運命さだめだ……一対一の戦いならば、陛下も文句は言うまい。まず一人……消させてもらおう」

　指輪を中心に、レギーナの右手が穏おだやかな光を放ち始める。

　対して、プリエラはまったく臆おくさず、にこにこしながらそれを見つめている。

　さすがにレギーナも不ふ審しんに思い、その理由を問う。

「何を…………考えている？」

「お前が言っておったではないか。与えられた力を元に戦うと。ならば、まだスタートラインにも立っていない私が、死ぬわけがない。そうでありましょう──陛下？」

　ハッとレギーナが目を見開いた。

　次の瞬しゆん間かん、プリエラは視界から消えていた。

　まるで世界から彼女の輪りん郭かくだけが塗ぬり潰されたように、忽こつ然ぜんと。

　レギーナは唇くちびるを噛かみ、視線を落とす。

　どこまでもしてやられた。

　あの末子は、ここまで読みきったうえで、自分の非力さまで計算に入れておいたらしい。

　非力で何の力もない、幼い末子。

　それを殺したところで、王族の闘争などとは言えない。戦う意味がない。

　姉の言葉が、プリエラの身の安全を保証していた。

　彼女はまず、王族としてのスタートラインにすら立っていなかった。

　ゆえに、その身に危険が迫せまれば──必ず“〝王”〟が干かん渉しようする。

　殺し合いの前に、まずは王族として認めてやらねば。その位にふさわしき品を、与えてやらねば。

　それは、レギーナ自身がかつて体験したことでもあった。

　王族として目覚め、貴族の継けい承しようと同じように頭に入り込んでくる閉鎖記憶バウンドメモリー。

　それが次の段階を迎むかえたとき、王族は初めて正式に「王族」となる。

　そして今、プリエラは招かれた。

　孤こ独どくな書庫の中で、レギーナは最初の標的と定めた妹へ、厳かな宣戦布告をする。

「いいでしょう。彼女の言うとおり……まだ、消すにも値しない。だが、次はもう一人前として扱あつかう。構いませんね、陛下？」





「……というわけで、俺おれ達たちをあの城につれていけ」

　と、ルイヤは傲ごう岸がん不ふ遜そんに言い放った。

　京きよう夜やの城で。

　明らかに不ふ機き嫌げんなエリザを無視して。

　予告なく来訪して、開口一番用件を告げて。

「え～～それ、今日じゃないとダメ？」

　子供っぽいパジャマ姿の京夜が、眠ねむそうに目を擦こすりながらぼやく。視線もうつろで体はふらつき、さらに小こ脇わきに枕まくらを抱かかえていた。

　夜も早いうちからすでに就しゆう寝しん中だったが、いきなり叩たたき起おこされ、無理矢理客間に引っ張り出され、今に至る。

　エリザの方は寝室の夫を尻しり目めに夜よ更ふかししており、服装もいつものイブニングドレスと変わらないが──当然機嫌が悪い。

「こんな時間に一体何の用？　礼れい儀ぎをわきまえなさい」

　女主人の威厳を放ち、堂々と宣言するが──ルイヤはまったく反応せず、未いまだ意識が眠りと現世うつしよの狭はざ間まを彷さま徨よう京夜のほっぺたをつねっている。

「ほら、起きろ」

「らって眠いんらもん…………ボクが夜弱いの知ってるれしょ～？　夜型の君とは違ちがうんらよ……最近寝ね不ぶ足そくだし………………」

　言っている傍そばから、もう京夜の体はふらついている。冗じよう談だん抜ぬきで、本当に眠くてしょうがないらしい。

「…………奥おく様さま、完全にガン無視されてるね」

「闇黒卿ダークロード様、旦だん那な様しか見てない…………」

　エリザの傍かたわらで、ヒソヒソ囁ささやき合うルーシーとミナ。

　エリザは顔を引きつらせ、ルイヤの背後に控ひかえる琉る妃きに目をやる。

　この二人がきちんと顔を合わせるのは、今夜が初めてだった。

　琉妃は身分の差もあり丁重に一礼するが、エリザは小こ馬ば鹿かにしたように鼻で笑う。

「やれやれ、私の城に下げ賤せんな性欲処理の下しも僕べまで入れてしまうなんて、一生の不覚ね。鮮血の侯爵夫人ブラツデイマーシヨネスの名が泣くわ」

　嘲あざけりを隠さず言うが、ルイヤは無反応のままだ。

　京夜を何とか起こそうと、今度はそのほっぺたを大きく横に引ひき伸のばしている。

「奥様、また無視された…………」

「闇黒卿ダークロード様、旦那様しか興味ない…………」

　屈くつ辱じよくに身を焦こがすエリザの横で、メイド達の会話は続く。

「でもあの琉妃とかいう下しも僕べ、すごい戦バ闘ス力ト……奥様も顔負けだよね」

「だから怒おこってらっしゃるのかな…………」

「私とミナを足しても、到とう底てい敵かなわない……まあ、ミナが大分足引っ張ってるっていうか、むしろマイナス……あ、ちょ、ヤメ、痛い、耳引っ張んないでよ！」

「…………うるさい」

　双ふた子ごのメイドもまたつねり合戦を始める傍で、ルイヤの作業も本格化していた。

　何かもうめんどくさくなったのか、遠えん慮りよゼロで京夜にビシバシ往復ビンタをかましている。相手が無む痛つう症しようの京夜だけに、まったく手加減はしていない。痛みは与えられなくても、脳を衝しよう撃げきで揺ゆるがして覚かく醒せいを促うながす。

「ほら、目を覚ませ。頼たのんでいた件はどうなった？」

「ん～と、エリザが何か気づいたみたい…………でも、眠い…………ホントに眠いんだよ、ここのところエリザが放してくれなくて、ようやく今日は普通に寝られるかと…………」

　まだ京夜の目は虚うつろなままだ。

　ルイヤは溜ため息いきを吐つき、正せい攻こう法ほうを諦あきらめた。ここは切り札を出すしかない。

「わかった、お前の目を覚ますステキな土産みやげをやろう」

「え、何？」

　京夜の目に、ほんのかすかに覚醒の光が浮うかぶ。

　傍はたから見ていたエリザが、おかしそうに高らかな嘲ちよう笑しようを漏もらす。

「あらヤダ…………あなたごときに、侯こう爵しやくたる私の夫を満足させる品が用意できて？　あんな小さな領地で得られるものなんて、たかが知れてるわよ？」

　エリザの言葉を完全に聞き流しながら、ルイヤは右手をポケットに入れ、取り出した品を京夜に差し出す。

　一同の視線がそこに集まり──エリザ達マドグリフ家の女が、はい？と揃そろって首を傾かしげる。

　白い手のひらの上に、それは載のっていた。



　飴あめ玉だま一個。



　しばし時が止まり──エリザの怒ど号ごうにも似た声が客間に響ひびき渡わたる。

「バカにするのもいいかげんになさい…………!!　仮にも侯爵相手によくもそんな安っぽい駄だ菓が子しを……！」

「わ～い」

　その安っぽい駄菓子に顔を綻ほころばせ、京夜は包み紙を解ほどいて中の透すき通とおる紫むらさき色いろの球体を取り出す。左の手のひらに載せたそれを、ポンと跳はね上げ、落下したところを見事に口でキャッチ。

　そのまま豪ごう快かいに噛み砕くだいて、一ひと呑のみ。

　ぱっちり開いた瞳ひとみは、眠気からの完全なる覚醒を意味していた。

　茫ぼう然ぜんとするエリザの横で、メイド達が囁き合う。

「…………やすっ。旦那様、ものごっつやすッッッ！」

「定価でせいぜい一ドゥールくらい……もっと安いかも」

「ルーシー、ミナ、あとでオシオキよ…………！」

　全身から真紅の情じよう炎えんを吐き出すエリザ。

　雌豹ネケヴアを従え、一戦も辞さぬ覚かく悟ごでルイヤ達へ詰つめ寄よる。

　そんな怒いかり狂くるう妻を、年下の夫の朗らかな笑みが止める。

「というわけでエリザ、お土産ももらったし、彼らをあの城へ送ってくれる？」

　すっかり目の醒さめた京夜は、いつものように可か憐れんな笑顔で語りかける……が、エリザが納得するわけがない。

「誰だれが!!　自分達でどうにかなさい!!」

　当たり前だが拒きよ絶ぜつし、エリザはそっぽを向く。

「そんなこと言わないで、頼むよエリザ」

「イヤよ」

「エリザ」

　ルイヤを除くその場の全員が総毛だった。

　京夜がその手を──顔の左半分を覆おおう仮面にかけている。

　まだ外れてはいない。だが、かすかに素顔が覗のぞく。

　ただそれだけ、ただそれだけなのに、琉妃は自分を抱だき締しめ、ルーシーは青ざめ、ミナは目を細め、ネケヴァは低く唸うなり──エリザは吐き捨てるように呟つぶやく。

「……ついてらっしゃい」

「だってさ。来なよ、二人共」

　京夜に促され、ルイヤと琉妃はエリザを先頭に城内の奥おくへ進む。

　辿たどり着ついた先は、広間だった。

　ダンスホールとまではいかないが、小規模なパーティーなら簡単に開けるスペースだ。

　普ふ段だんは使わないのか、特に調度品もない完全な空き部屋といったところだが、存在だけで城の広大さと城主の権力が窺うかがえる。

　部屋の中央には、ルイヤの全身を映し出せるサイズの大鏡が置かれており、一行はそのまま鏡の前へと進む。

　ルイヤは知らぬことだが、かつてエスペリオが京夜夫妻の寝室に侵しん入にゆうした際に、その身を映し出した鏡だ。今は寝室から移動し、この場所に鎮ちん座ざしている。

「この鏡に何かあるのか？」

　とルイヤは京夜に尋たずねる。

「えーと、夫婦の営みを覗かれました。で、これがどうしたのエリザ？」

　と京夜がエリザに訊きく。

「知ってのとおり、鏡というのは異界へ続く門と呼ばれてきたわ。身も蓋ふたも無いことを言えば、あくまで光を反射するだけの物体だけれど、貴族にとっては、人の心に浸しん透とうした概がい念ねんこそが真実。あのいけ好かない子爵にとっては、鏡はまさしく異界への『門』だわ」

「確かに理り屈くつの上ではそうなるけど、子爵級の貴族じゃ、異空間を使いこなすのは無理でしょ？　簡単な召しよう喚かんや一時的な消失ならいざ知らず、鏡の向こうに自分の領地を構築するのは不可能だと思うけどね」

「その通りよ。ということは、あの『城』は鏡子爵ミラーヴアイカウントのものではないわ。より大きな存在が背後にいる。その庇ひ護ごを受けているんでしょうね。あの覗きの件も、おそらくはあの城から一時的にこの鏡へチャンネルを開き、自分の姿を投とう影えいしたのよ」

「なるほど…………つまり、その鏡はかつてあの城への『門』だったというわけか。では開いてもらうとしよう」

　夫婦のやりとりに口を挟はさんだルイヤは、前置きはいーから早くしろと目で訴うつたえる。

　エリザはムッとしながらも、解説を続けていく。

「本来、貴族間のルールとして互たがいの領地は不ふ可か侵しんよ。特に、異空間が絡からむとなると、そもそも侵入も難しい。まあ、一度向こうから回線を開いた以上、この鏡から扉とびらを開く程度なら、私には可能だけれど」

「京夜、嫁よめを急せかせ」

「うん。エリザ、早く早く」

　息ピッタリの白黒コンビに顔を歪ゆがませながら、エリザはそのたおやかな手を夫に差し出す。

「……あなた」

「はーい」

　刹せつ那な、京夜の仕し込こみ杖づえから白はく刃じんが閃ひらめいた。

　薄うすく細い刃やいばが、エリザの手のひらに紅あかい一筋を刻む。

「えっ!?」

　驚おどろきの声をあげたのは琉妃だけだ。それ以外の者は、皆みなこの光景をただ受け止める。

　エリザもまた、平然と鮮血に塗まみれた手のひらで鏡に触ふれた。

　本来ならば、鏡面に刻まれるのは紅い手形のはず。

　しかし、浮かび上がったのは鏡面全体に及およぶ、薔ば薇らの花と茨いばらに彩いろどられた紋もん章しよう。

　高貴で美び麗れいなその印こそ、夫とはまた異なる、彼女自身に与えられた固有の印。本来は「血侯爵ブラツデイマーシヨネス」と呼ばれる高位貴族の紋章。

　それが鏡を覆いつくしたとき、鏡面に変化が生じた。

　金属を蒸着させたなめらかな鏡面が、波打つ水面のように歪む。単なる反射物の面おも影かげは消え去り、今、鏡はまさしく異界へ通じる「門」と化す。

「繋つながりはしたけど、まだ足りないわ。当然、あちらも防ぼう御ぎよを張る。突とつ破ぱしたいなら、それを打ち破る力が必要ね」

　その言葉に、すぐルイヤは動いた。これ以上助けは借りない──などという殊しゆ勝しような心がけではなく、さっさと行きたくてしょうがないだけだ。

　一行を押おしのけて進み出る彼を揶や揄ゆするように、エリザは鏡に背を向けている。すでに興味などない。

「帰れないわよ？」

　背中合わせのまま、冷れい酷こくな言葉が告げられた。琉妃は驚いた様子だが、ルイヤは予想していたのか、まったく動じていない。

「あの城へ行けても、帰ってくるのは無理。あちらの異空間は、私の居城より強固。本来なら、侵入さえできないはず。待ち受けているのは、高位貴族以上の何か」

　自身の手であちら側と接せつ触しよくしたためか、エリザはどこかあの城の真実を看かん破ぱしたようなそぶりだった。

　愉たのしげに彼女は言う。

「おそらく、これは罠わなね。あえて侵入経路を残し、あなたが来られる抜ぬけ道みちを用意した。ゆえに、相手はあなたの来らい襲しゆうを予想済み。あなたが来た途と端たん、完全に外界とチャンネルを遮しや断だんし、後は自分の領域であなたをゆっくり始末する。中々の策士ね」

　それはけして忠告ではなかった。

　こんな言葉で自身の道を違たがえるような男でないことぐらい、エリザもわかっている。

　むしろ、彼を死地に向かうよう焚たきつけていた。

　狙ねらい通どおり、ルイヤは一切動じず、大鏡の前に横向きの姿勢で立つ。蹴けりの間合いには遠く、いくら脚あしを伸のばしても、そのままでは鏡には届かない。

「言っておくけど、必要なのは純じゆん粋すいな指向性のエネルギーよ？　それも強力な、ね。あなたの《暴力フオース》単体使用程度ではダメ。かといって、札技コンボを使って蹴ってもダメ。物理的な打だ撃げきじゃ、ただ鏡が割れるだけだわ」

「下がっていろ」

　その場の全員に声をかけてから、ルイヤは腰こしのカードケースから三枚のカードを引き抜く。

「三連札技シエルシエツト・コンボ」

　手に閃くカードは、《闇黒卿ダークロード》《暴力フオース》《制御ルール》の三枚。

　繰くり出だされるのは、打撃を超こえた見えない蹴り。

「氣砲式断罪カドウルゲイター」

　左脚を上体に十分に引きつけてから叩たたき込まれる、強きよう烈れつな横蹴り。

　そのまま脚が伸びたかの如ごとく、衝しよう撃げきが一直線に鏡を貫つらぬく！

「集束ツエロル！」

　狙うは鏡の中央一点──純粋な衝撃を凝ぎよう縮しゆくさせた蹴りは、攻こう撃げき範はん囲いを犠ぎ牲せいにする代わりに、精密さと威い力りよくを上げる。

　高速で駆かける矢に似た一撃は、細く鋭するどい黒の光を放って鏡を穿うがつ。

　波打つ歪む鏡面が漆しつ黒こくに染まり、今「門」は完全に開かれた。

「琉妃！」

「はい！」

　手を伸ばした主に頷うなずき、琉妃はその手を掴つかむ。

　下しも僕べの手を引き、ルイヤは躊ちゆう躇ちよなく大鏡に身を投じた。鏡は男女を呑のみ込こみ、二人はそのまま広間から姿を消す。

　ほどなくして、鏡は平常を取とり戻もどした。

　後に残るのは、ただ周囲を映し込むなめらかな鏡面だけ。

　鏡を振ふり返かえり、エリザはフンと鼻を鳴らす。

　不ふ機き嫌げんな主人に対し、ミナとルーシーがおずおずと進み出て、言いにくそうに告げた。

「あの、奥様…………」

「旦だん那な様が…………」

　エリザは無表情のまま、大鏡を見つめている。

　旅立った漆黒の男女二人──だが、もう一人、この場に欠けている者がいた。

　ルイヤと琉妃が鏡へ身を投じた後、ちょっと近所へ行ってくる──そんなノリで、鏡に飛び込んだ者がいた。

「……友達思いだこと」

　吐はき捨てるように言い、エリザは目を細めて鏡を見つめ続けた。





「着いたか」

　ルイヤが目を開いたとき、すでに「城」は眼前にあった。

　前に立つものを圧あつ倒とうするその巨きよ大だいな建造物は、紛まごうことなく、あの夜〈黒こく宵しよう街がい〉の空にそびえていたものに相そう違いなかった。

　いざ実物を目にすると、また違った感かん慨がいが湧わき起こる。

　異空間でも現実と同じ時の流れなのか、あるいはこの空間では常にそうなのか、辺りは夜の闇に包まれ、見上げれば星さえ瞬またたいている。

　だが、ここが〈黒こく宵しよう街がい〉の存在する世界とはまったく異なる位相に位置する空間であることは間違いない。

　城の周囲には、ルイヤ達が今立つ場所を含ふくめた、ごくわずかな平地が広がるだけで、あとはどこへ続くとも知れぬ黒い虚こ空くうに取り囲まれている。陸地に根ざした「城」を建物のみ削けずり取り、夜空に浮うかべた──そんな印象を受ける。

　ルイヤはさしたる感慨もなく城門へ歩を進める。その行く手を、重厚な鉄ごしらえの門が阻はばむ。

　衛兵こそいないが、侵入を完全に拒きよ絶ぜつする厳重な仕し掛かけ──ルイヤはためらわず門を前蹴りで粉ふん砕さいし、閂かんぬきを破は壊かいした。

　手で押し開けもせず、そのまま蹴り飛ばして観音開きに開いた門を傲ごう然ぜんとくぐる。

「行くぞ」

　背後に控ひかえる琉妃の手首を掴み、ルイヤは城内に入った。

　その瞬しゆん間かん、ほのかに酒の匂においが香かおる。

　すでに、幻げん霧むが城内に立ち込めているのがわかった。

　退けるのは無む駄だと判断し、ルイヤは特に呼吸を意識することもなく、そのまま進む。

　視界は悪くないが、行き先を照らすのは数歩おきに設置された燭しよく台だいの炎ほのおだけ。

　幻想的な照明は、城内の昏くらい雰ふん囲い気きにさらなる神秘的な彩りを与あたえる。

　細い通路を進みながら、ルイヤはどこか非現実的な異様な感覚に囚とらわれていた。

　城の中なのに、ただ通路が続くだけで、部屋のドアやその他の外観から連想できる施し設せつにまったく行き当たらない。

　それこそ迷宮に迷い込んだ気分だ。

　仮に迷路に迷い込んだならば、壁かべ伝づたいに歩いたり、道しるべをつければ攻こう略りやくできるだろうが、あの幻霧が相手である以上、徒労に終わるだろう。

　まずは歩いてみるしかない。

　どうせ、覚かく悟ごしていたことだ。

　しかし、ほのかに香る酒の魔ま力りよくは、ルイヤ自身意識していなかった効果をもたらした。

　貴族の力でも、封具ギフトの効果でもなく、この煉れん瓦がが積み上げられた暗い通路は、彼の古い記き憶おくを呼び覚ます。

　前にもこんな通路を通ったことがあった。

　始まりの日──闇黒卿ダークロードの称号なを継ついだあの日。

　先代の死体を肩かたにかけ、外を目指した。

　疲ひ労ろうした肉体と、最下層に幽ゆう閉へいされていたことが、その道のりをひどく長いものに変えた。

　先代のくれた視力のおかげで、視界は常に鮮せん明めいだった。

　自分を苛さいなんでいた施設は広大で、数え切れないほどの部屋があり、それらは暗く狭せまい通路で繋がれていた。

　先代の「皆死んだ」という言葉通り、道中いくつもの死体を目にした。

　だが、そのほとんどは実験に携たずさわったとおぼしき大人達のものだった。

　部屋に入ればまた違った死体を目にしたかもしれないが、わざわざ見に行く気も、余よ裕ゆうもない。

　施設が廃はい棄きされる予定だったのか、施設の広さに比べて、大人達の死体は少なかった。それでも突とつ破ぱするのは容易なことではないはずだろう。

　しかし斃たおれる死体は皆──一発で蹴り殺されていた。

　壁を見れば、血に塗まみれた無数の足あし跡あとも散乱している。

　その生しよう涯がいの最期に単身この場所へ突入した先代は、阻む全すべてを蹴り殺し、阻む全ての壁を蹴り破り、唯ゆい一いつの生存者の下へ辿たどり着ついた。

　広がる光景の全てがその苛か烈れつな戦いの残ざん滓しであり、恐おそるべき足技の威力を想像させた。

　何な故ぜこうまでして──その問いに答えられるものは、もう自分の傍かたわらで息絶えている。

　ただ一つ言えるのは、彼が数あま多たの苦難を経て来てくれたこと、ただそれだけ。

　いつしか視界は滲にじみ、唇くちびるを噛かみ締しめていた。

　それでも自分は前に進んだ。それしか、彼に報いれることはないのだから。

　彷ほう徨こうの果て、ようやく出口に辿り着く。

　外に出た瞬間、光が目に飛び込んできた。

　時刻は昼、特段に眩まぶしい日光が照らしてくる。

　今までまったく知らなかった世界が、光が、その目に飛び込んできた。

　だが、その世界には決定的な何かが欠けていた。

　光を得るのと引き換かえに、永久に──失ってしまった。

　傍らの彼は、もう何も言ってくれない。ただ、死の寸前に浮かべた笑顔を留とどめるだけ。

　目に込み上がってくる雫しずくを抑え、天を向く。

　このとき、誓ちかった。

　生きていきます。

　あなたのように。

　顔をあげて、背筋を伸ばして、前を向いて。

　あなたの全ては、受け継いだから。

　その日から、ずっとこの二本の脚で生きてきた。

　これからだってずっと──そして、いつか必ず“〝王”〟を…………！

「な～にたそがれてるのよ？」

　驕きよう慢まんな声に、ルイヤの精神は現実に引き戻され、愕がく然ぜんと振り向く。

　背後で、レムが嗤わらっていた。

　しかも、自分はその手首を掴んでいる。

　周囲を見れば、いつの間にか通路から部屋にいた。豪ごう華かな調度品が無造作に散らばる寝しん室しつとおぼしきその部屋の入り口に、ルイヤは立っていた。

「これは…………」

「驚おどろいた？　わかってたでしょ、自分の目にしているものが、現実じゃないことぐらい？」

　ルイヤの正面に回り、レムはいたずらっぽく首を傾かしげる。その手には、《悪夢の魔酒ナイトメアキヤツプ》が揺ゆれていた。

「あなたが下しも僕べの手首を掴んだのは、視覚がどんなに狂くるわされても、その姿を見失わないため。でも残念ね～～掴んだのは、最初からアタシの手。もう幻まぼろしの中にいたのよ。そして、あなたは気づかなかった。アタシの封具ギフトは触しよつ覚かくだって狂わせる。強く握にぎるから、痺しびれちゃったわ」

　レムの発言は、全て的を射ていた。

　琉妃の手を掴んで進んだのは、それが彼女を見失わない唯一の術すべと判断したから。

　だが、それすらもすでに幻げん覚かくに呑まれていた。

「琉妃はどこにいる？」

「さあ？　城の中で迷子なんじゃない？　あ、でも気をつけた方がいいかも。お兄様に喰くわれちゃったりして？　男好きしそうな体だし、お兄様雑食だからね～～あれ、怒おこった？」

　宥なだめるように、媚こびるように、レムは両りよう腕うでをルイヤの首に回した。

　ルイヤは動かず、その白はく皙せきの容よう貌ぼうも無表情を貫つらぬき、いかなる感情も表しはしない。

「アタシ達も…………楽しんでいかない？　この部屋は本当の……アタシの寝室」

　レムの指先が、ルイヤのはだけた白い胸板を擦こする。すぐにでも下半身に伸のびていきそうな淫いん靡びな指使いを、闇色の瞳ひとみが見つめていた。

　その場から少し歩けば、すぐにダブルベッドへ辿り着ける。

　レムは最初からそのつもりでルイヤをこの部屋へ誘さそったのだろう。

「お姫様を捜さがしに来たんでしょう？　でも無理よ──だって、攫さらったのもお姫様なんだもの。鞍くら替がえしちゃえば？　子供よりは頼たよりがいがあるし、この城だって、あの方の物。中の造りは気に入らないけど、身は隠かくせるし、好きなように染め上げてしまえばいいわ。そのために、人手も仕入れたわけだし」

「………………」

「初めて会ったときから、気になってたのよ。キレイで、怖こわくて…………強い男。好みだわ」

　吐と息いきが、ルイヤの首筋に当たる。

　するりとカクテルドレスがしなやかな体から離はなれ、地に落ちる。

　レムは、下には何もつけていなかった。

　あらわになった乳ち房ぶさを、ルイヤの白い胸板に押しつけ、両りよう脚あしも彼の脚に絡からみつかせる。

　舌なめずりをしながら、指先はそろそろとルイヤのシャツをなぞり、そのままスラックスのジッパーへ──

「あ…………」

　ビクッと体を震ふるわせ、レムの動きが止まる。

　いつの間にか、ルイヤの左手が胸に触ふれていた。そのまま、ゆっくり白く細い指先は乳房を弄もてあそんでいく。

「あら…………乗り気じゃない♪」

　細い喘あえぎを漏もらすレム。

　さらに、空いたルイヤの右手が新たな動きに移る。そっとレムの尻しりを掴つかみ、そのまま最も奥深い部分に侵しん入にゆうする。



    

  
    
      「やだ、大だい、胆たん…………！」

　レムは拒こばむように体をくねらせるが、すぐにおとなしくなった。

　驕慢な美び貌ぼうは赤く染まり、下半身を中心に体が小刻みに震えだす。

「あ、すごい…………上、手………………」

　満足げに呟つぶやき、レムはルイヤの胸へ倒たおれ込んだ。もう抵てい抗こうはなく、彼に身を委ゆだねる。

　指先のもたらす快楽に恍こう惚こつとなりながら、手中に収めた白皙の貴族を見上げる。

　そのとき、レムの顔は凍こおりついた。

　ルイヤもまた、彼女を見つめていた。

　ゾッとするほど冷たく、見下した目で。

　汚お物ぶつにたかる蛆うじ虫むしを嫌けん悪おするような目で。

　腐くさり臭しゆう気きを発する生ゴミを見つめるような目で。

「あなた……!!」

　憤ふん怒ぬに身をたぎらせ、レムが身を離す。今まで男に──いや、他人にこんな目で見つめられたことなどない。全存在を否定された恥ち辱じよくに、その顔が歪ゆがむ。

　一方、当のルイヤはその冷たい視線を崩くずさず、うんざりしたように述べる。

「何勘かん違ちがいをしているメスブタ。俺は帰りの遅おそいうちのクソガキを迎むかえに来たついでに、ムカつくお前らをぶち殺しにきただけだ。色に盛るのは勝手だが、もう少し自分の価値を自覚しろ。自分がどれほどの女だと思っているんだ？」

「………………!?」

　憤いきどおるレムに対し、ルイヤはさらなる悪あく罵ばを飛ばす。自分に自信のある女のプライドを打うち砕くだく言葉を、ドス黒い嫌悪にのせて放っていく。

「まず胸の形が悪い。琉妃のに慣れたから、ボリュームが物足りないのはしょうがないにしても、ここまでそそられない乳は初めてだ。若いくせに張りもなし。酒さけ浸びたりのせいで、肌はだも荒あれ気味だな。顔は化け粧しようでゴマかしてるがガサガサ、やすりに触れてるみたいだ」

「何ですって……!?」

「何か問題でも？」

　傲ごう然ぜんと言い返され、レムは口を噤つぐんだ。そのまじりっけなしの純然たる白皙の肌を誇ほこる貴族に言われれば、何も言い返せない。肌ではどう足あ掻がいても──完敗だ。

「尻の形も悪いうえに、肉もぶよぶよでしまりがない。くねられても、醜みにくいだけだ。ついでに喘ぎ声も耳に障るし気色悪い。飽あきるほど女は抱だいたが、ここまで吐はきたくなる女は初めてだ。貴族とか平民以前に、『雌めす』として最悪の部類だな。結論──とりあえず死ねばいいのに」

「こ、の……!!」

「息も酒さけ臭くさい。黙だまれメスブタ……って、よくよく考えたら豚ぶたに失礼だな。俺はあまり食べないが、あれはあれで人の役に立つ」

　家か畜ちく未満に扱あつかわれ、レムの顔が夜や叉しやのそれに変わった。

　が、ルイヤはまったく気にせず、豚に続くあらたな名めい称しように思いを馳はせる。

「蛆虫……いや違ちがうな、あれはあれで自然界には必要なはず…………困ったな、本当に最低な女だと、逆に表現が見つからない。まあいい、シンプルに『クソ酔よっぱらい女』でいこう」

　婉えん曲きよく的にレムを蛆虫より劣おとると断じ、ルイヤはにっこり笑う。

　ついにレムの怒いかりは頂点に達し、周囲に琥こ珀はく色いろの酒を撒まき散ちらす。

「いいわ、殺してあげる!!」

　瞬しゆん時じに気化した魔ま性しようの酒が、再びルイヤの視界をかき乱す。

　寝室は消え、完全なる闇が彼の視界を覆おおう。幻覚とわかっていても、ルイヤにレムの姿を捉とらえる術すべはない。

　だから、彼は相手を特定せず、ただ自分の周囲に優ゆう雅がに回まわし蹴げりを放つ。

　鋭するどく重い蹴りが、右の虚こ空くうを切きり裂さいたとき、呻うめき声ごえが聞こえた。

「なっ…………」

「あ、当たった当たった」

　満足げに言うルイヤ。

　視界も闇から解放され、元の寝室に戻もどる。ルイヤから少し離れた位置に、服を着なおしたレムがいた。

　爪つま先さきが鼻を掠かすめたらしく、手で押さえてもどくどくと鼻血が顎あごをつたって床ゆかに滴したたっていく。

「何な故ぜ……何故アタシの場所が!?」

「いや、別にわからなかったぞ？　だが推測はできる。お前の力は、所しよ詮せん俺の感覚を惑まどわしているだけだ。現実に干かん渉しようしているわけじゃない。俺にどう見えていようが、この部屋はそのまま存在し続ける。そして俺は、入り口を塞ふさぐように立っていた。だから、たとえお前の姿が見えなくなったとしても、部屋の外にはいない。そもそも幻覚に乗じて俺を殺す気なんだろうから、近くにいるのは必然──ならば、適当にその辺を蹴れば当たる」

　つまらなそうにルイヤは言う。

　欲を言えば一発で仕留めたかったのだが、それは叶かなわなかった。

「しかし、鼻血の化粧でますますブスになったな。幻覚で俺を騙だますなら、お前の容姿そのものを誤認させるべきだった。というか、頼たのむからそうしてくれ。見ているだけで吐きそうだ。クソ酔っぱらいサゲマン女」

　悪罵が一つ増えている。テキトーにつけた渾名あだなだけに、今後もそのときの気分で変わっていくことだろう。

「この……クソ男が！」

「地が出たな。だが、その方が多少マシだぞ？　俺の足元にすがって靴くつを舐なめて尻を振ふって犬のようにねだれば、右手ぐらいは使ってやる」

「誰だれが……殺してやる!!」

「そうだな、やっぱり無しの方向で。腐ったら…………どうしよう………………」

　この傲ごう岸がん不ふ遜そんな青年が、心底怯おびえたようにレムの深部に触れた右手を見つめる。まだかすかに潤うるみを帯びたその指先を慎しん重ちように拭ぬぐい、ルイヤは大おお仰ぎように肩かたを震わせる。

「若気の至り、だな…………帰ったら風ふ呂ろに入って、消毒しよう」

「……死ね!!」

　再び魔性の酒が周囲に飛び散り、ルイヤの視界を幻げん想そうへ誘いざなう。

　またあの狭せまい通路が眼前に広がっていた。

　直後、ドカッと突つき飛とばすような衝しよう撃げきに襲おそわれた。

　おそらくはレムが自分を押しのけて部屋の外へ出たのだろうが──今のルイヤにはわからない。もうレムの姿は、完全に見失っていた。

　ただ、彼女の毒々しい嘲あざけりだけが城内に大きく響ひびき渡わたる。

「いいわ…………じっくり嬲なぶって殺してあげる!!　あなたこそ、アタシの足元に跪ざまずかせて抱かせてくださいと泣いて謝るがいいわ。この幻想の迷宮から逃のがれられて!?」

「できるさ」

　幻霧の支配する偽いつわりの中で、それだけはけして輝かがやきを失わないカードの絵え柄がらが閃ひらめく。

　──ナンバー──《獅子王レグルス》──

「使い魔に匂においでも追わせる気？　無理よ、アタシの封具ギフトは五感全てを狂くるわせる。どんなに鼻が利いてもアタシを捉えるのは無理！」

「どうかな？」

　ルイヤの手に、新たなカードが閃く。

　闇やみに侵しん食しよくされる月の描えがかれたナンバーＸ──《月蝕イクリプス》。

「それは…………！」

「兄から聞いているようだな。そう、俺は無理だが、使い魔を惑わす幻想は解呪デイスペルできる。さらに、もう一枚くれてやる」

　さらなるカードがルイヤの手に閃く。王族をかたどるそのカードはナンバー《聖統なる女王フエイテツドクイーン》。

「お前達がヒントをくれた。本来の能力を、王族に阿おもねることで上回る。その権けん威いで貴族を強化する──それが王族の本質。ならば、使い方は決まっている」

　謎なぞに包まれた効力に活路を見みい出だし、今、新たな札技コンボが生まれる。

　二枚のカードを閃かせ、ルイヤはその名を呼ぶ。

「王女札技ネスイハー・コンボ」





「すいませ～ん、誰かいませんか～～？」

　夜の帳とばりに、迷子丸出しの声が響く。

　が、何も返ってこない。

　一人林の中に佇たたずむ若き──見た目的には幼き貴族は、溜ため息いきを吐ついて星空を見上げる。

「どうしよう…………完全にミスったなこりゃ」

　近くの木の根元で座り込み、京夜は愛用のステッキで地に渦うずを描き始める。

　ルイヤと琉妃に続き、意い気き揚よう々ようと城に乗り込んだはいいものの、何かの手違いから、城の正面ではなく、裏に位置する雑木林にいた。

　夜の闇のせいで四方の位置がまったく掴つかめず、完全に迷ってしまい、今に至る。

「……はあ、ボクってやっぱ方向音おん痴ちなのかな？」

「おや、そんな欠点がおありで？　死侯爵デスマークイス？」

　嘲るように、京夜の前に一人の青年が進み出る。

　エスペリオ＝レイ・リベルタ──鏡子爵ミラーヴアイカウント。

「おや、やっと会えた」

「ほう、僕ぼくをお捜しで？　実を言うと、僕もあなたに会いたかった。城にネズミが入り込んだようですが、まさか、あなたもそのお手伝いですか？　いいのですか死侯爵デスマークイス、王党派の重じゆう鎮ちんたるあなたが、あの反逆者に与くみして、王族を脅おびやかすなど」

「え～～君の主って王族？　うっそー、やっだー、マッジー？　知らなかった～～」

　すっとぼけもここまでくると、逆に気持ちよかった。

　京夜がやると、結構かわいいから逆に困る。

　エスペリオは苦笑しつつも、王族の配下としてもっともらしい言葉を紡つむいでいく。

「死侯爵デスマークイス…………あなたの身分がどうであれ、勝手に王族の居城へ侵しん入にゆうした以上、排除されても文句は言えない。覚かく悟ごはされていますよね」

「ありゃりゃ、もしかして狙ねらわれてる？」

　危機感ゼロの京夜。

　エスペリオも毒気を抜ぬかれるが、殺気は乱さない。この機に乗じて死侯爵デスマークイスを──斃たおす。

「え～と、自分で言うしかないから言っちゃうけど、ボク結構強いよ？　子し爵しやくと侯こう爵しやくの差はわかってるよね？」

「もちろん……だからこそ意味がある。王党派の重鎮たるあなたを斃せば、僕達兄妹きようだいを粛しゆく清せいしようなんて輩やからもいなくなる。あるいは、この僕が新たな侯爵になれるかもしれない」

「斃したらランクアップなんて、そんな単純なシステムじゃないよ。まあ、名が上がるのは確かだけど」

「それで充じゆう分ぶんですよ」

　エスペリオの両手に備わる手鏡が、例の合わせ鏡の姿勢をとる。

　一対の鏡が互たがいにその姿を映し出したとき、合わせ鏡の悪あく魔まは顕けん現げんする。

　手のひらが囲む空間に出現した黒い悪魔は、一切の予備動作なく京夜を襲った。

　躱かわす暇いとまもなく、その鋭い爪つめが心臓を狙う。

「わお」

　かろうじて防ぼう御ぎよのみが間に合い、京夜は仕し込こみ杖づえから刃やいばを抜き、攻こう撃げきを受け止める。

　だが、その判断は誤っていた。

　抜ばつ刀とうしたのは、即そく攻撃に移り使い魔を屠ほふるためだったが──敵の速度は京夜のそれを上回り、防御に徹てつしさせた。しかも、最も脆ぜい弱じやくな刀の腹の部分で衝しよう突とつを受け止めさせられた。

「ありゃりゃ」

　呑のん気きな声とは裏腹に、絶望に繋つながるポキンという乾かわいた金属音がした。

　携けい帯たい性を重視した細身で薄うすい刀身は、衝撃に耐たえ切れず、半ばからへし折れる！

　黒い悪魔は武器の破は壊かいに満足したのか、追撃は行わずにエスペリオの下へ舞まい戻り、姿を消す。

　残されたのは、丸まる腰ごしとなった京夜だけ。

　相変わらず緊きん張ちよう感かんに乏とぼしく、武器が折れたショックも感じられない。

「また買わなくちゃ。エリザに頼もっと」

「市し販はんの品なんですか？　てっきり、それも王威の封具インペリアルギフトかと思いましたが？」

「特別に注文するから高いけど、普ふ通つうに買えるよ。ボクの封具ギフトはこれだけ」

　コン、と京夜は左半分を覆う仮面を指先で叩たたく。確かに、これだけで充分と言えば言える。

「存じていますよ……あなたを不死身にし、痛覚すら消し去る《不滅の死面エクスデスマスク》。ゆえにあなたはある意味無敵──しかし、例えば心臓を串くし刺ざしにでもして、そのまま磔はりつけに処すればどうなります？　絶命しないとしても、心臓を串刺しにされて生きているあなたは、果たして生者なのか死者なのか？」

「中々哲てつ学がく的な問いだね。試してみたら？」

「言われずとも。所詮死なないだけのあなたは、もう恐おそれることもない」

　嘲ちよう笑しようを浮うかべ、エスペリオは京夜から距きよ離りを取り、夜の茂しげみに紛まぎれた。

　視界から消えた敵を追おうと京夜も動く。

　揶や揄ゆする声が、上から聞こえた。

「どこに行かれるんです？　僕はここにおりますよ？」

　見上げれば、無数のエスペリオが笑っていた。

　さすがの京夜も息を呑のむ。

　右にも左にも──方向の別を問わず、寸すん分ぶん違たがわぬ数あま多たのエスペリオが、樹上から京夜を見下ろしている。

「鏡像、か。本当のキミは一人だけ。だが、事前に設置した鏡が偽りのキミを映し出す。さすがは鏡子爵ミラーヴアイカウントといったところか」

「ご明察。いかに僕でも、策も無しに侯爵を相手にはしない。あの闇黒卿ダークロードの領地から連れ出した平民共を使って、城内のあちこちに鏡をしかけてある。僕の鏡分身、見破れますか？」

　できないことがわかっているから、エスペリオは残ざん虐ぎやくに唇くちびるを歪ゆがめる。

　本物が見切れない以上、京夜に勝ち目はない。それこそ心臓辺りを串刺しにして動きを止めてから、ゆっくり確実に殺す方法を考えればいい。

　いかに不死身の無む痛つう症しようでも、所詮は非力な少年貴族。

　勝利を確信し、樹上に立ち並ぶ十人以上のエスペリオがにんまりと笑う。

　その笑いが不意に凍こおりつく。

　京夜の手が、いつのまにか仮面にかかっている。

　ただそれだけなのに、むしろ己の不死身性を捨て去る行こう為いなのに──エスペリオは総毛だった。

「生者と死者、どちらが強いと思う？」

「………………!?」

　冥めい府ふの底から響くような底冷えした声に、普ふ段だんの京夜の面おも影かげは無かった。その称号なにふさわしい声音で、京夜は粛々と語る。

「答えは簡単──生者だ。何な故ぜなら、世界は生者のもの。死者の強さなど所しよ詮せんかりそめ、いずれは世界の正しき法則に呑み込まれ、あるべき場所に帰る。でなければ、世界は死者の手に堕おちるはず。そして、仮面をつけたボクはいわば死者。不死身性の代わりに、生者たる自分を失う。だから見せるよ──本当のボクを」

　メリメリと生皮を剥はぐような音が響き、京夜は顔から《不滅の死面エクスデスマスク》を引き剥がす。

　露あらわになる素顔──それは常に晒さらされている右半分同様、可か憐れんで幼き少年のもの。

　だが、次の瞬しゆん間かん京夜の肉体はその全てが膨ぼう張ちようした。

　筋肉が厚みを増し、背せ丈たけが伸のび、衣類が弾はじけ飛とぶ。それは常じよう軌きを逸いつした「成長」の光景だった。

　誰だれもが経験する大人へのプロセスを一瞬で行い、死侯爵デスマークイスはその本来の姿を取とり戻もどす。

　弾けて四散した布は再び彼の肉体を覆おおい、その成長に応じて寸法を変える。

　サイズ以外は完全に再現された純白の衣装に袖そでを通し、死侯爵デスマークイスは艶えん然ぜんと微笑ほほえむ。

　見よ、その妖あやしいまでに中性的な美び貌ぼう──金きん髪ぱつの巻まき髪がみを夜の闇に煌きらめかせ、完全な貴公子が静かに佇む。

　ルイヤと並んでも、妻と並んでも、まったく遜そん色しよくのないその立ち姿こそ──真の死侯爵デスマークイス。

　十九歳という年ねん齢れいにふさわしきその青春の美の結けつ晶しようが、対たい峙じするエスペリオを田舎いなか臭くさい青年に変えてしまうほどの魔ま性しように近い魅み力りよくを放つ。

「バカ、な…………！」

　目を疑い、愕がく然ぜんとエスペリオが漏もらす。

　無理もない。今目にしている青年は、完かん璧ぺきな──いや、完璧すぎる貴族。

　貴族の中の貴族と謳うたわれ、あの鮮血の侯爵夫人ブラツデイマーシヨネスを射止めたのも、むべなるかな。

「初めまして……だね、鏡子爵ミラーヴアイカウント。そう怖こわがらなくてもいい。ボクはボク──本当に戻っただけだ。しかも、もう不死身ではないし、痛みも感じる。ボクの王威の封具インペリアルギフトは、不死身性と無痛症の肉体を与あたえるかわりに、ボクの肉体を退行させ、最も帰りたいと願う歳としに姿を留とどめさせる。今のボクは、心臓を貫つらぬかれれば普通に死ぬ存在だよ？」

「………………！」

　確かにそうだろう。眼前の青年は、自ら王威の封具インペリアルギフトを外したのだ。

　度ど肝ぎもは抜かれたが──勝機!!

　声を発することもなく、樹上に立つ複数のエスペリオが、皆みな寸分違わず同じ動作をする。

　合わせ鏡が閃ひらめき、吐はき出される悪魔。

　四方から京夜を狙う、高速の魔の手。

　無論本物は一つであり、実際は全て鏡のまやかしにすぎない。

　だが、誰がそれを見切れる？

「さよならだ……死侯爵デスマークイス！」

　忌いむべき称号なを持つ貴族に、真ほん実とうの死を。

　鏡の世界から飛び出したカスレフティスは、京夜の背後から迫せまる。死角である後方を狙い、今度こそ殺す。

「捕つかまえた」

　接せつ触しよくよりも数段早く、京夜は振ふり向むき、悪魔を両手で掴つかみ取る。

「はあっ!?」

　そのあまりに単純な動きに、エスペリオはまぬけな声を上げた。

　迅はやすぎて見えなかった。

　結論から言えば、高速で動く自らの使い魔よりさらに迅く動いて、気配を感じ取って、攻撃される前に掴んだ。それだけのこと。

　そしてただそれだけのことだけに、樹上に立つエスペリオは、その全てに青ざめる。

　一方、京夜は掴みとった使い魔にその視線を注いでいた。

　これまではよく見えなかったが、捕ほ捉そくした今ははっきり姿が見える。

　実在の動物とはまったく異なる黒いなめらかな生物は、まさに「悪魔」としか言えなかった。抽ちゆう象しよう化した概がい念ねんを戯ぎ画が化して立体化した、そんな印象の蝙蝠こうもりの翼つばさを生やして尖とがった尻尾しつぽを持った獣けもの。

　顔とおぼしき部分には、いかにも悪魔らしい角があるが、目も口も見当たらない。しかも、実体はかなり小さい。鋭するどい爪を持つ手は凶きよう器きなのだろうが、速度という武器を奪うばって捕とらえた今、仔こ猫ねこほどの大きさしかないことに気づく。

「意外にかわいいね」

　親しみを込め、京夜が微笑む。同時に、両手の中の使い魔が爆はぜた。



　グチュッ。



　不気味な音がして、肉片が辺りに飛び散り、その一部とどす黒い液体が京夜の顔に飛ぶ。

「何を…………した？」

　茫ぼう然ぜんと尋たずねるエスペリオだが、実はもう理解していた。認めたくないだけだ。

　何てことはない……使い魔は、圧あつ倒とう的てきな握あく力りよくで握にぎり締しめられ、握殺された。死体は原形を留めず、そのまま無数の肉片に変わって周囲に飛び散る。

　あらためて理解したとき、鏡を司つかさどる貴族は、おぞましさに口元を押おさえた。

「お前……お前ぇぇぇぇぇっっっ!?」

「ごめんなさい」

　憂うれいを秘めた顔と声が、突とつ如じよ眼前に現れる。

　死侯爵デスマークイスが、吐と息いきの触ふれ合う距きよ離りにいた。

「あ…………」

　樹上に立つ数多の鏡像が見破られた。使い魔を放った軌き跡せきを辿たどれば、確かに本物の位置は割り出せる。しかしそれを考こう慮りよしても、京夜は──迅すぎた。

「本当に……ごめんなさい」

　心の底からすまなそうに告げ、美貌の貴族は女性を上回るそのたおやかな手でエスペリオの右みぎ腕うでを掴む。

　握る手の美しさに、思わずエスペリオも見み惚とれた。

　自分の手が、ポキンと枯かれ木きみたいな音を立てて、へし折られるまでは。

「ヒィィィッッッッッッ…………!!」

　絶ぜつ叫きようも無理はない。

　腕の骨はへし折れただけではなく……そのへし折れた骨が、肉を突つき破やぶって露ろ出しゆつしていた！

　骨折の中でも特に重い開放性骨折──原因は、ただ単に──

「強すぎて…………本当にごめんなさい」

　京夜の怪かい力りき。

「化け物がぁぁっっ!!」

　木から飛び降り、エスペリオは一目散に林を駆かけ抜ぬけた。

　振り返りもせず、ただ京夜から、あのバケモノから距きよ離りを取る。

　奴やつは…………何だ!?

　封具ギフトの力でも剣けん捌さばきでもなく…………ただ単純に、全てが規格外。

　だからこそ、勝つ術すべが見当たらない。

　噂うわさで聞いた…………あんな奴に…………あんなバケモノに、闇黒卿ダークロードはどうやって勝った!?

　謎なぞと恐きよう怖ふを反はん芻すうしながら、エスペリオは城内へ去っていく。

　遅おくれて木から下りた京夜は追おうともせず、つまらなそうに呟つぶやく。

「またやってしまった…………不器用だな、ボクは」

　謝ったのは本気だった。使い魔も、エスペリオも、もう少し加減をしたかったのだが、意に反してあんな目に遭あわせてしまった。

　本当に、強すぎるのも考えものだ。

「やはり、キミじゃないとダメかな。どこにいるの、ルイヤ？」

　儚はかなげに呟いて歩き出すと、眼前に女性が立っているのに気づいた。

　彼女の放つ不可視の威い厳げんを認識したとき、美貌の貴族は胸元に手を当て、優ゆう雅がに一礼した。

「初めまして、殿でん下か。死侯爵デスマークイス、京夜＝メス・マドグリフと申します」

「楽にしてくれ、死侯爵デスマークイス」

　穏おだやかにレギーナは言った。この空間での出来事は、全て知ち悉しつしている。

　京夜が真の姿を曝さらけ出だしたことを感じ取り、彼女は書庫を出てこの雑木林を訪れた。

「此こ度たびの一件、妹君との会談がお目当てかと存じますが、妹君は何処いずこへ？　まさか、もう決着をつけられて、始末なされましたか？」

「いや…………まだ、戦うには早すぎた。まもなく戻るだろうが、全てはそれからだ。それより死侯爵デスマークイス、君の意向を訊ききたい。君は、あの末子に肩かた入いれしているのか？　王党派でありながら、闇黒卿ダークロードと共同戦線を張るというのかな？」

「いえ、ボクは今のところ王族のどなたも推す気はありません」

　美貌の貴族は静かに首を左右に振る。レギーナへの敬意は崩くずさないが、確固たる決意がそこにはあった。

「では、何故闇黒卿ダークロードの助けを？」

「麗うるわしき友情と──飴あめをもらったから、でしょうか？」

「飴というと……あの？」

「ええ、その飴です」

　にこやかに語る京夜に対し、レギーナは理解不能といった面持ちで首を傾かしげる。

「ええと……すまない、話がよく見えてこないのだが…………」

「ボクの好きなぶどう味だった……さらに理由を挙げるなら、そんなところでしょうか？」

「………………」

　もう理解することを諦あきらめ、レギーナは気を取り直すように首を左右に振った。

「特に妹を推しているわけではないようだが、他ほかに意中の相手はいるのかな」

「いえ。ボクはそもそも王位争そう奪だつに興味がありません。大事なのは、覇は権けんを取った後の治世であり、世界の安定です。ボクが今王党派として陛下に敬意を払はらうのも、全てはそこにあります」

「なるほど…………頂点に立ってから、支持するかを決める、か。だがそれはともすれば様子を窺うかがう風かざ見み鶏どりにも見えてしまうよ？」

「構いませんよ。元より保身にも権力にも興味はありません。ボクが今、殿下に申し上げられるのは、せいぜい頑がん張ばって頂きたい──それと警告のみです」

「何かな？　君がここに来たのも、それが理由かい？」

　京夜は微び笑しようしながら頷うなずく。紫むらさきの瞳ひとみは蠱こ惑わく的にきらめき、王族へささやかな警告を贈おくる。

「……今回の件、〈黒こく宵しよう街がい〉におけるあの兄妹きようだいのふるまいは、殿下の意思とは無関係と考えました。相そう違いありませんか？」

「黙もく認にんにはなるのだろうが………許可した覚えはないね。地下のこと以外には無む頓とん着ちやくでね。妹をつれてきてくれればそれでよかった。もっとも、一ひと騒そう動どう起こしそうなことは、予想ができていたわけだが」

「では、申し上げましょう。あまり…………闇黒卿ダークロードを怒おこらせない方がよろしい。王位継けい承しようのために敵対されるなら致いたし方かたありませんが、本気で怒るともう手がつけられない」

「興味深いね…………何な故ぜそこまで入れ込む？」

「彼の恐おそろしさは身に染みていますから。何なら、殿下も観戦なされませ」

「何をだ？」

　興味を覚え、身を乗り出した王族に、京夜は艶えん然ぜんと告げた。

「間もなく始まる、“〝決闘デユエル”〟を」
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　初めて来るそこがどのような場所なのか、もう理解はしていた。

　無限とも思える広大な大広間に、プリエラは立っている。

　彼女を照らすのは、いつ果てるとも知れない高みから差し込む、精せい緻ちなステンドグラスに彩いろどられた芸術的な光。

　内部にいるため、建物の全ぜん貌ぼうは計り知れないが、おそらくはこの世界のどの貴族をも凌しのぐ、巨きよ大だいな城に自分はいる。

　そしてその城の位置する場所は、世界の中ちゆう枢すうにして、全すべてを司る場所。

　すなわち〈王都〉。

　ならば、この大広間の奥おくで全てを睥へい睨げいするかの如ごとく君臨する存在を示す名は、ただ一つ。

“〝王”〟。

「お初にお目にかかります、陛下」

　幼き王女は、視界の端はしに映る玉座に腰こし掛かける人物に対し、スカートの裾すそを持ち上げて丁てい寧ねいに一礼する。

　かろうじて輪りん郭かくは見えるが、その存在の全貌は認識できない。

　なのに、ひどく近く感じる。

　全てを見み透すかされているような、支配下に置かれているような──そんな感覚を覚える。

「お前が『末子』か」

“〝王”〟はさしたる感かん慨がいもなく、そう言った。

　すでに王族との謁えつ見けんは何度も行っているはずだから、無理もない。

「闇黒卿ダークロードから聞いておりました。全ての貴族は、継承のとき必ず一度は〈王都〉に招かれ、叙じよ任にん式を受けると。お姉様もまた、どこか陛下にお会いしたかのような口ぶり。ならば、私が招かれるのも必定。お会いしとうございました」

　プリエラはあくまでも礼を貫つらぬき通とおし、姫ひめ君ぎみとして振ふる舞まう。

“〝王”〟もまた、最後となる継承候補者に対し、これまでも繰くり返した「儀ぎ式しき」を行う。

「近ちこう寄れ」

“〝王”〟の要よう請せいに、プリエラは一礼して、豪ごう奢しやな赤絨じゆう毯たんの上をゆっくりと歩き出す。

　相当かかるはずの距離なのに、数歩歩いた後、もう玉座は目の前にあった。

　驚おどろく間もなく、“〝王”〟が玉座から立ち上がる。

　天てん井じようから差し込む光が後光となり、その顔を覆おおい隠かくす。あるいは、存在が強大すぎて認識できないのかもしれない。

　君臨者は、その細い首に金の鎖くさりで編まれたネックレスをかける。幼い少女に似合うよう、けして目立ちすぎない上品な赤い宝玉があしらわれた品だ。

「これがお前の七大王器レガリア・ピースだ。王座を手にしたくば、全ての王族を殺せ。そして散らばった残る六つの欠片かけらを手にし、今一度余の下へ来い。さすれば、全てをお前にくれてやる」

「お姉様と同じ…………私の、力…………」

　宝玉に触ふれるが、特に何も感じない。貴族の継承のように、自動的に使い方がわかる──というものでもなさそうだ。

“〝王”〟に詳しよう細さいを問おうとしたが、向こうはすでに自分から離はなれ、また玉座に腰掛けている。

　しかも、いつの間にか玉座との距離ははるか離れ、最初に自分が立っていた位置に戻もどっていた。

　謁見は終わり、儀式も終しゆう了りようした……ということなのだろう。

　それ以上の追つい及きゆうは諦めたが、末子への配はい慮りよなのか、あるいは気まぐれか、“〝王”〟は低い声で告げた。

「お前がそれを手にしたことで、《禁忌の断章アスルデツキ》のナンバーは効果を発揮する。今いま頃ごろ、奴やつもカードの意味に気づいていることだろう」

「ご存知だったのですか…………!?」

　やはり、闇黒卿ダークロードのことは……気にかけているのだろうか？

　それとも、単に王族の後見人たる貴族として認識しているだけなのか？

“〝王”〟は末子の心中の問いには答えず、ただ警告を述べた。

「お前はすでに、デッキに取り込まれた身。己が無力に成り下がる代わりに、闇黒卿ダークロードに力を与あたえる。それがお前の選んだ道だ」

「後こう悔かいは致しませぬ。私が無力ならば、私が選んだ男が戦えばよいだけのこと。正しき道かは、結果が教えてくれるでしょう」

　世界の頂点に君臨する者に対し、最も幼き王族は傲ごう岸がん不ふ遜そんに言い放つ。

“〝王”〟が小さく頷く。

　それを契けい機きとして、急速に君臨者の気配が遠ざかっていく。

　今度こそ本当に儀式は終わり、王女はようやく王位継承戦のスタートラインに立つ。

　この瞬しゆん間かんから骨肉の争いの渦か中ちゆうに置かれ、残る全ての王族から狙ねらわれる身となる。

　苛か酷こくな運命さだめを背負いつつも、少女はまったく臆おくすることなく、“〝王”〟に宣言した。

「またお会いできる日を楽しみにしております。次は全ての王器レガリアを身に纏まとい、戴冠式にて全てを頂く。私が勝ち残るまで、その玉座、誰だれにもお渡わたしにならぬよう」

　王女は恭うやうやしく退去の礼を取り、王の間を辞する。

　視界は闇やみに呑のみ込まれ、再びあの姉の居城へ。

　無知な幼年期に別れを告げ、末子の王女は今新たな一歩を踏ふむ。





「どうなってるのよ、この城…………」

　身体からだにこびりつく疲ひ労ろうを隠さず、琉る妃きは通路の壁かべによりかかった。

　どう見ても、来訪者を迷わすためとしか思えない迷宮めいた造り。

　城に入った瞬間ルイヤとはぐれ、一人で奥深くへ進んだが、その道のりは気が滅め入いるだけだった。

　何より心を重くしたのは、遭そう遇ぐうした領民達の姿。

　城内を進む最中、幾いく度ども〈黒こく宵しよう街がい〉から姿を消した領民達を目にした。

　彼らは皆みな、城の内装の張はり替かえや給仕の支度などに従事していた。

　それこそ城に雇やとわれ、働かされている──そんな印象だった。

　もちろん、他の貴族に勝手に領民を使われるいわれはない。

　ルイヤが自分と共に来ていることを告げ、彼の助けになるよう指示を聞け──そんな言葉を何度となく彼らに言いつけた。

　なのに、誰一人耳を貸さない。

　精神操作を受けている様子はなく、皆思考はいたって正常、虚うつろな目をしている、などということもない。

　ただ命じられたがゆえに、城内の作業に従事していた。

「何があったの……!?　私の声が聞こえないの!?」

　大声を出したが、誰も反応しない。耳元で声をかけても同じだ。

　しばらくして、声が届かないというより──自分の声を、彼らの聴覚が認識していないことに気づいた。

　しかも、領民達の会話に耳をすませば、ありえない言葉がいくつも飛び込んできた。



「しっかし、領主様も急に城を建てるなんて、どういう風の吹ふき回まわしかねぇ？」

「あの館やかたで満足されてたようだけどねぇ…………やっぱり、貴族様の考えることはわかんないねぇ」

「まあ、普ふ段だんお世話になってるんだ、やるだけやるべ」

「壁紙の張り替え、終わったよ。次は広間の掃そう除じだ」



（何なのよ、これ…………ルイヤ様のために、働いている…………!?）

　会話を聞けば、そうとしか判断できない。

　断片的な内容から組み立てると、彼らは自分達も気づかぬうちにルイヤにこの城に呼び集められ、城内の作業に従事させられている──ということらしい。

　各々不満はあるが、他ほかならぬ領主の命ということで、とりあえず黙もく々もくと作業に励はげんでいる。実際の事情はどうあれ、彼らの行動は実に自然だった。

　あれで中々領民の支持を集めているルイヤが命を下せば、領民は唯い々い諾だく々だくと従うだろう。

　首を傾かしげつつも、領主の趣しゆ味みに合わない城の模も様よう替がえにも従事する。

　噛かみ合わない現実の理由を考えれば、領民達は、操られているわけではなく、騙されているのだ。

　幻げん霧むの効果で、五感はシャットアウトされ、余計な情報は届かない。

　全ては幻まぼろし、琉妃とは違ちがう現実を見ているがゆえの隔かく絶ぜつ。

　説得を諦あきらめ、琉妃はルイヤを捜さがし求め、今に至る。

　さすがに疲労が溜たまってきたが、気力を奮い起こしてまた進む。

「あら…………？」

　前方から光が差し込んでくる。これまでと違う光景に胸躍おどらせて早足で進む。

　行き着いた先は、エリザの居城の物ともひけをとらない、パーティーが開けそうな広間だった。

　すでに内装の改築を終えたのか、そこだけはひどく手の込んだ造りだ。

　特筆すべきは、天井や床ゆか、さらには壁の四方が、全て「鏡」で構成されていることだった。

　琉妃が広間に降り立つと、六面から彼女の姿が映し出される。だが鏡の配置はかなり複雑で、単純に平へい坦たんな壁一面を鏡に変えたのではない。微び妙みように角度を違えた複数の鏡を壁一面に張り巡めぐらせたらしく、様々な角度から映し出される鏡像が、それこそ無数に自分を取り込んでいた。

　ここでダンスパーティーでも開けば、さぞかし幻想的な光景が繰り広げられることだろう。凡ぼん百ぴやくの貴族ではなしえない異様な広間には、さすがに琉妃も感かん嘆たんした。

「よくもまあ、こんなこと思いつくわね…………これもうちの領民に…………？　まったく、こき使ってくれるわ」

　軽く憤いきどおったとき、聞き慣れた声が聞こえた。

　ここまでの疲労を吹き飛ばすような、朗らかで明るい声。

「あれ、何でお前がここにいるのだ？」

「あなた……！」

　振り向けば、プリエラが立っていた。急いで駆かけ寄より、その顔を覗のぞき込む。

「本当に……あなたなの!?　私がわかる!?」

「何をわけのわからぬことを言っておる。私は私だ。それ以外の何者でもない。大体お前こそ、本当にお前か？　お姉様が私をたばかろうとしている可能性もあるしな……よし、調べてやる！」

　元気よく言い、プリエラは遠えん慮りよなくムニュッと琉妃の胸に顔を埋うずめる。

「うむ、このボリュームと張りと安心感……間違いない、本物だ！」

「どこで区別してるのよ…………!!」

　呆あきれながらも、琉妃はプリエラが本物であることを確信した。こんなガキが何人もいたら困る。

「なあ、闇黒卿ダークロードも来ているのか？」

「そうよ。まずは合流しなくちゃ……」

「悪いが、それはできない」

　忌いまわしい声に、琉妃とプリエラは険しい顔で振ふり向いた。

　立っているのは、右みぎ腕うでに包帯を巻き、やや青ざめた顔のエスペリオ。

　応急処置らしく、腕にはまだ生々しく血がにじんでいる。

「死侯爵デスマークイスはともかく、闇黒卿ダークロードを野放しにはできない。この城は僕ぼくらの自由を守る砦とりでだ。侵しん入にゆうした以上死んでもらう。君達も、ね。もっとも、君だけは素直に従うなら歓かん迎げいするが？」

　たぎる情欲を隠さず、エスペリオは琉妃にねめつく視線を送る。

「ムムッ、どうしよう、私、狙われているのだ！　そういえば、前から私のことやらしい目で見てたような…………」

「……そういうことに、しておきましょうか…………」

　突つっ込こむのが面めん倒どうなので、琉妃はプリエラを放置した。が、自じ意い識しき過か剰じような王女のざわめきは止まらない。

「襲おそわれたらどうすればいいのだ!?」

「……覚えておきなさい、男は基本皆獣けだものよ」

「そうなのか……闇黒卿ダークロードもか!?」

「ルイヤ様は……いいのよ。獣は獣でも、美しい獣…………いわば美び獣じゆうね」

「なるほど、あの薄うすっぺらい男とは大違いなわけだな？」

「そうよ、同列に語るだけ失礼よ」

　エスペリオを指差し、女達の意見は一いつ致ちした。

　平民と幼すぎる王族に蔑さげすまれ、エスペリオのプライドに昏くらい火が点ともる。

「僕への愚ぐ弄ろうは許さない……身を以もつて思い知れ」

「あら……やる気ね…………!!」

　駆けるエスペリオを、《武装アームズ》で鞭むちを装備した琉妃が迎むかえ撃うつ。

　鞭を弾はじくあの使い魔まがもういないことなど、琉妃には知る由も無い。

　しかし、エスペリオが怪け我がを負っていることは腕を見ればわかる。あの腕では、合わせ鏡の発動にも支障が出るはず。

　今度は負けない──そんな決意を見み透すかしたように、エスペリオは笑みを浮うかべて彼女に手鏡をかざす。

「鏡よ、鏡──見せつけろ、あの女の忌むべき記き憶おくを!!」

「何ですって!?」

　反射的に目を閉じようとしたが、遅おそかった。

　鏡を目にしたとき、人は時に忘れ去りたい過去に直面する。

　眼前に映し出されるのは、最も忌むべき光景──自分を押おし倒たおす父親。

　肉親に向けてはならない獣欲をたぎらせた父の姿は、あの日と何一つ変わっていなかった。

「イヤ…………」

　か細く怯おびえた声が、琉妃の口から漏もれる。気き丈じような彼女にはありえない、怯えきり年とし端はもいかない少女のような声。

　エスペリオは嗜し虐ぎやく的てきに顔を歪ゆがめ、琉妃の過去と同じく、彼女を組くみ伏ふせることに思いを馳はせる。

「さあ過去に呑まれて素直になれ。安心しろ、僕が忘れさせてやる…………！」

「結構よ」

「へ？」

　気がつくと、鞭の先せん端たんが顔を叩たたいていた。

「何ィィィィッッッ!?」

　幸い渾こん身しんの一いち撃げきということはなく、ダメージは軽い。それでも端たん整せいな顔立ちには、袈け裟さ懸がけの形ではっきりと鞭の跡が刻まれ、当分消えそうにない。

「馬ば鹿かな……どうして!?」

　顔を押さえながら、エスペリオが呻うめく。

　琉妃は心底見下しながら、愚おろかな貴族に毅き然ぜんと言い放つ。

「悪いけど、もうどうでもいいのよ、そんな過去。今となっては、むしろ後こう悔かいしてるわ、あのときちゃんとあの男にトドメを刺さしておけばよかったって」

「キ、サ、マ…………！」

「押し倒されるのも、慣れてるのよ。もっとも、していい人は一人きりだけ、他の男はみ～んな、二度と女にちょっかい出せないようにしておいたけど」

「おおっ、かぁっこいいぃぃ～～!!」

　ぴょんぴょん飛とび跳はねて応おう援えんに回るプリエラ。

　琉妃も満まん更ざらではない様子だったが、バタン、とプリエラが前まえ触ぶれもなく倒れたのを見て顔色が変わった。

「どうしたのよ!?」

「ガ……ハッ…………」

　倒れたプリエラは苦く悶もんの表情で胸を押さえた。咳せき込むと同時に、吐はき出される大量の血液。

「何よこれ……どういうこと!?」

　か細い体を抱だきかかえ、琉妃は絶ぜつ叫きようした。

　突とつ如じよ訪れた王女の危機──だが救いの騎き士しは現れず、薄笑いを浮かべる鏡の貴族の脅きよう威いが迫せまる。





　札技コンボの始まりは、獅し子しの雄お叫たけびだった。

　城中に轟とどろき亘わたる百獣の王の咆ほう哮こうは、幻霧に身を隠かくすレムの耳をも劈つんざいた。

「喰くらえ」

　ルイヤは《聖統なる女王フエイテツドクイーン》をレグルスに向けて放つ。一直線に口を狙ねらうそれを、《獅子王レグルス》の顎あぎとが呑のみ込む。

　文字通り体内にカードを取り込んだとき、レグルスの巨きよ躯くが急速に変へん貌ぼうした。しなやかな筋肉が金属に近くなるほど極限まで凝ぎよう縮しゆくされ、身が引ひき締しまる。だが細身になってもその威い圧あつ感かんは一切減じることなく、むしろ研とぎ澄すまされた刃やいばの如ごとく獲え物ものを圧あつ倒とうする迫はく力りよくが増した。

　牙きばは大きさを増し、尾おの穂ほ先さきは鋭するどく尖とがり、完全に刃と化す。四足の爪つめもまた自然界の法則を逸いつ脱だつし、凶きよう悪あくに研ぎ澄まされていく。

　さらに漆しつ黒こくの全身はまさに返り血を思わせる赤い斑はん点てんに彩いろどられ、獅子は完全にその姿を変えた。瞳ひとみも白目が真紅に塗ぬり潰つぶされ、雄叫びにも狂きよう気きが交じる。

「グルゥゥゥゥゥアァァァァァァァッッッッ!!」

　野獣の咆哮は、それだけでレムの足を止めた。

　いかに百獣の王とはいえ、所しよ詮せんは知ち恵えの足りない使い魔、能力との相性から言っても絶対に捕つかまえられるはずがない──そんな余よ裕ゆうが、眼前の獣に取とり払はらわれていく。

「来ないでよ…………クソ猫ねこ!!」

　地を剥むき出だしにし、レムは《悪夢の魔酒ナイトメアキヤツプ》をありったけ口に含ふくみ、レグルスに向けて吹ふきつける。

　より深くレグルスを幻霧に取り込まんとするが、獅子の歩みに影えい響きようは無かった。

　レグルスは──一直線に通路を駆け抜ぬけ、正確にレムを襲う。

「この……何で使い魔ごときが!?」

「使い魔は使い魔でも、王族の加護を受けた使い魔だ。理解した……俺おれのデッキ全すべてのカードを底上げする、それが《聖統なる女王フエイテツドクイーン》」

「そんな…………」

　歯は噛がみするレム。

　ただ獲物のみを狙い、狂気の咆哮を上げて進むレグルス。

　耳をすまし、それを追うルイヤ。

　漆黒の主従は、まやかしの貴族を捉とらえるべく、共に駆ける。

「………………！」

　プライドをかなぐり捨て、レムは息を切らして逃とう走そうに入る。捕まれば、終わりだ。

　城内の地理は把は握あくしている。だが、城主たる王族の部屋だけはわからない。自分達を信用していないのか、あるいは単に人ひと嫌ぎらいゆえか、彼女は自らの意思でしか姿を晒さらそうとしない。

　となれば、頼るのは一人だけ。

「お兄様……！」

　最短距きよ離りを駆け、レムは兄が寝しん室しつ以外で最も好む場所──「鏡の間」に入った。

「レム…………？」

　琉妃とプリエラに近づく足を止め、エスペリオは怪け訝げんな顔をした。ここまで汗あせを掻かいて肩かたで息をする妹は見たことがない。自分と共に、いつだって余裕で全ての危機を乗のり越こえてきたはずなのに。

「何があった!?」

　肉親の状じよう況きようを優先し、彼は妹に駆け寄る。

　事情を聞く前に扉とびらが開き、鏡の間は新たな来訪者を迎える。

　ルイヤとレグルス──漆黒の主従。

「おや……兄貴も一いつ緒しよか。ちょうどいい」

　まとめて殺やれる──そう白はく皙せきの顔が綻ほころぶが、吐と血けつしているプリエラとそれに付つき添そう琉妃をみたとき、ルイヤは顔色を変えた。

「クソガキ…………！」

　呼びかけにも、プリエラは応じない。それほどのダメージが、幼い体を蝕むしばんでいた。

「ルイヤ様、この娘こが…………何でこんな!?」

　プリエラの口元の血を拭ぬぐいながら、琉妃が悲ひ愴そうな声を出す。

　ルイヤは、すぐにその理由に辿たどり着ついた。

《禁忌の断章アスルデツキ》のカードには、ごく一部の例外を除き、使用条件と利用制限がある。

　それは新たなカードを手に入れたとき、自動的にルイヤの脳に流れ込んでくる知識だ。

　だが、《聖統なる女王フエイテツドクイーン》にはそれが無い。効果を理解し、実際に使用した今でも、まったくわからない。

　当然だろう。使用条件も、利用制限もありはしない。

　好きに使い、札技コンボに組み込めばいい。ただし、プリエラがダメージを負う。

　あえて利用制限を言えば、それ即すなわち彼女が死ぬまで。

　それを考こう慮りよしないのなら、制限無く使えばいい。ルイヤに影響はない。

　制限が無いのが制限──それが《聖統なる女王フエイテツドクイーン》。

「やはり使えんな……クソガキ」

　ルイヤが顔を歪め、動きを止めるのとは対照的に、レグルスは新たな獲物を見定め鏡の床ゆかを駆ける。貴族の兄妹きようだいを狙うその瞳には、懐なついていた王女への配はい慮りよなど欠片かけらも無い。

　同時に、ゴボッ、とまたプリエラが大量の血を吐き出す。

　蒼そう白はくな顔は、限りなく死に近かった。

「ルイヤ様!!」

　縋すがるような琉妃の叫さけびを受け、ルイヤは鋭く使い魔まを制す。

「止まれ、レグルス!!」

　だが使い魔は止まらない。漲みなぎる王族の力に翻ほん弄ろうされるレグルスは、ただ獣じゆう性せいに身を任せ、獲物を狩かる。

「レム…………」

「わかっているわ、お兄様」

　鏡と幻まぼろし、互たがいの王威の封具インペリアルギフトを掲かかげ、レムとエスペリオが迎げい撃げきの態勢に入る。

　さすがにもう使い魔に対する侮あなどりはない。本気で仕留める。

　厳しい顔で待ち構えるが、獅子の使い魔に立ち向かうのは、割って入った白皙の貴族だった。

「このバカ獅子が！」

　ルイヤの手加減無しの上段回し蹴げりが、レグルスの頭部を弾はじき飛ばす！

　……が、レグルスは斃たおれない！

　その血走った瞳は主をただ障害物と捉え、前足を上げて喰らいつく。

「いいかげんにしろ……誰だれに牙を剥いている…………!?」

　底冷えするような声に、ピタッと獅子の動きが止まる。

　ようやく、思い出した。

　誰と敵対してしまったか。

　自分の主人が……どんな男だったか。

「とりあえず一いつ旦たんくたばれ」

　飛びかかる姿勢だったゆえに、レグルスは腹部をルイヤに晒していた。

　そこへ叩き込まれる、完全に殺す気の中段回し蹴り。

「ガゥゥ…………」

　内臓が全て喉のどから競せり上がるほどの衝しよう撃げき。

　堪こらえる間もなく、ルイヤはさらに一撃──二撃、三撃!!

　断だん末まつ魔まの叫びの代わりに、獅子の口は《聖統なる女王フエイテツドクイーン》を吐き出す。

　それを即そく座ざに掴つかみ取った後、ルイヤは駄だ目め押おしとばかりにレグルスを蹴り飛ばし、部屋の隅すみに吹っ飛ばす！

　鏡の壁かべに激げき突とつした獅子の体表に、割れた鏡が降り注ぐ。

　ピクリとも動かない使い魔に一いち瞥べつもくれず、ルイヤはプリエラの下に近づく。

《聖統なる女王フエイテツドクイーン》の使用が途と切ぎれたため、若干少女の顔色はよくなった。だがダメージはなおも小さな体に蟠わだかまっている。

　それでも、彼女は気き丈じような声で告げた。

「何な故ぜ……来た？　来るな、と、言うたぞ…………？」

「よいではないか、よいではないか」

　と無表情かつ棒読みで返すルイヤ。

　プリエラは微び笑しようし、胸を押さえながら不敵に返す。

「いいか、遠えん慮りよ、など、する…………なよ？　その、カード…………必要とあらば、好きに、使え………………」



    

  
    
      「ガキが肩かた肘ひじ張はるな。使うたびに死にかけられたら迷めい惑わくだ。大体、使う意味も無い。ちょうどいい、お前も見ておけ。俺がこれから余裕であの二人をぶち殺す様をな。琉妃、お前はさがっていろ」

　琉妃に耳元で囁ささやいた後、ルイヤは傲ごう岸がん不ふ遜そんにエスペリオとレムに向き直る。

　二人もまた、傲然とルイヤを見下し、一歩も引かない。

「これはこれは……舐なめられたものだな、僕達も？」

「あの使い魔はもういない…………あなただけで、私達を捉えられて？」

「では──貴族同士で、正々堂々戦やってみるか？」

　エスペリオとレムの表情が強こわ張ばる。

　その二人の顔目がけ、ルイヤは一枚のカードを投じる。

　エスペリオが掴み取り、その絵え柄がらを確認する。

　絵柄はナンバーＩ《闇黒卿ダークロード》。

　闇黒卿ダークロードを象しよう徴ちようするこのカードを敵に投げつけること、それ即ち──

「闇黒卿ダークロードの称号なに於おいて、正式に“〝決闘デユエル”〟を申し込む。返答は？」

　エスペリオとレムは答えない。互いに硬かたい顔を見合わせるだけだ。

　それを予想していたルイヤは、邪じや悪あくに口元を歪ゆがめ、嘲あざけりを浴びせる。

「予想通り、だな。お前ら、これまでまともに“〝決闘デユエル”〟をしたことはないだろう？　都合が悪くなれば、ただ逃にげ出す……ずっとそれを繰くり返かえしてきた。ずっとそうやってきた。だからこそ生き延びられた」

「「………………」」

「確かに、賢かしこい選せん択たくだ。お前達の力はまやかし──目くらましにはもってこいだからな。決着がつくまで逃げられない“〝決闘デユエル”〟ならいざ知らず、小競り合いなら実に役に立つ。形勢が不利になれば、すたこら逃げ出して、はい終わり。ごまかし続きの人生というわけだ」

「挑ちよう発はつのつもりか……？　挑いどまれた“〝決闘デユエル”〟は受けるのが礼れい儀ぎなど、つまらぬ慣習に僕らが乗るとでも？」

「そうよ……いちいちあなたの流りゆう儀ぎに乗る必要があって？」

　自己の正当性を疑わず、兄妹は自信に溢あふれた姿勢を崩くずさない。

　ルイヤもまた嘲りを崩さず、わかったわかったと上から目線で肩を竦すくめる。

「はいはい、そうやって何とかして舌先三寸で逃げたいわけだな。かっこわる」

「誰が……挑発には乗らないと言っただろう？」

「そうよ……あなたこそ、何とかして“〝決闘デユエル”〟に持ち込みたいのがミエミエよ？」

　あくまで引かないレムとエスペリオ。

　議論に終しゆう止し符ふを打つべく、ルイヤは傲然と言い放つ。

「お前達の気持ちもわからんでもない。誰だって、負けるのは怖こわいからな。そして、お前らがどう足あ掻がいても俺は勝つ。勝ってしまう。今お前が手にしている《闇黒卿ダークロード》と──今手の内にあるカードのみで、お前達は負ける」

　ルイヤの手に、カードが閃ひらめく。

　エスペリオとレムが目にしたのは四枚のカード──《暴力フオース》《制御ルール》《武装アームズ》《闇オフエル》。

　ルイヤの言葉を信じるならば、彼はこの五枚のみで一対二の“〝決闘デユエル”〟を戦い抜ぬくというのか!?

「貴様、何を考えている…………？」

「他意はない。俺は勝つ。ただそれだけだ。と言っても、手札を晒さらした程度で、お前達が勝負に乗らないのはわかる。何せ、俺の〈領地フイーフ〉がわからないからな」

　確かに、その通りだった。

　いかにルイヤが手札を限定しようが、貴族の切り札であり異能の根源たる〈領地フイーフ〉の脅きよう威いは残る。手札の限定も所しよ詮せんはそれから目を逸そらすための陽動──そうもとれる。

「俺の〈領地フイーフ〉はこの《闇オフエル》のカードに内包されている。発動条件はいたって簡単、お前らの〈領地フイーフ〉に取り込まれ、一度攻こう撃げきを受けること。一旦発動すれば、俺の体は闇やみに溶とけ込み攻撃を無効化、ついでにお前らの〈領地フイーフ〉も呑のみ込む。言うまでもないが、一度敵の〈領地フイーフ〉に呑み込まれる以上、リスクは高い。即そく死しすれば何もできず終わりだ。一発逆転か、無様に死ぬか、二に者しや択たく一いつのトラップカードというところか」

　……が、ルイヤはあっさり〈領地フイーフ〉を親切に解説。

　さすがにエスペリオとレムもあんぐりと口を開け、顔を見合わせた。

「お、お前……何を言っている!?」

「そうよ……何言ったかわかってるの!?“〝決闘デユエル”〟前に敵に〈領地フイーフ〉を教えるなんて…………！」

「べーつーに。言っただろう、お前らがどう足掻いても俺は勝つ」

　顔色一つ変えないルイヤ。

　超ちよう上から目線のまま、彼は淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

「勝ち方も指定しよう。俺は今回、お前らを二人同時に蹴り殺す。つまり、お前ら二人を一発で仕留めなければ、自動的に俺の負けだ。無論ここまでの発言は全て“〝決闘デユエル”〟の正式ルールとして組み込む」

「お、お前…………」

　エスペリオが言葉を失う。

　コイツは……何なんだ!?

　もう自信や余よ裕ゆうでは片づけられない、完全に思考が常人と隔かく絶ぜつしている。

　まさしく闇──闇そのもの。

「ハンデはもういいだろうが、お前らのやる気がまだ若干足りないようだから、ステキな賞品をくれてやろう。おい京きよう夜や、いるんだろう？」

「おや、わかってた？」

　悪戯いたずらっぽく微笑し、鏡の間の扉とびらから、京夜が進み出る。

　いつからか部屋の外に潜ひそんでいたようだが、ルイヤはとっくに気づいていた。

「あれが……死侯爵デスマークイス？」

　その妖よう艶えんな青年にレムは目を奪うばわれ、彼のもう一つの姿しか知らない琉妃とプリエラは、その変へん貌ぼうぶりに顔を見合わせる。

「キミとこの二人との“〝決闘デユエル”〟──観戦したいのだが、構わないかな？」

「好きにしろ。ただし、条件がある。俺が負ければ、お前が責任を以もつて王党派を説得し、コイツらを粛しゆく清せい対象から外せ。そして、その後コイツらの行動に一切構うな。仮に説得できないようならば、お前が警護役を買って出て、刺し客かく達を迎むかえ撃うち、全力で斃たおせ」

「わかった。このボク、死侯爵デスマークイスの称号なに於いて誓ちかおう。ついでに、エリザもボク同様の立場をとることを約束しよう。よかったねキミ達、勝てば自由放ほう免めんのうえに、侯こう爵しやく夫婦が守ってくれるよ？　“〝決闘デユエル”〟の正式ルールに組み込むから、約束を違たがえたらボクも死ぬ。ゆえに履り行こうは絶対。よかったね♪」

　にこやかに二人に笑いかける京夜。

　もう、二人は二の句が継つげなかった。

　何なんだ……コイツら!?

「ああ、安心してくれたまえ、ボクはあくまで観客だから、助すけ太だ刀ちなんてしない。ところでルイヤ、もう一人観戦したいという方がいらしているんだが…………」

「初めまして、闇黒卿ダークロード」

　京夜の背後から進み出たのは、王族が第六子、レギーナ。

　王族の威い厳げんを放つ男装の麗れい人じんに、ルイヤも彼女の身分に気づいた。

　京夜がこの幻げん霧む渦うず巻まく城内を迷わず進めたのも、彼女の導きだろう。

「私はレギーナ＝シェシェット・マムラハー。王族の第六子だ。この“〝決闘デユエル”〟、是ぜ非ひ観戦させてもらいたいのだが、よろしいかな？」

「『観戦』の条件はわかっているな？」

　王族が相手だけに、ルイヤも重々しく問う。返答によっては、一戦も辞さない口調だ。

「もちろんだとも。本来、“〝決闘デユエル”〟は立会人と当事者のみで行われる厳げん粛しゆくなもの。観戦するためには、立会人と当事者双そう方ほうの許可を得なければならない。そして立会人同様、“〝決闘デユエル”〟で知りえた〈領地フイーフ〉の発動条件を含ふくむ貴族の情報については、一切他人に漏もらしてはならない。漏らせば即そく死亡。心得ているつもりだよ？」

　レギーナはにこやかに微笑ほほえみ、低姿勢を崩さない。

　畳たたみ込むように、彼女はさらなる条件を告げる。

「私の部下──と言うほどの者達でもないが、迷惑をかけたようだ。観戦させてもらえるなら、連れ去られた君の領た民みを私の責任で〈黒こく宵しよう街がい〉へ返す。観戦の条件である以上、もちろん約束は違えないし、違えれば私も死ぬ。いかがかな？」

「わかった。それでいい」

　頷うなずくルイヤに、レギーナは目を細める。

　この申し出はもちろん、善意から出たものではない。

　口外禁止とはいえ、闇黒卿ダークロードの力を知ることは、今後の戦いを確実に有利にする。

　しかもその条件が、たかだか無む知ち蒙もう昧まいな領民を領地に送り届けることだけ──たやすいにもほどがある。

　何よりこの男──自分の身の保障を一切願い出なかった。

　仮に“〝決闘デユエル”〟に勝利したところで、無事に帰れると思っているのか？

　この異空間から逃のがれる術すべがあるとでも？

　詰つめが甘あまいにもほどがある。

　妹を逃のがしたのは予想外だったが、脅威たる闇黒卿ダークロードはのこのこと自分から居城に来てくれた。

　どちらが勝ってもこの勝負──漁夫の利を得るのは、自分。

　ゆえに、レギーナはあくまでも配下の行状に悩なやむ王族を演じ、エスペリオとレムに厳しい口調で問いかける。

「さて……君達はどうする気かな？　もう君達を匿かくまう気はない。“〝決闘デユエル”〟に勝って自ら自由を掴つかみ取るか、あるいは“〝決闘デユエル”〟から逃げて、また元の逃とう亡ぼう者となるか？」

「殿でん下か…………！」

「それはあんまりでしょ!?」

　それぞれ不平を述べるエスペリオとレム。

　しかし、レギーナが耳を貸すわけもない。

「自業自得だ。闇黒卿ダークロードならいざ知らず、死侯爵デスマークイスを巻き込むことで、私は下手すれば王党派を敵に回すところだった。さあどうする？　決断したまえ──貴族らしく」

　使えぬ駒こまを切り捨て、レギーナは冷れい酷こくに言う。

「ボクは“〝決闘デユエル”〟など関係なく、普ふ通つうに殺し合いでも構わないよ？　キミ達ならば、別段何の問題もおきない。ねえルイヤ、もう面めん倒どうだから二人でそうしない？　久しぶりに殺やりたい気分なんだ。あ、ボクあの女の子もらうね」

　にこやかに舌なめずりしつつ、凶きよう悪あくな言葉を放つ京夜。

　目が本気だ。

　それが、エスペリオとレムに覚かく悟ごを決めさせた。

　闇黒卿ダークロードと死侯爵デスマークイス──この二人を相手にむざむざ危険を冒おかす必要などない。

　よくよく考えれば、全すべてが有利な“〝決闘デユエル”〟。

　不利ばかりを背し負よい込んだ愚おろかな貴族を踏ふみしめて、誰だれにも文句のつけられない自由を手にすればいい！

「わかった──受けてたとう、闇黒卿ダークロード!!」

「ほえ面かかないでよ？」

　エスペリオが《闇黒卿ダークロード》のカードを投じ、ルイヤが受け取る。

　そのまま彼はカードケースを高々と掲かかげ、王に乞こう。

「我立会人を──と言いたいところだが、それはお前がやれ、クソガキ」

　手を下ろし、ルイヤはプリエラを指差す。

「え、わ、私か!?」

　いきなり指名され、プリエラは驚おどろきを隠かくせない。

「そうだ。王族なのだから、資格は充じゆう分ぶんなはずだ。条件は、全て今までの会話の通りだ。当事者として目に灼やきつけろ、お前の選んだ男がどれほどのものかをな」

　闇色の瞳ひとみがプリエラを射い貫ぬく。

　これは今一度、王女にその配下たる資格を問う戦い。

　ルイヤの想おもいを受け取り、プリエラは頷く。

「……わかった。この“〝決闘デユエル”〟、私が仕切る!!」

「待て、それはこちらに不利だ！　中立な第三者、それが立会人の絶対条件のはず！」

「そうよ、認められないわ！」

　異を唱えるエスペリオとレム。だが、理は確かにそちらにある。

「そうだな、公平を期するつもりだが、お前らの気持ちもわかる。だから、立会人の立ち会いをつける」

　幼き王女の毅き然ぜんとした言葉に、その場の誰も意見できなかった。

　プリエラは天を仰あおぎ、厳かに言う。

「陛下──この“〝決闘デユエル”〟、私が立会人を務めることと相成りました。この立ち会い、私が少しでも私心を持ち、不公平な行いをすれば──この首、即そつ刻こく刎はねていただきたい！　よろしいか!?」

　その場の全ての者を驚かせた少女の言葉は、確かに君臨者の下へ届いた。

〈王都〉の中ちゆう枢すうたる王の居城──その深しん奥おうたる王の間で、玉座に腰こし掛かける者が、小さく口元を綻ほころばす。



「よかろう」



　その声は、その場の全ての者に届いた。世界の誰よりも重い言葉に異議を挟はさむ者はいない。

「さあ、これで問題はあるまい」

　プリエラの小さな手は、いつの間にか“〝決闘デユエル”〟の当事者の名が書かれた羊皮紙を手にしていた。

　三者に見えるようにそれを掲げてから、プリエラはそれを彼らへ投じる。瞬しゆん時じに青い炎ほのおで羊皮紙は焼き尽つくされ、その燃もえ滓かすが決闘者達に降り注ぐ。

　同時に彼らの全身に浮うかび上がる青白い刻印。

　互たがいの紋もん章しようの顕けん現げんは、〈領地フイーフ〉解放許可の証あかし。

「準備は整った。ところで闇黒卿ダークロード、開始前に言っておくことがある」

「何だ？」

　立会人たる少女は、凜りんとした態度を崩くずさぬまま、傲ごう然ぜんと告げた。

「これは立会人としてではなく、あくまでも私個人としての言葉だ。これは私達のデビュー戦だ。無様な戦いは許さん。勝てよ」

　主の命に、ルイヤは左手を胸に当て、恭うやうやしく頭こうべを垂れた。

「仰おおせのままに。王女殿下ユア・ハイネス」

　満足げにプリエラは頷き、右手を高々と掲げる。

「いざ尋じん常じように──始め!!」

　それぞれの誇ほこりを賭かけ──闇黒卿ダークロード対鏡子爵ミラーヴアイカウント・夢幻子爵レヴエリーヴアイカウンテス──“〝決闘デユエル”〟開始!!

「かかってこい、負け犬子爵兄妹きようだい」

　勝つことが大前提の姿勢を崩さず、ルイヤは両手をポケットに入れて悠ゆう然ぜんと佇たたずむ。

　対たい峙じする兄妹もまた、己の有利を自覚し、傲然と笑う。

「あまり調子に乗るなよ……闇黒卿ダークロード!!」

　エスペリオが左手の《双忌魔鏡デユアルリフレクター》をルイヤに翳かざす。自身の姿が映し出されても、彼は微び動どうだにしない。精神攻こう撃げきに対する圧あつ倒とう的てきな自信がそこにあった。

「鏡よ鏡…………あなたの最も会いたい人はだぁ～～れ？」

（………………！）

　予期せぬ問い。

　だが、思考は否応無しに問われた人物を思い浮かべてしまう。

　もういない男を。

　あの日、全てを自分に託たくし、笑顔のまま散った先か代れを。

　そして、先か代れは現れた。

　あの日と何一つ変わらぬ姿で。

　漆しつ黒こくのインバネスをはためかせ、眩まばゆい銀ぎん髪ぱつをきらめかせ、吸い込まれるような闇色の瞳を湛たたえて。

　周囲の観客には誰一人見えない、ルイヤの記き憶おくの中にしかいない、もう一人の闇黒卿ダークロード。

　遠い日の思い出を求め、ルイヤが一歩踏み込む。

　そのとき、眼前の忘れえぬ青年の両手が、首を掴んだ。

「………………！」

　裏切られる思い出。

　ありえない、そんなこと！

　そうだ、そうに決まってる。

　そもそも絞しめあげられる首に、まったく痛みがない。

　これはただの──

「そ、気づいた？　ま・ぼ・ろ・し」

　ルイヤの首に、背後からしなやかな手が絡からみつく。耳元で囁ささやかれる声と、ほのかに香かおる酒の芳ほう香こうが、全てを理解させた。

「夢幻子爵おまえの幻まぼろし、か…………たとえ、お前の知らない存在でも、兄の力で映し出したものなら、幻げん霧むで再現できるわけだ」

「そーよ。気づいたご褒ほう美びに、もう一つ……教えたげる。アタシの〈領地フイーフ〉の発動条件」

「…………？」

「明めい晰せき夢むって……知ってる？　たま～にある、自分が夢を見てると気づいてしまった『夢』。あなただってあるでしょ？　そして、今がまさにソレよ」

「貴様…………」

「“〝決闘デユエル”〟の最中に、幻覚を幻覚だと敵に『自覚』されること。それがアタシの〈領地フイーフ〉の発動条件。かわいそうに……なまじ鋭するどいばっかりに♪」

　手を振ふり払はらい、ルイヤが背後を振り向く。

　しかし、レムはもういない。かわりに、彼の全身は強きよう靭じんな鎖くさりに包まれていた。

「………………!?」

　全身の動きが完全に封ふうじられ、喰くい込む金属の質感は、紛まごうことなく現実の痛みを呼び起こす。

「ルイヤ様…………!!」

　琉妃の悲鳴にも似た叫さけびが聞こえる。硬かたい顔で見つめるプリエラも視界に飛び込む。京夜もレギーナも、表情からして、ルイヤと同じものが見えている。

　突とつ如じよ出現した鎖──所しよ詮せんは幻覚だ。現実なわけがない。

　だがまやかしのはずのそれは、ルイヤに現実の痛みを味わわせる。

「どう、驚いた？」

　縛しばられるルイヤを、レムが心底愉たのしげに見つめていた。

　ルイヤは平静さを失わず、抗あらがえない圧力を身に受けながらも静かに問う。

「夢幻の実体化……それが貴様の〈領地フイーフ〉というわけか」

「そうよ。普ふ段だんはただ五感に干かん渉しようし、混乱させるだけ。けれど、今は痛覚すら完かん璧ぺきに支配し、脳に現実と変わらぬ痛みを与あたえる。所詮人の感覚なんて、全て脳から生まれる主観的なもの。それが完全にコントロールでき、しかも人に押しつけられたなら、それはもう幻覚ではなく現実よ。観客だって、私の幻霧に支配されている」

「そのようだな」

「意外にタフね。どうせ、結局は脳がそう感じてるだけ、心を強く持てば大だい丈じよう夫ぶ……なんて思ってない？」

「違ちがうのか？」

「確かにそう……特にあなたみたいな自信過か剰じような男には、いくら致ち命めい傷しようの痛みを脳に刷り込んでも、即死させるのは困難。だから、持久戦ね」

「悪いが、つきあう気はない」

　縛られつつも、なおルイヤは動いた。繊せん手しゆがレムに対してカードを投じる。

　だが所詮はただのカードスローイングであり、この状態ではそれが限界だった。

　カードは空むなしく空を切り、レムの背後で失速して床ゆかに落ちる。

「残念だったね？」

　背後から、エスペリオの声が聞こえた。

　先ほどのように、彼は左手の手鏡をルイヤに翳していた。そして、ルイヤの前に立つレムの右手にも──《双忌魔鏡デユアルリフレクター》の片割れが！

「僕の〈領地フイーフ〉の発動条件も教えよう」

　前方と後方、兄と妹。

　二つの鏡に挟まれたとき、白はく皙せきの貴族は合わせ鏡に囚とらわれる。

「敵をこの王威の封具インペリアルギフトで挟み、合わせ鏡に取り込むこと。僕達兄妹を相手にしたのが──運うんの尽きだ！」

　刹せつ那な、部屋の至る所に貼はられた鏡の一部が剥はがれ落ち、ルイヤの周囲に飛来した。

　正方形、長方形、三角、菱ひし形がた……大小様々な形状の「鏡」が彼を取り囲み、闇黒卿ダークロードは無数の鏡像と対峙する。

　否いな、四方を取り囲む全ての鏡に映るのは、単なる鏡像ではなかった。

　全ては記憶──自分の過去と向き合うかの如ごとく、忌いまわしき過去の映像が無む秩ちつ序じよに映し出され続ける。

　昏くらい牢ろう獄ごくでの日々、死に続ける同どう胞ほう、そして光を与えてくれた者の死。

　棒立ちとなるルイヤに、エスペリオは嗜し虐ぎやく的てきに顔を歪ゆがめ、滔とう々とうと語り出す。

「僕の鏡が映し出すのは、その者の心を抉えぐる真実。ゆえに何なん人ぴとも逃のがれられない。さあ、無限に映し出される記憶の中で溺おぼれ死しね」

　エスペリオがパチンと指を鳴らす。

　ルイヤを取り囲む鏡の群れが、新たな動きを示す。突つき詰つめれば金属片に近いそれらは、再び結合し、ルイヤを完全に外界と隔へだて、蟻あり一いつ匹ぴき入る隙すき間まのない床と密着した立方体の「檻おり」を構築する。

「その檻の内部で乱反射され続ける過去は、いかなる強靭な精神の持ち主でも、心をズタズタにされる。君は特に念入りに──確実に壊こわれるまで〈領地フイーフ〉に取り込んであげる」

　快かい哉さいを叫さけび、エスペリオは笑う。笑い続ける。

　レムもまた、驕きよう慢まんな笑みを浮かべる。

　最も早はや鏡の檻の内部からは、一切の抵てい抗こうがなかった。

　内部で何をしようと、完成した檻は光すら逃さない。

　これぞ完全なる勝利。檻を開放すれば、後に残るのは鏡の恐きよう怖ふに精神をズタズタにされた憐あわれな貴族が一人だけ。

　勝利を確信し、エスペリオが指を鳴らす。それを合図に鏡の戒いましめは解け、檻を形作っていた鏡の破片はまた元の位置に戻もどり、鏡の間を再構築する。

　後は敗れた無様な貴族を検分し、“〝決闘デユエル”〟は終しゆう了りよう。

　なのに、それなのに──ルイヤはいなかった。

　鏡の檻が消えた後、兄妹が目にしたのは、床に落ちた儚はかないカード一枚だけ。

　──ナンバーＸ──《暗ワ黒ー星ム》──

「何よ、これ!?」

　大声で叫ぶレム。

　嘲あざ笑わらうように、カードを召喚よぶ声がした。

「《暗ワ黒ー星ム》」

　その場の誰だれもが耳を疑った。飛来したカードを手に取って頭上に掲かかげたのは、それまで誰も存在すら認識せず、その場で最も位の低い──琉妃！



「誰が壊れるって？」



　愕がく然ぜんと天を仰あおぐエスペリオとレム。

　視線の先には、漆黒の球体が渦うず巻まいていた。

　貴族が共有する閉鎖記憶バウンドメモリーにより、それがブラックホールと呼ばれる全すべてを吸い込む「穴」であることは直感できた。

「お生憎あいにく様さま」

　悪戯いたずらっぽく笑う琉妃。

　同時に、彼女の真上の黒い穴から白皙の貴族が飛び出す！

　黒と白のコントラストに彩いろどられたその姿は、紛まごうことなきルイヤ＝オフェル・クロス。

「ば、馬ば鹿かな…………何な故ぜ!?　鏡の檻で正気でいられるわけが…………！」

「確かに、『檻』の中にいれば、な。が、その前の段階の鏡に取り囲まれたのは、どうということもなかった。つまるところ、ただの記憶だ。忘れようとしたこともないしな」

　けろりと言い放つルイヤ。

　称しよう号ごうにふさわしき闇あん黒こくの精神は、過か酷こくな過去などまったく意に介かいしていない。

「待ってよ……問題はそんなことじゃない……あの鏡の檻から、どうやって!?」

「今見た通りだ、クソ酔よっ払ぱらいサゲマンドブスド腐れかさつき女」

　悪あく罵ばのオンパレードを口にしながら、ルイヤは琉妃の手にした《暗ワ黒ー星ム》のカードを指差す。

「閉じ込められると同時に、俺自身を《暗ワ黒ー星ム》で闇やみの彼方かなたへ飛ばす。カード自体はそのまま檻の中に残ってしまうが、俺の敗北を証明するために、お前達は必ず檻を開ける」

「後は、開けた瞬しゆん間かんに私がカードを召しよう喚かんして、ルイヤ様を吐はき出せば問題無し。おわかりかしら？」

　出来の悪い生徒に講義するように、琉妃が侮ぶ蔑べつの笑みを浮うかべる。

　全ては漆黒の主従のコンビネーション。それは子し爵しやく兄妹きようだいの上を行き、その無能をなじる。

「待て……反則だ！」

「そうよ、使うカードはあなたが限定したじゃない？　それに、あなたは一人で戦うはずでしょ!?」

〈領地フイーフ〉を破られた腹いせもあり、子爵兄妹は喰いつかんばかりの勢いで抗こう議ぎする。

　が、ルイヤは鼻で笑い、心の底から愉しそうに彼らにカードを翳かざす。

「お前らの言っていたのは、これのことか？」

　ルイヤの手に光る、五枚のカード。

“〝決闘デユエル”〟前にルイヤが示したカード──その中に当然《暗ワ黒ー星ム》は含ふくまれていない。

「何か勘かん違ちがいしてないか？」

　ルイヤはヒョイッと扇おうぎ状じように広げたカードを裏返す。

「あ………………」

　兄妹の目に飛び込んで来たのは、《黒衣の巫女アナザーシヴイル》と《暗ワ黒ー星ム》のカード。

　トリックでも何でもなく、ただ最初に示したカードの裏に貼りついていただけ。前から見ればルイヤが手にしているのは五枚のカードだが……実際は、七枚。

　宣戦布告前に、「さがっていろ」と琉妃に告げたとき──同時に指示を耳打ちし、彼女から《黒衣の巫女アナザーシヴイル》と《武装アームズ》を回収、そのまま指定したカードに加えた。

　そしてあのカードスローイングこそ──彼女に《黒衣の巫女アナザーシヴイル》を渡すためのもの。

　床に落ちたカードは、〈領地フイーフ〉の発動に酔いしれる兄妹を尻しり目めに、琉妃が回収した。

「俺は、今俺の手の内にあるカードを使うと言った。五枚だけだなんて、一言も言っていない。そして、琉妃は俺の所し有も物べだ。《黒衣の巫女アナザーシヴイル》が“〝決闘デユエル”〟で使える以上、使用には何の問題も無い。何を勘違いしている、マヌケ兄妹」

「い、イカサマだ、そんなの！」

「何をとち狂くるったことを吐ぬかしているのやら。これはそんな高尚なものじゃない。お前らの技と同じ、たーだーのペテンだ。そして見み抜ぬけない方が単に愚おろかなだけ。まさかここまで簡単に引っかかるとはな……しかけた俺もビックリだ」

「その通りだな。勝負事において、イカサマだの反則だのは、それを見破って初めてそう呼ばれる。見抜けなかったお前らが悪い」

　立会人として、プリエラが事の正否をあっさりと断じる。

　王族とはいえ幼い少女に諭さとされる屈くつ辱じよく、エスペリオとレムはプリエラを睨にらみつけるが、逆に王者の風格を漂ただよわせる少女に一いつ蹴しゆうされる。

「私の裁定は、それ即すなわち陛下の裁定と同義。私の首が飛ばぬことからも、裁定が正しいのは明らかだ。これ以上の異議は遅ち延えん行こう為いとみなし、即そく敗北と認定する」

　有無を言わせぬ宣言に、エスペリオとレムは唇くちびるを噛かみ締しめる。

　かわってその憎にくしみはルイヤへ──だが彼らは忘れていた。

　闇黒卿ダークロードの〈領地フイーフ〉の発動条件を。

　そして、ルイヤが自分達の〈領地フイーフ〉のいずれも身に受け──生せい還かんしたことを！

「アイン・ソフ・オフェル…………！」

　昏くらく、くぐもった声が、鏡の間に響ひびいた。

　その声の織り成す恐怖に、子爵兄妹は思わず足を止めた。

　もう、視界には誰も映っていなかった。

　闇しかなかった。

　気づけば、周囲の全てが闇に塗ぬり込こめられていた。

　光を反射する鏡は黒く塗り潰つぶされ、観客達も見えない。

「これが……闇黒卿ダークロードの〈領地フイーフ〉!?」

「まずいわよ、お兄様…………」

　歯噛みしながら、レムは《悪夢の魔酒ナイトメアキヤツプ》を周囲にぶちまける。口に含むなどというマネはせず、ただ闇を駆く逐ちくするだけに琥こ珀はく色いろの幻霧を発生させる。

　しかし、気化した酒はすぐさま闇に呑のみ込まれ、何の変化も起きない。

　エスペリオの《双忌魔鏡デユアルリフレクター》もまた、光無き場所では何の意味も為なさない。

「闇…………こんなものに、どうやって!?」

「負けるの…………アタシ達が!?」

　互たがいを支えるように寄より添そう二人。敗北はもうそこまで来ていた。

　しかし、近づくだけで辿たどり着つきはしない。

　不意に、闇が晴れた。

　紙にぶちまけられた墨ぼく汁じゆうのような「闇」が、急速に収縮し、消え去っていく。

　鏡の間が元の姿を取り戻し、二人はまた観客の見守る闘とう技ぎ場にいた。

　何が起きたのか、理解できない。

　茫ぼう洋ようと周囲を見れば、晴れていった「闇」が、部屋の隅すみで若者の輪りん郭かくを形作っている。

　ほどなくして、黒髪の青年の肉体がそこに再構築された。

　その称号なにふさわしき色に髪かみが染まってはいるが、佇たたずむのはルイヤに相そう違いない。

　意図はわからないが、あの闇が晴れた以上、勝機はある。

　だが、エスペリオとレムは動けなかった。

　プリエラも琉妃もレギーナも──ただ、ルイヤに畏い怖ふの視線を注ぐだけ。

　彼は、カードをめくっていた。

　前髪がその両目を隠かくし、感情の色を見せない。

　ただ、細く長い指が、一枚一枚丁てい寧ねいにカードをめくりその感かん触しよくを確かめている。

　完かん璧ぺきな静せい寂じやくの中、ただ紙を繰くる音だけが辺りに響く。

　誰もが声を出せない、奇き妙みような圧力に支配された場の中で、ただ一人、京夜がその紫むらさきの瞳ひとみに懸け念ねんの色をたゆたわせ、重々しい口調で呟つぶやく。

「まずいな……ルイヤさんが、ドＳゲートを開かれた」

　思わず敬語を使うほど、眼前の友は常じよう軌きを逸いつする存在に変へん貌ぼうしつつあった。レギーナも目を細め、畏怖を隠さずに尋たずねる。

「かなり……怒おこっている感じかな？」

「ええ。貴族界のエクストリーム・ドＳと呼ばれる男が、目を覚ましました」

　地じ獄ごくの底から響くような、低くおどろおどろしい声が白はく皙せきの貴族から漏もれる。

「お前達は──触ふれてはならない先も代のに触れた」

　エスペリオとレムが、肩かたを震ふるわせた。

　昏く壊こわれた精神こころを持つ貴族が、唯ゆい一いつ人並みの感情に身を浸ひたす、たった一つの存在。

　それを突つくのは戦術として当然であり、まして彼らの力ならばその弱点をいくらでも攻せめられる。

　だとしても。

　そうだとしても。

　それだけは──してはならなかった。

　勝敗だとか。

　戦術だとか。

　そんな問題ではなくて──ただ単純に──楽に死にたければ。

「超絶札技エクストラ・コンボ」

　ルイヤの手に、五枚のカードが閃ひらめく。

《闇黒卿ダークロード》《暴力フオース》《武装アームズ》《制御ルール》《闇オフエル》──五枚のカードはそれぞれ光を放ちながら床ゆかに落ち、彼を取り囲むように五角形の「陣じん」を形成する。

「お前達は、俺と先代アイツのデッキにはいらない。ごくごく単純に──ゴミのように殺す」

　禍まが々まがしい言葉と共に、ルイヤも動いた。

　両りよう脚あしが大きくスタンスを取り、左脚を軽く曲げ、その脛すねを相手に突き出すように晒さらす。

　脛を覆おおうのは、闇黒卿ダークロードの正装であるインバネス、奈落アビスの闇やみ衣ぎぬが変化した革かわ紐ひも──だが、今こ宵よいはその上をさらに禍々しく尖とがった意い匠しようの黒い装そう甲こうが包む。

　攻こう撃げき力を上げる、脚を敵から守る──というよりは、むしろ内から溢あふれ出す力から、自じ壊かいを防ぐために。その脚の崩ほう壊かいを防ぐために。

　右手は胸に当て、左手は女性をダンスに誘さそうようそっと前に伸のばす。

　優ゆう雅がかつ繊せん細さいなその構えと裏腹に、冷れい徹てつな宣告が敵に飛ぶ。

「絶殺執行猶予アブソリユート・ツアヴアル」

　それは、必殺を超こえる必殺。

　刑けいの執しつ行こうを免まぬかれるというような甘あまいものではなく、ただ文字通り、死を覚かく悟ごするために、執行までに与あたえられたわずかな猶ゆう予よ。

　選ばれた五枚のカードから、黒い光が滲にじみ出て、床を伝う。

　ルイヤを中心とし、今鏡の間の床一面に禍々しい紋もん様ようの「陣」が刻まれていく。

　貴族の装そう飾しよく品に多く見られる華か美びな紋様とは一線を画した、どこか神秘的で人を幻げん惑わくさせる紋様の線が瞬またたく間まに床を侵しん食しよくし、本来は鏡子爵ミラーヴアイカウントの領地たる鏡面を闇黒卿ダークロードの領そ地れに変える。

「これは魔ま法ほう……いや、科か学がく陣じん!?　純じゆん粋すいなるE=mの具現化──超ちよう高密度に圧縮化されたエネルギー回路の解放──馬ば鹿かな、科学陣は閉鎖技術バウンドテクノロジー中でも秘中の秘、王族か公こう爵しやく級でなければ、使いこなせるはずが…………！」



    

  
    
      　床に刻まれた紋様に触れ、レギーナが驚きよう愕がくに顔を染める。紋様を構成するのは、今では失われた「カガク」の片へん鱗りん、数あま多たの数式や化学記号と呼ばれていたもの。

　数多の書しよ籍せきから得たかつての世界を滅ほろぼした力の一いつ端たんが、今この場で解放されようとしていた。

　闇黒卿ダークロード──何者だ!?

　その力、先代から受うけ継ついだというのなら、その称しよう号ごうはどれほど重い!?

「陛下は、何な故ぜ反逆者にこれほどの力を……!?　これほどの力、《禁忌の断章アスルデツキ》とはどれほどの応用力を持つ!?　闇黒卿ダークロードの称号に、何の意味があるという!?」

　思わずレギーナは眼鏡めがねを外していた。

　王族たる彼女の頭脳が、全力で眼前の青年を分ぶん析せきする。

　だが答えは出ず──闇の中。

　ただ一人、長年の付き合いからルイヤの切り札を識しる京夜だけが、未いまだ構えを崩くずさぬルイヤに柳りゆう眉びを寄せて呟く。

「超絶札技エクストラ・コンボは、“〝決闘デユエル”〟時の〈領地フイーフ〉解放時のみに使える君の切り札。未だ先代の蹴けりに及およばない……そう思い続ける君が編み出した、現状で最強の札技コンボ。まともに喰くらえば、大公クラスの貴族とて無事には済まない。ボクでさえ、仮面を外していれば、まず死ぬ。しかし発動に時間がかかりすぎる……そのうえ、チャージ中は一切の札技コンボが使えず、君自身の肉体も固定化され、『闇』に溶とけ込めない。たとえ発動直前に敵を《鎖縛バインド》で拘こう束そくしたとしても、発動には絶対に間に合わない。いくら二人同時に斃たおすのがルールとはいえ、何故大技に固こ執しつする…………!?」

　無防備に近い親友への憂ゆう慮りよは、すぐに現実味を帯びた。

　ルイヤに呑まれていた子し爵しやく兄妹きようだいが、ようやくいつもの自信を取り戻もどし、不敵に笑う。

「ずいぶんと大おお仰ぎような技だが……こけおどしだ！」

「さっきみたいに『闇』にならないのなら、そのまま殺せるってことよね……!?」

　微び動どうだにしないルイヤに勝利を確信し、二人は白皙の貴族の下へ駆かける。

　それを、漆しつ黒こくの獣けものが阻はばんだ。

「グルゥゥゥゥ………………」

　主を守るべく、忠実なレつグかルいスまが立たち塞ふさがる。ようやく主の蹴りしおきから回復した獅し子しは、唸うなりをあげて二人に跳とびかかる。

「コイツ…………！」

「この使い魔のカードも、あのときこっそり手の内に潜ひそませてたわけね…………このうえまだペテンを仕込むなんて、抜ぬけ目めのない男！」

　互いに舌打ちをしながら、子爵兄妹は使い魔からの逃とう走そう劇げきに身を投じた。

　元より身体能力では何一つ平民を上回らぬ彼らにとって、俊しゆん敏びんな獣に追われることはひどく消しよう耗もうを招いた。レグルスもそれを意識しているのか、敵を追おい詰つめつつ、それでいて反はん撃げきの暇いとまを許さない、絶ぜつ妙みような距きよ離り感かんを保ち続ける。

「下げ賤せんな使い魔風情が…………！」

「しつこいのよ！」

　息を切らしていく二人──確実に経過する時間の中、ついに時は来た。

「覚悟はいいか？」

　気がつけば、ルイヤが迫せまっていた。

　左脚の装甲に、膨ぼう大だいな「闇」をまとわりつかせ、今、負の力を凝ぎよう縮しゆくした蹴りが飛ぶ！

「死ね」

　一撃で二人を死に追いやるべく、ルイヤの左脚が高速で旋せん回かいした。

　楽に首を弾はじき飛ばせる上段の回し蹴りが、まずエスペリオの頭を砕くだき──続いて傍かたわらのレムの頭を爆はぜさせる！

　首を失った二つの死体に、白皙の貴族が会心の笑みを浮うかべる。

　その直後、笑みは硬こう直ちよくした。

「かかったな、闇黒卿ダークロード」

「アタシ達の力、忘れたの？」

　揶や揄ゆする声に、ルイヤは蒼そう白はくとなった。

　エスペリオとレムの体が、それぞれ輪りん郭かくを失い、霧きりのように四散して消しよう滅めつする。

　全てはまやかし。

　司つかさどる〈領地フイーフ〉は違ちがえど、近しき彼らの属性は、共に幻惑に長たけていた。

　ルイヤが蹴ったのは、鏡像と幻像──実体に非あらず！

　本物の二人は、彼の背後で邪じや悪あくに嗤わらう。

「自分で宣言したルールだ……覚えているよね？」

「蹴りは一発、斃せなければ即そく死亡よ？」

　勝利宣言の中、ルイヤが左胸を押おさえて斃れる。

　自らの課したルールによって、愚おろかな貴族が無様に倒たおれていく。

「勝った……勝ったぞレム！」

「そうねお兄様……アタシ達の勝ち！」

　快かい哉さいを叫さけぶ兄妹は、立会人と観客に、その姿を誇こ示じし、勝者の悦えつ楽らくを得んとする。

　立会人プリエラに向き直り、あらためて勝利を確認しようとしたとき、視界が歪ゆがんだ。

「「え…………？」」

　グニャリ、と世界の輪郭が歪んでいく。

　観客も、部屋も、何もかもが歪んで形を失い──ただ、嘲ちよう笑しようが聞こえる。



「バ～～～～カ」



「「はい…………？」」

　滑こつ稽けいなまでに息ピッタリに、子爵兄妹は目を擦こする。だが、視界は何も変わらない。

　ルイヤは先ほどまでと寸分変わらぬ姿勢で佇たたずみ──立会人も、観客も、琉妃も、レグルスも、何か気の毒なものを見るような視線を彼らに送っている。

「何…………で？」

「どういう…………ことかしら？」

　ポカンとバカ丸出しで口を開ける二人。

　立会人たるプリエラが、心の底から気の毒そうな声で、二人に語る。

「それはこっちのセリフだ。いきなり二人で独り言言い出して、勝った～～とか言い出しおって。レグレグに追いかけられるのが怖こわすぎて、おかしくなったか？」

「「へ………………？」」

　顔を見合わせるバカ貴族二人。

　観客達もまた、気の毒そうに彼らを見る。

「死侯爵デスマークイス…………彼らはその、頭がちょっとアレな者達なのだろうか？」

「そうですね……見たところ、ちょっとというより、かなりアレな感じですが。ここのところ、暖かい日が続きましたからね、頭の中までお花畑になってしまったのでしょうか？」

　世間話のように言い合うレギーナと京夜。

　混こん濁だくする思考の中、顔を引きつらせるバカ二人、もとい子爵兄妹は縋すがるようにルイヤを見る。寄より添そうようにその傍らにいた琉妃が、必死に笑いを堪こらえながら二人に一枚のカードを翳かざす。

　──ナンバーＸ──《月蝕イクリプス》──

「そのカードは…………確か…………」

「使い魔まに、使った…………」

「これは、お前らと同じく幻覚を見せるカードだ。とは言っても、当然本職のお前らよりは劣おとる。あくまで脳の感覚を狂わせ、カードの図ず柄がらを見た者にのみ、限定的な幻覚を見せる。その内容も、自由自在とはいかない。あくまでも見た者の『心の闇』を刺し激げきし、その者にとって、そのとき最も都合のいい幻想を束つかの間ま見せるだけ。一種の暗示だな」

　二人は顔を見合わせた。茫ぼう然ぜん自じ失しつのまま、二人揃そろって、泣き顔に近い形で尋たずねる。

「何、で…………？　そのカードは、幻覚の解除のはず、じゃ…………」

「あなたの使い魔だって、そのおかげで私を追えたはず、でしょ…………？」

「真っ赤なウソだがそれが何か？」

　子爵兄妹から、表情が消えた。今までの戦いが、根底から崩れていく。

「俺のデッキに、幻覚から人を解放するなどという、生ぬるいカードは必要ない。そして能力がかぶるから、お前らはいらない。何故敵の言うことをいちいち信用する？」

「し、しかし、お前は、あのとき平民のガキ共を救って…………！」

　どこか怯おびえにも似たものを交え、エスペリオが問う。

「あのとき、俺はガキ共からお前の王威の封具インペリアルギフトの効果を打ち消したわけではない。ただ、奴やつらに都合のいい幻覚を見せた。ある者にとっては親に抱だき締しめられる記き憶おくかもしれないし、ある者にとってはお菓か子しの山が目の前に現れたかもしれない。幸福な幻想による、恐きよう怖ふの相殺──それがあのときの全すべてだ」

「じゃあ……あれは、あなたの使い魔がアタシを追えたのは!?」

　わななく声でレムが問う。己が司るはずの「幻想」で一いつ敗ぱい地ちに塗まみれた今、そのプライドは崩ほう壊かい寸前だった。

「《月蝕イクリプス》は関係ない。ただ、お前に嘘うその効力を刷り込むために見せただけだ。お前の幻げん霧むは最初から解除されていない。レグルスは、単に五感を超こえる第六感──野生の勘かんでお前を追っただけだ。《聖統なる女王フエイテツドクイーン》がそれを可能にした」

　全ては、ずいぶんと前から始まっていた。

　子爵兄妹の〈領地フイーフ〉の一端に触ふれたとき、もうルイヤは《月蝕イクリプス》を中心に戦略を組み立てていた。“〝決闘デユエル”〟すら、その一部にすぎない。

「《月蝕イクリプス》の使用は最初から決めていた。さっきは言わなかったが、当然“〝決闘デユエル”〟前の指定カードにも組み込み、琉妃に指示も与あたえた。俺が超絶札技エクストラ・コンボに入り次第、ポケットから抜け、とな。だが、懸け念ねんはあった。何せ、お前達はまがりなりにも専門家だからな。だから、ここまで追い込んだ。人が最も幻想に溺おぼれるとき──それは、抗あらがえない現実に押おし潰つぶされたときだ」

　邪悪に口元を歪め、ルイヤは愉たのしげにうそぶく。このための“〝決闘デユエル”〟──このための超絶札技エクストラ・コンボ。

「お前達は、俺の超絶札技エクストラ・コンボを見た時点で、内心敗北を確信してしまった。あれが発動すれば絶対に勝てないと。防ぼう御ぎよもまず無理だと。レグルスに邪じや魔まをされることで、その念はさらに強まった。まずい、どうにかしないと──このままじゃ、絶対死ぬと、な」

　図星だった。レグルスに追われたとき、彼らはもう敗北を意識していた。

「とすれば、生き残る方法は一つ──俺が攻撃を外すことだけ。カードの見せる幻覚がわからずとも、俺には容易に想像できた。お前達が夢見るのは、唯ゆい一いつ残った救い。お前達はたやすくその幻想を受け入れる。何の抵てい抗こうもなく、カードのまやかしに身を委ゆだねてしまう」

「現実逃とう避ひの末の一人芝しば居い、楽しませて頂きましたわ」

　ルイヤの命により実際にカードを行使した琉妃が、愉しげに微笑ほほえむ。

「バカ、な………………!!」

「アタシ達が…………幻まぼろしに…………？」

　茫ぼう然ぜんと立ち竦すくむ二人──だがエクストリーム・ドＳは、さらに追つい及きゆうの手を緩ゆるめない。

「ホンッット、すっくいようのないバカだな。敵の言葉を簡単に信じて、自分達の得意技を返されるなんて。もう二人共その称号は名乗れんな。バカ子し爵しやく、アホ子爵にでも改名したらどうだ？」

　にっこり朗らかに笑うルイヤ。

　泣き笑いに近い顔の二人は、懇こん願がんめいた口調で言う。

「どうして……ここまで…………」

「ここまで…………できるのよ…………？」

「だって、その方が傷つくだろう、お前達が？　俺がお前達に勝つのは当然なのだから、後は勝ち方の問題だ。いかにして勝つか……いかにしてその心をズタズタにしてやるか。お前らみたいに調子に乗った貴族を地じ獄ごくに叩たたき落とす……サイッ・コ～の快楽だ」

　ルイヤは邪悪に嗤わらう。

　開けてはいけない扉とびらを開いたとき、そこにドＳは降臨する。

　茫然自失の二人に、さらに追い討ちがかかる。

　ハッとエスペリオは、琉妃が眼前にいることに気づいた。

「ごめんあそばせ」

　笑顔のまま、彼女は股こ間かんを蹴けり上げた。

　グチュッ、と男が絶対に聞きたくない、何かが潰れた音がした気がする。

　白目を剥むいて、無様に倒れるエスペリオに、レムが駆かけ寄り、抱き起こす。

「お兄様！　何するのよ…………このメスブ………………」

　悪あく罵ばは途と中ちゆうで切れた。顔色一つ変えず、琉妃はサクッとレムの額にカードを突つき刺さす。

　ナンバーＸII《鎖縛バインド》──これも、ルイヤのペテンで仕込んだカード。

「えぇぇぇぇっっっっっっ!?」

　絵柄だけで、もう身に降り注ぐ運命は悟さとれた。忽こつ然ぜんと出現した白木の杭くいが四方から突き刺さり、その肉体を完全に固定し、動きを止める。

　悲鳴もあげられずに悶もだえる妹に、エスペリオは自身の運命も理解した。

「お、おいレム…………離はなれろ！　身動きが…………」

「ア、アタシだって…………動け、ない…………」

　なまじかばうように兄に寄り添ったがゆえに、兄妹きようだいは共に固定された。

　冷ひや汗あせを流しながら、おそるおそるルイヤを見る。

　嗤っていた。

　こんな笑みを見るなら──生まれてこない方がマシだと断言できる笑顔で。

「少し見直したぞ。身みを挺ていしてでも兄を庇かばうなんて、一人で逝ゆかせはしないなんて。メスブタに格上げしてやる。麗うるわしきかな～～兄・妹・愛」

「や、やめ………………」

「ずっとまやかしの中で生きてきたお前らだが…………安心しろ、この断罪いたみはまやかしじゃない」

　構えを解き、ルイヤが大きく両手を広げる。

　ようやく──処・刑・準・備・完・了オシオキスタート。

「堕天刑執行ヘレル・ベン・シヤハル」

　闇やみがざわめきだした。漆しつ黒こくの貴族の周囲を、今闇あん黒こくのエネルギーの奔ほん流りゆうが覆おおっていく。

　連続で三発使用可能の《暴力フオース》。城への突とつ入にゆうで一発は使ったが、時間の経過ですでに回数は戻もどった。そしてその三発分は、《制御ルール》の力で一発分に圧縮され、さらに極限までその威い力りよくを練り込む。

　溜ためられた膨ぼう大だいなエネルギーは、全て《武装アームズ》で強化されたルイヤの左ひだり脚あしへ！

「ま、待て…………僕らが悪かった！」

「あ、謝るわ…………だから…………何がほしいの!?　金？　宝石!?」

「飴あめ玉だま一つで充分だ。お前らの命など、それだけでお釣つりが来る」

「「な、何を言って…………」」

「俺は、先代アイツに飴玉さえやれなかった」

　闇色の瞳ひとみに、追つい憶おくの念が浮うかぶ。

　もらうばかりで、何もやれなかった。だから、せめてその称号なを継ついだ者として。

「飴玉をあげなくても、先代アイツは来てくれた」

　それがルイヤの行動原理の全てだった。

　雑音を掻かき消けし、今、超絶札技エクストラ・コンボが炸さく裂れつする。

「参シヤロシユ」

　ルイヤが《闇オフエル》のカードの端はしを口に咥くわえる。

「弐シユタイム」

　両手をポケットに入れ、軽く床ゆかを蹴る。

「壱アハツト」

　軽く蹴り上げただけなのに、信じがたい速度でルイヤは天てん井じようギリギリまで跳とび上がる。

　その場の誰だれもが高い天井を仰あおぎ、舞まい降おりる断罪を予感した。

　最頂点でルイヤは両手をポケットから抜ぬき、宙返りを決めて角度を調整する。

「零エフエス」

　そして、断罪の時は来た。

「堕天式断罪ナフアルゲイター!!」

　大きく両りよう腕うでを広げ、十じゆう字じ架かを描えがきながら、膨大な黒い閃せん光こうが高みから降臨する。

　超ちよう高こう速そくの踏ふみ蹴りが、回かい避ひという思考すら与えず、一いつ瞬しゆんよりも短い時間で子爵兄妹の胴どう体たいをほぼ垂直に近い角度で打ち貫ぬく!!

「ガァァァァァァァッッッッッッッッッッッッ!!」

　獣けものの如ごとき絶ぜつ叫きようを上げ、子爵兄妹は衝しよう撃げきに打ち貫かれた。

　黒い閃光を放つ左脚はそれ自体が質量と熱量を兼かね備そなえた兵器となり、触れるもの全てに負の衝撃を叩き込む。

　接せつ触しよくの瞬間、子爵兄妹の口からは、血とも吐と瀉しや物ともとれる液体が吐はき出された。あるいは、内臓の一部すらそこには含ふくまれていたのかもしれない。

　だがまだ終わらない。

　勢いを失わない踏み蹴りは、そのまま彼らを床にめりこませ、さらにその身ごと床を打ち貫く!!

「うわ…………」

　地じ震しんを超こえる衝撃に、プリエラが姿勢を崩くずす。床どころか壁かべ全てに罅ひびが入り、鏡の破片が周囲を舞い、いくつもの鏡像が煌きらめいた。

　特に床板の損傷が著しく、足場が消え、完全に下の階層と繋つながる。

「わわっ…………」

　空中に投げ出されるプリエラ。

　いち早く彼女の下へ駆け寄っていた琉妃が、共に宙を舞いつつも、何とか彼女を抱きとめる。

「何やってるのよ、立会人なら、自分の身ぐらい守りなさいな」

「おおっ、助かったぞ！　やはりこの安定感は頼たのもしいのだ!!」

「……だから胸で判断しないでくれるかしら？」

　胸に顔を埋うずめてくるプリエラに異を唱えつつ、琉妃は使い魔まを呼ぶ。

「レグルス！」

　忠実なる使い魔は、浮ふ遊ゆうする床板の残ざん骸がいを器用に飛びはね、二人の下へ舞い降りる。その背に横座りの形で腰こし掛かけ、琉妃は鞭むち代わりに平手で獅し子しの尻しりをはたく。

「さあ、もう一仕事よ！　私達を無事に送り届けなさい」

「こら、乱暴は止やめろ！　お前といい闇黒卿ダークロードといい、どうしてレグレグにやさしくできぬ!?」

「死にたくなかったら、おとなしくなさい。崩れるわよ」

「え…………？」

　周囲を見れば、すでに鏡の間はその形を失い、完全に下層と繋がっていた。

　なおも子爵兄妹を蹴り続けるルイヤは次々と階層を打ち貫き、そのたびに左脚から漏もれ出る闇黒の衝撃が周囲の全すべてを破は壊かいしていく。

　城は完全に吹ふき抜けの構造へ変わり、観客達もまた落下していく。

「これほどの力──これが闇黒卿ダークロード…………敵どころか、城ごと崩ほう壊かいさせ…………待てよ」

　レギーナは異常に気づいた。

　周囲を見れば、床だけでなく四方の壁全てに罅が入り、城全体が完全に崩壊に向かっている。時を置かず、この広大な城は蹴り一発で破壊されてしまうのだろう。

　だが、事態はそんな生易しいものではなかった。

　右の親指に鈍にぶい痛みが走る。

　目をやれば、王族の証あかしたる七大王器レガリア・ピースに──罅が。

　全壊とはいかず、あくまでもごく小さな罅が入っただけだが、それの意味することを理解した瞬間、怜れい悧りな王族の顔はこわばった。

「まさか…………！」

　この空間が顕けん現げんされるのは、七大王器レガリア・ピースの力ゆえ。

　それがダメージを受けたということは、崩壊しているのは城だけではなく──空間そのもの！

　愕がく然ぜんと周囲を見れば、定形を持たぬはずの虚こ空くうそのものがピキピキと音を立てて罅割れていく。

　ようやく、理解できた。

　あれほどの抜け目の無い男が、何な故ぜ領民の安全だけを確保し、自分や下しも僕べの身に関心を寄せなかったのか。

　何故、そもそも帰れる保証も無いのにこの異空間へ突入したのか。

　脱だつ出しゆつが不可能ならば──この空間自体を破壊するまで!!

　そのための超絶札技エクストラ・コンボ。

　そのための堕天式断罪ナフアルゲイター。

「どこまでも──やってくれる……!!」





　ルイヤの蹴りはなおも威力を損なわず、子爵兄妹ごと空間を貫いていた。

　すでに城の最深部の床すら打ちぬき、ルイヤはこの異せ空か間いの果てへ、夜の闇黒に似た黒い虚空へ子爵兄妹の体を踏みしめたまま降下していく。

　閉ざされた領地への帰き還かんは、このまま空間の壁を叩たたき割ることで成す。

　あの日の先か代れのように──己を囲む檻おりを蹴り破ってくれた、先代アイツのように。

　全ての果てに君臨する“〝王ヤツ”〟すらも、必ず斃たおす。

“〝王”〟に聞こえるように、そして全ての王族と貴族に届くように、ルイヤは宣言する。

「これが……俺達のデビュー戦…………そして、反逆の狼煙のろしだ!!」

　左脚に最後の力を込め、異せ空か間いを隔へだてる壁に今最大級の衝撃を叩き込む!!





　その夜、〈黒こく宵しよう街がい〉の子供達の多くは、寝ねつけずにいた。

　学校帰りに遭そう遇ぐうした、悪あしき貴族と領主との戦い。

　その果てに、級友が一人去った。

　だが、何故か確信していた。あの領主が──月のカードを掲かかげ、恐きよう怖ふを打ち消してくれた白はく皙せきの貴族が、全てを終わらせてくれると。

　中でも、ルイヤに陳ちん情じようした少年はプリエラの帰還を思い、ずっと窓から空を見ていた。

「あ………………」

　不意に、空に城のビジョンが見えた。幻げん覚かくと大人は笑うだろうが、それは確かに実体化して、そこにあった。

　だが、その城はすでに倒とう壊かい寸前だった。全体が罅割れ、ボロボロに崩れていく城。何故か城の破片は街に落ちていないようだが、それでも事が終わったことは実感できる。

　そして崩壊の果て、城の下から、一つの閃光が夜空を裂さいて飛び出すのを見た。

　流れ星に似たそれに手を合わせ、少年は級友の帰還を願った。





「処しよ刑けい完かん了りよう」

　ゴミの投とう棄きを終える要領で言い捨て、ルイヤは《鎖縛バインド》のカードを回収し、汚よごれを振ふり払はらうように左脚を振ってその場を去った。

〈黒こく宵しよう街がい〉外れのなだらかな平地──堕天式断罪ナフアルゲイターの行き着いた先は、そこだった。

　虚そ空らを砕くだき、高みから舞い降りた膨大な闇の奔流は、平地に大きな窪くぼみを残し、それこそ隕いん石せきの落下跡あとを思わせる光景に変えた。

　その窪みの中央で、すでに悶もだえることすらなく芋いも虫むしのように横たわる兄妹きようだい。

　かろうじて息をしているが、完全に時間の問題で、いかに手を尽つくそうが命を留とどめることはできない。瀕ひん死しの二人に残された最期のやすらぎに、今美び貌ぼうの貴族が乱入する。

　素顔を晒さらした妖よう艶えんな死侯爵デスマークイスを目にした瞬間、すでに言葉すら発せられない兄妹の瞳に、恐怖の相が浮かぶ。

「《鎖縛バインド》の拘こう束そくが、ギリギリ肉体の原形を留めたようだね。助かったよ、手間が省ける。さすがルイヤ、いい仕事だ」

　京夜が手にするのは、防ぼう腐ふ剤ざいにノコギリ、メス、ワックス、化け粧しよう道具など見た時点で用よう途とが想像できる品々。

　自らの運命を思い、兄妹の顔が引きつる。

「事前にルイヤに頼まれていてね。君達が“〝決闘デユエル”〟を受けるよう仕向けることも、全て打ち合わせ済みだった。王族に加担するということは、こういうことだ。負ければ全てを失い、他の王族から徹てつ底てい的てきに弾だん圧あつされ、その力を誇こ示じするために見せしめにされる。今まで散々好き勝手やったうえに、“〝決闘デユエル”〟にも負けたんだ、『覚かく悟ご』はできてるだろう？」

　首を振る力すら、すでに彼らにはない。

　そんなか弱き子羊達に酷こく薄はくな微び笑しようを浮かべ、死を司つかさどる貴族が迫せまる。

「さあ、工作の時間だ。エリザの機き嫌げんが直るぐらいの物を仕上げなくては。さりげに覗のぞきに怒おこっていたからね……きっと喜んでくれる」

　道具を携たずさえ、ゆっくりと京夜が迫る。

　恐怖に戦慄おののく兄妹に、侯こう爵しやくは愉たのしげに言った。

「ステキな表か情おだ。留めてあげる──永遠に」



    

  
    
      　終章




　琉る妃きとプリエラは、ルイヤが〈黒こく宵しよう街がい〉の街路に入ったところで合流した。城の崩壊から何とか無事に脱出し、レグルスと共に〈黒こく宵しよう街がい〉へ戻もどった。

　領民達の帰還は確認していないが、命がかかっている以上、レギーナが約束を違たがえることはありえない。おそらくは、琉妃達とは別ルートかつ安全に帰還したことだろう。

　当面の問題は──夜よ更ふけなのにいちいち元気な王女様。

「お前、何ということをしでかしたのだ!?　死ぬかと思ったぞ！」

「無事だったんだからいいだろう？　大体、全部お前のせいだろうが。手間をかけさせるな」

「うるさい、私は来るなと言うたぞ！」

「わかったわかった」

　面めん倒どうそうに手を振り、ルイヤは歩き出した。さすがに疲つかれたのか、若干足元がおぼつかない。スラックスの左ひだり膝ひざから下の布地は破れ散り、素足を晒している。

　プリエラはルイヤと琉妃に挟はさまれる形で歩き出すが、いつかのように、もじもじしながら、ポケットに入ったルイヤの手を見つめている。

「………………」

　ルイヤは面倒そうに頭を掻かき、プリエラにその繊せん手しゆを差し出す。

　はっとプリエラは目を見開いたが、すぐにいつものように傲ごう慢まんに胸を張り、

「うむ、苦しゅうない」

　とご満まん悦えつの表情で、そっとルイヤと手を繋つなぐ。

　二人のやりとりを見て、一いつ瞬しゆん琉妃の瞳ひとみに羨せん望ぼうめいた色が浮うかぶが、

「お前もだ」

　とプリエラから空いた手を差し出されると、対応に困った。

　指示を求めて主を見ると、そちらは視線で「付き合ってやれ」と促うながす。

　ふう、と息を吐はいて琉妃もまたプリエラの手を握にぎる。

　プリエラはますます笑顔を深め、夜道に三人の影かげ法ぼう師しが連なっていく。

「もう手間かけさせるなよ、クソガキ」

「……わかっておる」

　心底うんざりしたルイヤに、プリエラも少しだけすまなそうな表情を浮かべるが、すぐにいつもの天てん真しん爛らん漫まんな表情に戻り、学校での出来事を親に報告するような口調で、「姉」との邂かい逅こうを告げる。

「今日、お姉様に会ったのだ。“〝王”〟になったら、どうするとか、色々考えていたのだ。私も色々考えなくてはな」

「へー」

「何だそのやる気の無い態度は!?　お前は興味無いのか!?」

「全然。俺おれの仕事は、お前以外の王族を全すべて斃たおすことだ」

「………………」

「“〝王”〟になったらどうする以前に、“〝王”〟になりたいかどうかだろう？　他の連中が立派だったら、お前は譲ゆずってやるのか？」

「……ダメだ。“〝王”〟になるのは私だ。そう決めたのだ！」

「わかった、わかった。しかしお前は無む駄だに元気だな」

「当たり前だ。そうでなくては、母かあ様さまが心配するではないか！」

「………………」

「お前は元気じゃないのか？　心配する相手はおらぬのか？」

　言われて、初めて気づいた。

　先代アイツに言われたのに──最期の言葉だったのに。



    

  
    
      　元気でな──と言われたのに。

　ずっと、答えていなかった。

「俺は…………」

　僕は。

「……元気だよ」

　元気です。

「嘘うそつけ。何かフラフラしてるし、どー見ても不健康なのだ！」

「確かにそうね。もうちょっと、お肉ついてもよろしいかと」

「うるさい、黙だまれ…………」

　憎にく々にくしげに語るルイヤを尻しり目めに、女二人のかしましい議論は続く。

　家に着くまで、若き領主の顔から苦笑が消えることはなかった。





　数日後、〈黒こく宵しよう街がい〉から少し離はなれた宿場にて。

　宿しゆく泊はくしていた女性は、宿の主から届け物として木箱を受け取った。

　首を傾かしげつつ、彼女は木箱の蓋ふたを取り、中の物を見た瞬しゆん間かんに顔をしかめた。

　男女二つの首がそこに納められていた。

　完かん璧ぺきな防ぼう腐ふ処置を施ほどこされ、雨風に晒されても、けしてその死の間際の苦く悶もんの表情が崩くずれることはなく、閲えつ覧らん者に罪とが人びとの末路を想像させる。

　グロテスクながらも、ある意味では芸術的なその作品には、額に防腐処理の処置とはまったく意い匠しようの異なる文字が書かれていた。

　どう見てもやる気ゼロの殴なぐり書がき、塀へいのラクガキと変わらない侮ぶ辱じよくに満ちた言葉。



「負け犬」「メスブタ」──男女の額にはそれぞれそう書かれていた。



　さらに手紙が添そえられており、中には〈黒こく宵しよう街がい〉の領主のサインと、簡素な文字がしたためられていた。



　次はお前だ。



　女性は苦笑し、そっと木箱を閉じた。彼女は目を細めて呟つぶやく。

「妹より、君の方が頼たよりになりそうだ。闇黒卿ダークロード──私は君がほしい」



    

  
    
      
　あとがき




　十と月づきです。皆みな様さまのおかげで、二巻発売の運びと相成りました。

　もしかすると、本編をお読みになった方は首を傾げられたかもしれません。

　あれ、ルイヤの眼鏡めがねイラストねーじゃんと（笑）。

　前回のあとがきで、最悪全編に亘わたってルイヤに眼鏡かけさせる的なこと言ってたやんけと。

　ごもっともです。

　ただ冷静になって考えてみると、そもそもルイヤはごく限定的な場面でしか眼鏡かけない設定ですし、そもそも生きつ粋すいの眼鏡キャラでもないわけです。

　作中の小道具のために本編を揺ゆるがしてしまえば本末転てん倒とう、目的と手段が入れ替かわってしまうわけです。

　作家のはしくれとして、さすがにそれはやらかさない十月です。



　……が、新キャラの某ぼう知的オネーサマ王族を出した時点で、担当編集に言われました。



「……これは、本編でルイヤの眼鏡イラストがない反動ですか？」



　と。

　本当にまったくの無自覚で、単に今後の展開とか考えて創つくり出したキャラでしたが、指し摘てきされた瞬間、体に雷いかずちが走りました。

　言われてみて、初めて気がついたんです。

　意識しなくても、気がついたら眼鏡アイツの影かげを追ってて。

　新しい恋が始まるのかな、なんて思っても、結局眼鏡アイツと重ねてただけで。

　離れようって、これ以上お互たがいのこと嫌きらいになりたくないから、距きよ離り置こうって。

　一いつ緒しよにいても、傷つけあうだけだって。

　でも、でも、結局そんなのただのいいわけで。

　割り切ったつもりでカッコつけても、ただ目を逸そらしてただけで。

　本音をぶつけあうことから逃げてて、向き合うのが怖こわかっただけで。

　……気がついたら、雨の夜、眼鏡アイツの家まで駆かけ出してて。

　走ってる途と中ちゆうも、もう遅おそいのかな、迷めい惑わくかなって、逃げ道探してて。

　でも、息を切らしてる僕ぼくを見て、眼鏡アイツはいつものように、悪戯いたずらっぽく笑ってこう語りかけて。

　バカ……風か邪ぜひいちゃうよって。

　その顔を見たら、ただ抱だき締しめるだけしかできなくて。



　……と、ここまで読んでくださった方、本当にありがとうございました。

　ごめんなさい、スイマセン、もうしません。一度やってみたくて…………。

　もっとも半分は実話ですけどね（違）。

　まあ担当編集のかたくなな心を溶とかすのは、僕という北風ではなく、読者の方々という名の太陽だと思いますので、きっと皆さんの声で変わっていくと思います。

　放ほうっておくと、これから出てくる貴族やら王族やらが皆眼鏡をかけている可能性もありますからね。



　では本題を終えたところで、余談というか作品の内容について。

　ええ、今回もまたエロい……もといエライことになっているような。

　いっせーさんの挿さし絵えでシャアもびっくりの三倍増しのような。

　なお挿絵は基本担当編集の方で指定しますので、私も皆さんと同じポジションでビックリしてる口です。ラフ見た段階で、「マジで!?」とかなってます。

　そこチョイス!?みたいな。いや、書いたのは私ですけれども。

　まあ担当からして、一巻の段階で「某文化の都的書院を参考に」とか言ってましたからねぇ…………（実話）。

　ええ、背表紙の装丁が黒じゃなかったことには、私も安あん堵どしています。タイトルがタイトルだけに、ありえないこともないですからね。ある意味カッコいいですが、本屋に並ぶとき、ちゃんと富士見ファンタジア文庫の棚たなに置かれるかが不安なところです。

　ちなみに、そんな担当のありがたい助言を組み込んだ一巻の初期原げん稿こうには、あちらより「え～っと、青少年向けというか、成年…………」というステキなオチがつきました。

　京きよう夜や並みにかわいい声を出して、「ボクはまだ子供だからよくわからないや☆」と言おうかとも思いましたが、ドン引きされるのが目に見えたのでやめました。実際、友人に試してドン引きされましたしね（実話）。

　しかし一巻作業後半及および二巻においては、な～んにも言われていないので、もう好きにやれってことかというか、むしろやります、ハイ。あと執しつ筆ぴつスピード上げます。ご迷惑をかけて本当にすみませんでした。

　そんなこんなで、ダークロードは迷惑ばかりかけている作者と頼たのもしい担当編集との共同作業と、皆様のあたたかい声せい援えんで成り立っているのでした。

　綺き麗れいにまとまったところで、次回予告。ナレーターは琉る妃きボイスでお願いします。



　ルイヤの下に届く、“〝王”〟直々の書状が新たなる戦いを招まねく。

　新たなる王族の到来は、悲劇の始まり。

　断罪者と執行人は、貴族の掟おきてに従い、華か麗れいに舞う。

　そして発動するおぞましき死侯爵デスマークイスの〈領地フイーフ〉。

　新たに生まれるカードは、闇黒卿ダークロードの切り札となりえるか？

　王女と下しも僕べの思いを背に、闇黒卿ダークロードは悲しき戦場へ。



　皆様のご声援が糧かてですので、応援のほど、よろしくお願い致いたします。



十月　ユウ



    

  
    
      ダークロード

２.戦陣の姫君



十と月づきユウ
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